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　第一話　森もり美唄なごみ＆小こ田た部べ桜さくら子この回





　今日、僕の身にびっくら仰天な出来事が起こった。

　想定外の事態、いや事件といってもいい。

　放課後の本校舎屋上にて、学校一の美少女と謳うたわれる見目麗しい乙おと女めから愛の告白を受けたのだ。

　いやはや青せい天てんの霹へき靂れき！

　無償の愛を注いでくれる母上様を除き、初めて異性から愛情を向けられたことに……なんというか感動した。

　こちらはなにもしていないのに知らぬ間に美少女に好意を抱いてもらうことは、まさに買ってもいない宝くじで高額当選を果たしたような気分だ。

　ヒャッホイと叫さけびたくなる。

　しかし。

　ヒャッホイなどと浮かれてる場合ではなかった。

　僕は困惑し始めていた。

　眼前にて頬ほおを染め、瞳ひとみに期待と不安とを入り交じらせる美少女――彼女は小こ田た部べ桜さくら子こさんという方で、その名の通り桜の花びらのような可か憐れんな唇の持ち主――は、僕との交際を望んでいる。

　現時点で、僕は桜子嬢のことを心の底からは愛していない。愛らしい容姿をしている方だとお見受けするだけだ。

　困惑の理由は、ずばり桜子嬢の望みに応えられないことだった。

　僕は交際の申し出を丁重に断った。

　午後の陽射しが満遍なく降り注ぐ屋上。桜子嬢の表情だけが日陰に入ったように暗くなった。

　僕なんかのせいで、少女の気持ちが沈んでしまう。つらかった。

　でも、心の底から愛していない人と交際するなんてできるはずもなかった。そんなことをしては相手に対して大変失礼だろう。

　桜子嬢は僕に訊たずねてきた。

「……好きな人がいるのですか？　……気になる人がいらっしゃるのですか？」

　僕は家族が好きだし、学校の花壇でスイカ栽培に日々奮戦する用務員さんはかねてより気になっていたが、それらの人物の名をこの場で出すことが適切でないことは、恋愛経験が創作物だけの僕にもわかった。

「好きな人も、気になる人も、いないよ」

　そう告げると、桜子嬢は一いち縷るの希望を見つけたような表情で、

「――じゃあ」

　と、祈るような声。

　じゃあ？　じゃー？

　もちろん炊飯ジャーの話がおっ始ぱじまったとも思えない。

　桜子嬢は両手を胸の前にギュッと合わせ、「じゃあ」の続きを震える声で紡いだ。

「…………ワタシとお試しでつきあいませんか？」

　……お試し？

　いやいやいや、そんなフワッとした感じで男女交際を始めるなんて無理っす。土台無理っす。

　僕の拒否反応が、もろに顔に出ていたんだろう。

　桜子嬢はたちどころに落ち着きを失い、

「うぅ、あ、あのぉ」

　と、しどろもどろ。

　ＣＧでデザインされたかのように端正な顔立ちの少女が、僕なんぞとの会話で焦っている。その意外な光景に僕は見とれた。

　やがて桜さくら子こ嬢の表情は、名案が浮かんだとばかりにパッと華やいだ。

「……ワタシのことはレンタルＤＶＤだと思ってもらえませんか？」

　なんですと？

「７泊８日でつきあってください。気に入らなかったら返却してください。……もしワタシのことを気に入ってくださったら、そのときは延滞してください」

「…………えーっと、……それは８日目以降の交際には延滞金がかかるということですか？」

　桜子嬢は首を横にフルフルと振る。

「延滞無料です」

「おぉ、良心店ですね」

「はい、そうなんです。それではレンタル承りますね。レンタル料は初回無料キャンペーン中です」

「おぉ、なんと良心的なサービス――ちょい待ち！」

　くわばらくわばら。

　桜子嬢のペースに流されそうになっていた。

　桜子嬢は内緒話をするような声こわ音ねで囁ささやく。

「……ちなみに、ワタシは新作です」

　会話が高度だ。

　平時は深窓の令嬢然とした桜子嬢。今はそのイメージをかなぐり捨てて、凄すさまじい必死さを感じる。うら若き乙おと女めが僕ごときと恋仲になるために、なりふり構わずアプローチしてくる。身に余る話だ。

　しかし、心の底から愛した女性としか交際はしてはいけないと思う。それは桜子嬢が新作だろうが準新作だろうが旧作だろうが関係なかった。

　僕は謹んでお断りの言葉を述べ、校舎屋上から去ろうとした。

　桜子嬢は、無理やり溌剌さをひねり出したような声で、「またのご利用をお待ちしております」と、僕の背中に言った。

　桜子嬢よ、あなたという方は、どうしてそこまで自分をレンタルＤＶＤなんぞに例えるのか。否、最後にはレンタルＤＶＤ屋の店員になっている始末。

　桜子嬢との屋上でのひとときは、妙ちくりんな会話で終わったわけだが、それでも一人の少女を振ってしまったことには違いない。

　桜子嬢は今こ宵よい、失恋ソングで傷心を癒やしているんだろうか？

　待て待て、自分がフッた少女の心境を想像し、さぞ傷ついていることだろうと推し量るなど、傲ごう慢まんである。失礼千万である。そんな男は厭いやなやつである。

　故に、僕は夕食のカレールーを無心で作ることに徹するべきだ。

　すでに、ジャガイモと永なが遠とお市名産の赤イモを切る際、指を軽く切っていた。

　桜さくら子こ嬢の告白を回想し過ぎた。

　隠し味が僕の血液のカレーなんてごめんこうむる。

　兎とにも角かくにも料理に集中！



「……卵ラン兄にいのバカぁ。ニンジン入ってんじゃん！」

　神じん家の一人っ子である僕の目前――我が家のダイニングテーブルの対岸から、恨めしい視線を寄越す女の子がいる。僕の願望が生み出した幻覚の類でない。

　女の子は実在する生身の小学六年生だ。

「ニンジンじゃないよ。まあまあ食べてごらんなさいな」

「……ニンジンにしか見えないんですケド」

　女の子はスプーンに乗せた赤い具の端っこをカジカジする。

「もぐもぐ………え、これ、イモ？」

「ご明察。永遠市名産の赤イモでござい」

「なんで？」

「赤イモは、ほっこりとした食感とほんのりとした甘みがあって、カレーにはもってこいな具なんだよ」

「違うから……赤イモとジャガイモがなんで両方入ってんのってコト」

「料理にはいろどりが大事だと、あるグリーンピース農家の主あるじが言っていたよ」

「カレーん中に赤っぽい具入れるの禁止！　……警戒心抜きでカレー食べたいし」

「美唄なごみちゃんよ、食くわず嫌いはよくない。大きくなれないよ」

「卵兄はわかってないなぁ……小柄な女の子のほうがモテるし……だってさぁ百七十センチで猫耳着けて『にゃんにゃん』ゆってる子より……百四十センチで猫耳着けて『にゃんにゃん』ゆってる子のほうが断然可愛かわいいでしょ」

　脳内で、その状況をシミュレーションしてみる。

　……。

　…………。

　うん、判断するには情報不足だ。

「そのにゃんにゃんガールズ達は、そういうお仕事をなさっている女性なのかい。勤続年数はいかほど？」

「はぁ？　どこ気にしてんの？」

　重要な点である。ビジネスとしてこなれた調子で『にゃんにゃん』言っている女性と、恥じらいつつも相手を喜ばせようと『にゃんにゃん』言っている女性とでは、可愛さに雲泥の差がある。身長差は問題にあらず。

「てかそんな話もういいや……卵ラン兄にいお水ほしーなぁ。ちょーだぁい」

　コップを差し出す美唄なごみちゃん。お願いごとをするときだけ可愛かわいい子ぶって見せる。末恐ろしいおなごぞ。

　森もり美唄は僕んちのお隣さんで、お母さんと二人暮らしだ。

　美唄ママは看護士さんで夜遅くまでの勤務。まだ小学六年生の美唄ちゃんが、一人で夕食を食べるのはどこか寂しい。そこでお隣さんの僕の出番。少女が寂しい夕食を取らずに済むなら、この神じん卵らん太た郎ろうが一肌脱ごう。夕食を我が神家で食べないかい？と誘い、美唄ちゃん了承。美唄ママ大喜び。よって毎晩一緒にご飯を食べることになった僕と美唄ちゃんだった。

　ちなみに、我が父は単身赴任中。我が母は毎夜生け花のカルチャースクールの講師をしている。

「ヘイ、お冷やお待ち」

　コップを差し出す。

　受け取る美唄ちゃんはご満悦の表情。

「卵兄は幸せ者だよねー……毎日一人で淋さみしぃ夕食だったのに、うちのおかげで、夕食超ハッピーでしょー」

　あれ、少女を一人ぼっちの寂しい夕食から救ったと思いきや、僕自身が寂しい夕食から救われていたのか？

　美唄ちゃんを眺めた。

　僕の作ったカレーを女の子がモリモリ食べる光景は、ささやかなハッピーと呼べるかもしれない。

「……ちょ、カレー煮込み過ぎ？　……フニャフニャの赤イモが結構入ってるけど」

「やや、申し訳ない。まずかったら残していいぞ」

「別にぃ……まずいとかゆってないじゃん。……うちは基本ニンジンとアスパラとセロリとブロッコリーとピーマンとシイタケ以外は食べれるもん」

　嫌いなもの多いねえ。

　でも今日、食べられないものが一つ減ってよかった。

　そのフニャフニャした赤い具は赤イモじゃなく、にんじんなんだよ。

　にんじんだと思わなければ、案外食べられるんじゃなかろうか作戦は見事に的中したようだ。よしよし。

「……卵兄なにニヤニヤしてんの？　……キモ。そんな笑顔してたら女の子にモテないよ。むしろ通報されそー」

　ところがどっこい。こんな僕に好意を寄せてくださる奇特な女性の存在が本日確認されたんだよ。

「ノンノンノン。笑顔の善し悪しで男を判断してはいけない」

「ふーん……どこで判断すんの？」

「美唄なごみちゃんよ、簡単に答えを求めてはいけない。わからないことだらけ……それが人生よ」

「……はぁ、卵ラン兄にいと喋しやべってると……たまに超めんどくさい」

　そういえば桜さくら子こ嬢は、こんな僕のどこを好いてくれたんだろう。

　聞いておけばよかったか？

　いや待て、自分のどこが好きなのかしっかり聞き出した挙げ句、交際の申し出を断るのはあんまりな話だ。それはおそらく恋愛の御法度。

　僕の頭の中は、カレー調理中同様、桜子嬢のことでいっぱいになった。調理中は指を二回切った。

　つまり、桜子嬢のことを考えると今日の僕はうっかりしてしまうのだ。

　よって、なんの気なしに言ってしまった。

「それにつけてもカレーのニンジンは絶品ですなぁ」

「………………」

　美唄ちゃんの瞳ひとみが死体を目の当たりにした鑑識班のように鋭くなる。

「……このフニャフニャした赤いのって………………ニンジン？」

「美唄ちゃんあっぱれ！　ニンジンを食べれるようになったねー。ご褒美をあげよう」

　僕は席を立つ。

　冷蔵庫にコンビニで買ったプリンが入っていたはず。僕の夕食後の愉しみだが、好き嫌いを克服した少女に進呈するならやぶさかじゃない。

　僕が冷蔵庫に手をかけたところで、

　――ドンッ！

　背中になにかがぶつかってきた衝撃。

「バカじゃん！　知らぬ間にニンジン食べさせるとかひどい！　心の準備なしでニンジン食べてショック死したらどうすんの！」

　ニンジンはそんな危険な食物ではないよ。

　そう言いたかったが、

「うゔ……ぐっ…………ごぼぼ」

　としか声が出なかった。

　美唄ちゃんが僕を羽交い締めにしていたのだ。僕の首にまわる細い腕。僕の腰にまわる美唄ちゃんの両足。

　お嬢さんわんぱくですね。僕はアスレチックじゃないんだよ。

　その声も言葉にならなかった。

「……卵ラン兄にいの鬼……卵兄の悪魔……………………でも……チョットだけ……ほんのチョットだけありがと……うち初めてニンジン食べれた…………チョット嬉うれしいかもぉ」

　人を羽交い締めにしたまま、感謝の言葉を述べる。美唄なごみちゃんよ、あなたはなかなか倒錯している。まず首にまわした腕を緩めてくれ。まだ小六と見くびっていたが、僕の背中には美唄ちゃんの胸部と思しき柔らかな膨らみが、しかと当たっている。苦しいと気持ちいいが同時に僕の身体からだに襲いかかって――思考力が奪われる。掛け値なしの非常事態だ。ヘルプミー。

「……卵兄ったら……うちがお礼ゆってんだから……返事くらいしてよぉ」

　言いたいけど言えない状況だって気付いて！

　切なる心の声が美唄ちゃんに届いたのか、羽交い締めは解かれた。数十秒ぶりに吸う空気はうまい。この空気はプリン以上の食後のデザートだ。

「美唄ちゃんよ。人に気持ちいいことと苦しいことを同時にしてはいけない。おそらく脳によくないダメージがある」

「はぁ？　……気持ちいいコト？」

「いや、なんでもないんだ。なんでもないんだ。……あらかじめ言っておくが僕はロリコンじゃない」

「……なんのあらかじめ？　…………とりあえずキモ」

「美唄ちゃんよ。たとえ気色の悪い男を目の当たりにしても、無む闇やみやたらに表情筋を動かさないのが乙おと女めの嗜たしなみだよ。多くの男子は、女子に『キモい』と言われることをこの上なく恐れて生きている。そのことをどうか胸に留めておいてほしい」

　美唄ちゃんの耳は、僕の教訓じみた発言を右から左に聞き流す機能を兼ね備えている。美唄ちゃんの視線は、冷蔵庫に向けられている。

「……ご褒美ってなんなのー？」

　羽交い締めなどの一連の騒動により、ご褒美うんぬんに関しては有う耶や無む耶やになっていたかと思ったが、そうは問屋が卸さないようだ。

「どうぞ、お納めください」

　僕はプリンを譲渡した。

　美唄ちゃんは、天使のような笑みでプリンを胸の前に抱える。

「……えへへ……卵兄好きっ」

　美唄ちゃんはダイニングテーブルに戻り、プリンを食べ始める。僕は、どんなシチュエーションであれ、女の子に「好き」と言われると静止してしまう弱点がある。美唄ちゃんの「好き」は、プリンの生クリームほどの重さもない。美唄ちゃんは、おそらく今後の人生で軽めの「好き」を連発し、多くの男子を懊おう悩のうとさせることだろう。罪深き乙女だ。

「……卵ラン兄にい」

「あいあい」

「プリン食べたら行くからね……準備しててよ」

　只ただ今いま午後七時半。僕と美唄なごみちゃんの関係は、夕食を一緒にするだけでは終わらない。

　実は僕達にはある共通の悩みがある。

　それを克服するために、夜な夜な薄布一枚で、共にびしょ濡ぬれになる間柄なのだ。



　我が家から徒歩十分（信号待ちの時間は省く）。

　ビッグスケールウォーターアミューズメント・永なが遠とおウォーターワールドがある。

　全天候型の屋内プールは通年で楽しめるスパリゾート。営業時間は驚きの深夜24時まで。永遠市民は、その気になれば夜遊び兼水遊びがいつだってできるというわけだ。

　生け花の講師を務める母さんがカルチャースクールの生徒さんから、回数券を沢山もらってきていたからお金の心配は全くなく――僕と美唄ちゃんは永遠ウォーターワールドに、連日、夜シフトの従業員の如ごとく通う。

　それはいったいなにゆえか？

　美唄ちゃんには、悩みがあるからだ。

　それは……泳げないこと。

　美唄ちゃんは、体育の授業で泳げない自分が嫌で、泳げるようになりたいと切に願っている。だからといって、水泳教室に通おうとは考えてなくて……それは水泳教室には大抵学校のクラスメイトがいるからって理由で……美唄ちゃんはプライドの高いお嬢さんなんだなぁ。

　美唄ちゃんはクラスメイトに知られることなく泳ぎのスキルを上達させるため、毎夜永遠ウォーターワールドにて練習に明け暮れる。美唄ママもこのことは承認している。

　僕はというと、美唄ちゃんの保護者代理なわけだが、それだけの理由で永遠ウォーターワールドにつきあってるわけではない。

　僕にもまた、悩みがあるのだ。

　それは……泳げないこと――どころの話ではなく、僕は……水が怖いのだ。

　小学五年生の頃ころ、川で溺おぼれたことがあった――あれ以来、水恐怖症になってしまった。

　日常生活での支障はほとんどない。水で顔を洗うのはへっちゃら。お風ふ呂ろは苦手な部類だけど、シャワーくらいならさほど苦も無く浴びられる。

　全身に水が触れている状態が言い知れぬ不安を煽あおる。

　水の容積が大きければ大きいほど、水の中にいることへの恐怖は増す。よって家のお風呂よりプールの中にいるほうが数段怖いのだ。

　プールなんぞは、できれば一生入りたくない。

　体育のプールの授業は――進級できるギリギリの単位があればいい――仮病を使いまくってやる。

　などとふんぞり返っている僕だが……。

　人生には行かねばならぬプールがある。

　避けられぬプールがあるのだ。

　僕は新聞部員として永なが遠とお高校全部活に体験入部し、紹介記事を書くことを目標に日々励んでいる。

　永遠高校には水泳部がある。水泳部にはプールがある。水泳部に体験入部すればプールに入ることになるのは自明の理。

　水泳部に体験入部する前に、なんとしても水恐怖症を治さねばならない。

　そんなのっぴきならない事情があるからして僕は美唄なごみちゃんと共に、今日も永遠ウォーターワールドに向かう。

　まず水に慣れ、恐怖心を取り除くのが最優先事項と考える。

　僕は誰だれもが心躍るスパリゾートのプールで、鬼のような形相でウォーキングを続ける。大きな容積の水に全身を包み込まれた不安な気持ちを押し殺し歩く。

　なんたる苦行。

　いずれ水に慣れるはずだ。

　今は、身体からだを水に浮かせ、足で水を蹴けり、水の中を前進するなどという狂気の沙さ汰たは、できそうもない。

　だから今日も、僕はプールに来ておきながら……、

　てこでも泳ぎません。



　男子更衣室で水着に着替えて、ひとまずスパリゾート内の休憩コーナーに向かう。

　水に入るまえに、心の準備は欠かせない。

　流れるプール。

　波の出るプール。

　ジャグジーバス。

　ウォータースライダー。

　25メートルプール（日本水泳連盟公認）。

　ここはまさに無む間げん地獄。

　休憩コーナーのイスにどっかりと座り込み、水に慣れるために掲げた目標を頭の中で確認する。



・25メートルプールの中に五分間漂う。

・流れるプール、流れに乗って三周。

・波の出るプールで二周もしくは漂流三分。

・ジャグジーバスで潜水十秒。

・ウォータースライダー一回。



　これらを一日のうちに、順番関係なく全すべてこなすことができれば、水恐怖症を克服できると思っている。

　だが未いまだ達成したことはない。

　大抵どこかのプールの中で、挑戦の最中に動どう悸きや息切れに見舞われ、命からがらプールサイドに帰還を果たすという体たらくだった。命からがらというのはあながち大おお袈げ裟さな表現ではない。水に全身を包まれた状態で限界を超えてしまうと、僕はそのまま失神して、溺おぼれてしまうわけで、それは紛れもなく生命の危機だ。

　命の危険を感じるけれど、挑戦はやめない。

　今日こそは、水を怖がらない！

　僕の身体からだの60％強は水分なんだよコンチキショー！

　決意を胸に、休憩コーナーで一人奮起していると、

「……卵ラン兄にいー、お待たぁ」

　常とこ夏なつ気分を演出するつくりもののヤシの木の下、旧スク水姿の小六がやってくる。美唄なごみちゃんが競泳水着ではなく、旧スク水を着ているのは、学校の知り合いに会ってしまったときのための変装らしい。いやはや、変装になってないし、逆に目立っている気がするんだが……。

　それにしても美唄ちゃんの肌は、雪国育ちみたいな透き通る白さだ。

「げっ……まさかうちに見とれてる？　うわぁー……身の危険感じちゃうんですケド」

「本日二回目だが言わせてもらう、僕は断じてロリコンではない！」

「…………ふぅん……あっそ」

　ええいもう。なんて薄口の相あい槌づちを打つ子なんだ。女子の冷めた反応は男子の心をボロ雑ぞう巾きんにする凶器だと、諭す必要があるな。

「美唄ちゃんよ。そこに座れ」

「はぁ？…………バカじゃん」

　美唄ちゃんは座らない。テーブルの上にスポーツバッグを置いた。

「ん？　これはいったいなんだい」

「……今日もさぁ……うちの練習……手伝ってほしいんだけど」

　美唄ちゃんが泳げるようになるために協力するのは日課だった。バタ足する美唄ちゃんの両手を持って僕は後ろ向きに歩く。この場合、バタ足が尽きて美唄ちゃんの足がプールの底に着くか、牽けん引いんしていた僕が動どう悸き息切れを起こすと中断になる。確率は五分五分である。美唄なごみちゃんの練習を手伝いつつ、自分も水恐怖症と向き合う。僕にとっても特訓の時間だ。

「へいへい。美唄ちゃんがバタ足で25ｍ泳げるか、僕が後ろ歩きで25ｍ牽引できるか、勝負と洒しや落れ込こもうか」

「…………んな低レベルな勝負しないから。……気付いたんだけどぉ……卵ラン兄にいにはさ……うちの手伝いって結構ムリあるじゃん」

　それは不本意ながら認めなくてはならない。

　泳げない少女のサポートをするのが、水恐怖症の人間って……ミスマッチと言わざるを得ない。

「じゃあ、いったいなにを手伝えばいいんだい？」

　美唄ちゃんの視線が、テーブルの上のスポーツバッグに向けられる。

「…………卵兄って新聞部だったよね」

「左様」

「……ってコトは、カメラを使ったり……するよね？」

「多少は」

「じゃあ、カメラの扱いには慣れてるワケね」



    

  
    
      



    

  
    
      「いやいや、それほどでは」

「そっかそっかー、卵ラン兄にいにとってカメラは……身体からだの一部的な感じなんだねぇー」

「な、美唄なごみちゃん……僕を何者に仕立て上げたいんですか？」

「……んじゃ、コレ……うまくやってよ」

　美唄ちゃんが、スポーツバッグを渡してくる。状況がてんでわからん。

　とりあえずスポーツバッグのチャックを開けてみる。

　そこには……なんの変哲もない一台のビデオカメラ。

　それ以外はなんも入っていない。

「……………………うまくやるというのは？」

「……さ・つ・え・い。よろしくねー」

「撮影？　……なにを？」

「うちのコトに決まってんじゃん」

「美唄ちゃんよ」

「……ん？」

「キミは確かにプリちぃなお嬢さんだと思うよ。……けれども、ナルシストな女の子は同姓には鼻つまみ者になり、異性からは敬遠されがち――そんな人生をキミには歩んで欲しくない」

「はいぃ!?　うち、なんの指摘されてるワケ？」

「水着姿の自分を動画で残してほしいなんて……はぁー、自己愛をこじらせてしまったんだね」

「は？　卵兄のくせにナニ困った子を見る目でうちのコト見てんの！　違うから違うから……うちの泳いでるフォームを確認したいから、撮影してってゆってんのっ！」

「あぁ、そうだったのかぁ、なるほどなるほど」

「……ってワケだからさ、しっかり撮ってよね」

「おう、合点承知の助………………いや待てよ」

　僕は休憩コーナーから数々のプール施設を眺めた。

　平日の夜だが……会社帰りのOLっぽい人、カップル、女子大生っぽい集団、その他諸々。沢山の若い女性がいる。そんな中、ビデオカメラをまわす。うん、多分しょっぴかれる。

「……美唄ちゃんよ、こいつは無茶だ。将来を棒に振りたくない」

「心配ないから。……うちの水着姿を舌なめずりする卵兄にビデオ撮影されたって、うちは人生を棒に振らない……明るい将来を生きていくから……ね？」

「棒に振っちまうのは僕の将来なんですが！」

「……えっーと、未成年の初犯って……あんま罪重くなんない？」

「知りませんがな！　これ以上ないぐらい知りませんがな！」

「嘘うそだよ、う・そ。卵ラン兄にいに……んなコトさせらんないよ」

「ですよねー」

「さすがにビデオカメラまる出しはヤバイじゃん。スポーツバッグに小さな穴空いてるでしょ？　……そっからレンズ出して撮って」

「そっちのほうがヤバイ！　正真正銘盗撮魔の手口！」

「盗撮じゃないよ。……うちが望んで撮ってって、ゆってんだから……さ」

　美唄なごみちゃんよ。プルンとした唇をアヒルのように尖とがらせてますけど、これは無理難題が過ぎるよ。客観的に見たら、ただの盗撮犯だ。親不孝はしたくないよー。

　僕が全く乗り気じゃないのを見抜いた美唄ちゃんは、突然むち打ち症にでもなったかのように小首を傾かしげて、笑顔を見せる。美唄ちゃんの作為的な笑みは、水の次に怖い。

「……ねえねえ卵兄ぃ聞いて……男の子はね、女の子を上手に撮れるスキルがあるといいんだよ絶対…………彼女ができたら写真撮りまくったり……しないの？」

　盗撮のスキルは男女交際に不要だろう。

「……とゆーワケなんで」

　ん？　どうゆうワケ？

「よろしくお願いされちゃって……ね」

　美唄ちゃんはお願いごとをするとき専用の甘えた声をだして――僕の返事なんてお構いなしで――スタタタッとプールに向かっていく。

　……はてさて、どうしたものか。

　あくまで美唄ちゃんが泳いでいるところを撮るだけだし。他の人は映さないわけだし。もし撮影行為を誰だれかに咎とがめられたら、美唄ちゃんが僕の無実を証明してくれるはずだし。そのとき、件くだんのビデオカメラには泳ぐ美唄ちゃんの動画しかないわけだし。……うん、案外大丈夫なんじゃないだろうか。

　そして。

　僕はスポーツバッグを肩にかけ、プールの中の美唄ちゃんを撮影し、あえなく監視員にとっ捕まった。僕の行為の意図を説明してくれるはずの美唄ちゃんは、「別の色のスイムキャップにイメチェンしよっ」と言って、女子更衣室に行った直後であったため、現場には不在だった。

　監視員は僕を事務所に問答無用で連れて行こうとする。

「美唄ちゃんという女子児童が更衣室にいる。彼女の話を聞いてくれ」

　と懇願するも、

「黙れ！　この腐れロリコン野郎」

　と一喝され、問答は終了。

　今一度言うが、僕はロリコンではない。

　いつでも常とこ夏なつ気分と謳うたうスパリゾートにて、僕の心は厳冬気分だった。



　南国気分全開の施設内とは違い、至って簡素な事務所に通される。

　監視員は早速ビデオカメラをスチールの事務机に置き、撮影された映像を確認している。こちらが善良な客だったときは、監視員はにこやかなスパリゾートの住人だったが、今は厳しい看守で、さながら僕は重大な規律違反を犯した囚人だった。

　女性従業員の一人が、美唄なごみちゃんを捜しに更衣室に行ってくれた。これで僕への疑いは晴れるだろうと安あん堵どしていたが、事務所に戻ってきたその従業員は小中学生ぐらいの女の子はいなかったと告げる。そんな馬ば鹿かな。

　仁王立ちの監視員が、イスの上で縮こまっている僕を遙はるか上空から睨にらむ。

「オマエが盗撮してんのに気付いて怖くて帰ったんだなぁ。可哀想かわいそうに」

　可哀想なのは、僕のほうだ。

　盗撮の容疑をかけられた挙げ句――前を見ればボディビルダーのような監視員の板チョコのように割れた腹筋があり、下を見れば丸太のような大臀筋があり、上を見れば４Ｂの鉛筆で描いたような濃い顔がある。この視界は精神衛生上よろしくない。うん、目を瞑つぶろう。

「おいオマエ、なぜ目を閉じる？　瞑めい想そうにはふけさせんぞ」

「……いいえ、これはどちらかというと黙もく祷とうです」

　心の中で、早くここから解放されますようにと祈き祷とうしてみる。

　数秒後、目を開ける。

　ビデオを確認中の監視員の眉み間けんには深い縦たて皺じわが刻まれていた。

「……にしてもこの子のフォームはバラバラだなぁ。息継ぎのたびにチラッと見せる苦しそうな顔が、なんともつらいぜ」

「監視員さんよ。僕はやましいことなんてしていない。第一、息継ぎのたびに鬼の形相で酸素を求めているクロール少女の動画を喜んで撮るやつはいないはずだ」

「世の中には、いろんな変態がいんだよ。変態の喜びなんぞ理解なんてできねえもんだ」

「なるほど、それはごもっとも」

　……ん？　ここは僕が頷うなずいちゃまずいところでは。

「おし、警察に引き渡すとすっか。ちゃんと更生すんだぞ。もうお袋さんを泣かすようなマネすんなよ」

　僕の未来がガラガラと崩れていく音がし始める。転落人生という言葉が脳裏によぎる。

「お待ちください！」

　突然、僕の後方から女の子の必死な声がした。

「あ、あなた様は」と、監視員の目には驚きが宿る。

　どなた様がやってきたのかと、僕は振り返る――そこには、

「おわ！　純白の水着天女降臨……かと思いきや桜さくら子こ嬢！」

　輝くように白いビキニに身を包んだ小こ田た部べ桜子がいた。

「よ、ようこそいらっしゃいました。どのプールを貸し切りにしましょうか？」

　急にテンパり出した監視員に、桜子嬢は鷹おう揚ようと微笑ほほえみかけた。

「そんな必要はございませんよ」

「なにかご要望があれば、なんなりと言ってください」

　なんじゃこりゃ。

　桜子嬢と監視員の間にある圧倒的な上下関係はなんだ？

　桜子嬢は花が咲いたような笑みで、僕に頷うなずきかける。

「神じんさんが永なが遠とおウォーターワールドにいらっしゃってるなんて……嬉うれしいです。ありがとうございます」

　はて、なぜお礼を言われるのか？

　桜子嬢の身の上を考え……すぐに思い当たった。

　桜子嬢は、県内に複数のレジャー施設とホテルを経営する企業の社長令嬢。その複数のレジャー施設の一つが、この永遠ウォーターワールドなのだろう。

　一介の高校生に過ぎない僕は、人並みに権力に弱い。目の前の桜子嬢のリアルお嬢様っぷりを再認識し、気付けば「ははー」と忠誠心の高い家臣じみた声が出ていた。

「……じ、神さん、頭を上げてください」

　桜子嬢のお手が僕の肩に触れる。身に余る光栄です……おいおい、権力に弱すぎだな僕ってやつはよ。

　監視員が吠ほえるように言う。

「お嬢様、近づいてはいけません！　コイツは今から刑務所行きの変質者なんですよ」

　刑務所直行のまえに、せめて警察署に行かせてくれ。求む、敏腕弁護士。

「駄目です。神さんをそんなところに行かせません。そもそも神さんがいったいなにをしたっていうんですか？　自爆テロですか？」

　いやいや、僕このとおり生きてますから。

「コイツは、最も卑劣な犯罪をしでかしたんです」

「そうですか、食くい逃げですか」

　確かに、営業不振の個人経営の飲食店の店主からしてみれば、最も卑劣な犯罪だ。

「お嬢様、違います。コイツは盗撮をしやがったんですよ」

　桜子嬢の表情に驚きよう愕がくの色。

「……じ、神さんが……盗撮」

「桜さくら子こ嬢聞いてください。僕はやってな――」

「誰だれですか!?　どこのお色気ムンムンの熟女を撮ったんですか？」

「ちょい待ち。なにゆえ熟女だと断定？」

　桜子嬢は頬ほおをほんのり赤く染め、かろうじて聞こえる声で囁ささやいた。

「だって神じんさんは……ワタシのこと、興味ないみたいですし。……だから、神さんの好みのタイプは、きっとワタシとは真逆のタイプ……熟女だと思いました」

「お嬢様、コイツが撮ったのは小学生の女の子なんですよ」

「そっちですか！」

「どっちですか!?　声を大にして言いますが、僕はロリコンではない！」

「けっ。ロリコン野郎は、決まってみんなそう言うんだよ」

「ならロリコン野郎でないやつはなんて言うんだ？」

「ロリコンではない！　とキッパリ否定するだろうな」

「それを僕はしてるんだが！」

　監視員は事務机の電話に飛びつく。

「埒らちが明かねえな。警察の出番だ」

　人生の一大事だ。ここは土下座でもして、見逃してもらうか。いや、土下座はおかしい。僕は無罪なんだ。冤えん罪ざいなんだ。

　監視員がぶっとい指で固定電話をピポパとプッシュし始めると――シャキッ。

　小気味良い音がした。

　――え？

　それは、桜子嬢がハサミで電話線を切った音だった。

　僕と監視員は唖あ然ぜん。

　桜子嬢は何事もなかったようにハサミを事務机の引き出しに戻し、監視員に言う。

「あなたは職務に戻ってください。神さんのことはワタシが責任を持って対処します」

「いやぁーしかし。コイツは稀き代たいの性犯罪者です。お嬢様と二人っきりにするわけには」

　誰が稀代の性犯罪者だ。僕は女生徒のパンチラすら一度も拝んだことない清き存在だぞバッキャロー。

「ワタシなら大丈夫です。神さんはワタシを悲しませることなんて……決してしません」

「おぉ、桜子嬢。僕を信頼してくれてるんだね。ありがとう本当に嬉うれしいよ」

「神さんがワタシにどんな淫みだらなことをしたところで、それは全すべて合意によるもの。ワタシが悲しむはずもございません。だから全くもって大丈夫なんです」

　……ん？　なんか僕の考えていた「大丈夫」と意味が違う。

　監視員は、僕の肩をポンポンと力なく叩たたいた。

「お嬢様のことは任せた。けどよ、もしオマエがお嬢様を悲しませたそんときは、お天道様が許しても俺おれが許さねえからな」

「アンタはどの立場でそれを言ってるんだ？」

　監視員は、すごすごと事務所をあとにした。筋骨隆々の背中は元気がなくても逞たくましかった。

　で、桜さくら子こ嬢と事務所に二人っきり。

　本日交際を申し込んだ女の子と、その交際を断った男。

　さぞかし気まずい空気が流れるかと思いきや、純白のビキニ姿の桜子嬢がおもむろに僕にすり寄ってくる。

　思わず胸部を見てしまう。着き痩やせするタイプなんですね。いやいや脳内で感想を述べている場合ではない。

「……えっ？」

　桜子嬢は、僕の右手を優しく包むように握ってくる。

　不意に女の子に手を握られるというのは、心しん筋きん梗こう塞そくでもないのに胸がドキッと高鳴るものですね。

　桜子嬢は恥じらいを含んだ声で告げた。

「……神じんさん、行きましょう」

　どこへ？



　僕はビデオカメラを入れたスポーツバッグを袈け裟さ懸がけし、桜子嬢に引っ張られていく。

　なにげなくプール対岸の休憩コーナーを見やると――売店で買ったと思しきアイスをパクついている美唄なごみちゃんを発見した。僕がボディビルのような監視員に変態のレッテルをペタペタ貼はられているときに、一人優雅にアイスとは……あんにゃろめ。美唄ちゃんはこっちには気付いてないようだ。今のところ桜子嬢の真意はわからない。アイスパクパク娘のことは放ほうっておこう。

「………………」

　先を行く桜子嬢。広範囲の肌を晒さらすビキニの背中には、安易に話しかけられない妙な緊張感が漲みなぎっている。それにしてもお尻しりがセクシーである。今日自分がフった女性のビキニのお尻を見てドキドキしてしまう。僕は、いや、男は阿あ呆ほうで愚かな生き物だ。男ですいません。

　辿たどり着いたのは、豪華な大理石張りの温水ジャグジーバス。今は誰だれもいない六畳ほどのお風ふ呂ろだ。

「神さん入りませんか？　……心も体も温まりますよ」

　桜子嬢の心は冷えてたんだろうか。

　僕は素直に従う。



    

  
    
      



    

  
    
      　スポーツバッグをすぐ側そばの壁際に置いて、桜さくら子こ嬢と向かい合って入る。

「よっこらしょういち」

　水恐怖症である僕。

　ブクブクと水泡弾けるジャグジーバスは浸つかるだけなら三分間は平気だ。ウルトラマンが地球で戦える時間と同じである。

「……じ、神じんさん」

　水恐怖症ではない人々は温水ジャグジーに浸かれば、たちどころに弛し緩かんした顔になり「はぁ～極楽極楽ビバノンノン」と漏らすものだと思っていたが、肩まで浸かった桜子嬢は張り詰めた表情をしている。弛緩とは無縁だ。

「はい、なんでしょう」

「……ワタシは、とある事があると、この永なが遠とおウォーターワールドに来るようにしているんです」

「そうなんですか」

「とある事とは……なんだと思いますか？」

　おっと、まさかのクイズ形式。

「水恐怖症の自分を変えたいと、切に思う出来事があったとか？」

「そのようなトリッキーな理由で、プールを利用する方がいるんですか？」

　ここにいます。

「桜さくら子こ嬢よ、ヒントを」

「………………ワタシは、悲しいことがあると、ここに来るんです」

　いきなり答えを言いましたよね？

「……このジャグジーに浸つかって、思う存分泣くんです。…………涙はお湯に拭ぬぐってもらうんです」

「ほほう。プールなだけに、悲しいことは水に流してしまおうってやつですな」

「………………」

「……うまいことが浮かぶと思わず言ってしまうタチなんです。面目ない」

「いいえ、神じんさんってうまいことをおっしゃるとき、鼻が膨らむんですね。それが可愛かわいらしくて、黙って見つめちゃいました」

「お見苦しいドヤ顔失礼しました」

「……神さん」

「へい、なんざんしょ」

「ワタシの身に起きた悲しいこととは、なにかわかりますか？」

　クイズ二問目もあったんですね。

「……それは、もしかして――」

「ヒントは、神さんに関係していることです」

「……やはりそうでしたか。ということは――」

「ヒントは、今日の屋上に関係しています」

　何事だろう。答えを言おうとすると間髪入れずヒントが与えられる。

「……僕が桜子嬢からの愛の――」

「神さん無理はしないでください。言いにくいことは言わなくていいんですよ」

　いやいやいや、クイズ形式で答えさせようとしたの桜子嬢ですよ。

「ワタシは神さんに愛の告白をしました……７泊８日のレンタルでもいいからつきあってほしいとお願いしました。……でも振られちゃいました。悲しいです。……ワタシは７泊８日のレンタルＤＶＤよりも劣る娘です」

「…………桜子嬢は、決してレンタルＤＶＤに劣る娘っ子ではないですよ」

　というよりレンタルＤＶＤに負ける人間なんていない。そもそも勝ち負けがわからん。

「……ワタシはレンタルＤＶＤ以上の存在……嬉うれしいです」

　桜子嬢は、ジャグジーバスで初めて表情を弾ませる。たんぽぽの綿毛がふわっと舞い上がるような、柔らかい笑顔だった。

「じ、神さん……じゃあ」

「じゃあ？」

「…………ワタシを７泊８日してくれますか？」

　あなたは不屈の精神の持ち主なんですね。

「……あの、すみませんが」

「７泊９日でもいいんですよ」

　８日目の桜さくら子こ嬢はいずこに？

「……申し訳ない」

「そうですか……ダメなのですか」

　桜子嬢の顔から笑顔が消える。

　ジャグジーバスのブクブクという音だけ聞こえる。

　なぜだろう？　急に桜子嬢の瞳ひとみが精巧なガラス細工のように見えた。彼女は腹話術の人形のように唇を全く動かさないで、

「神じんさん」と僕の名をか細く呼んだ。

「はい、なんでしょ」

「……神さんはさきほど盗撮の容疑をかけられていましたね」

「いやーひどい目に遭いました。冤えん罪ざい被害者の無念な気持ちをつかのま味わいましたよ」

「今、神さんが自由の身でおられるのは、監視員が警察に通報するのを……ワタシがやめさせたおかげですよね？」

　……少しだけ恩着せがましい言われ方されてる気が。

「神さんを生かすも殺すもワタシ次第だったわけですよね。……そして、ワタシは神さんを生かしてさしあげた……ですよね？」

　かなり恩着せがましい言われ方されてる！

「は、はい。その節はどうもありがとうございました」

「じ、神さん！」

　正面にいた桜子嬢が僕の隣に移動し、その身体からだをすり寄せてくる。僕の右肩に桜子嬢の裸の左肩が触れる。二十センチもないところにある桜子嬢の顔は、せっぱ詰まったような必死の表情。

　超近距離で見ると一層綺き麗れいな顔立ちがわかりますねー。

　感心してる場合じゃなかった。

「……ワタシは神さんの盗撮の件を誰だれにも喋しやべりません。墓場まで持って行きます。…………だから……だから……神さんの罪をもみ消したワタシにお礼をしてください。ワタシの願いをなんでも一つ叶かなえてください」

　なんか脅迫されてる!?

「さ、桜子嬢は、僕の無実を信じてくれたんじゃ……ないんですか？」

「信じていますよ。でもこの際、無実だろうと有罪だろうと大した問題じゃないんです」

「いやいや大した問題！　僕はやってない」

「大事なのは、ワタシが神じんさんの窮地を救ったという事実……神さん、ワタシに感謝してくれてますか？」

「はい、してますしてます。ほんと助かりました」

「ではお礼を……ワタシの切なる願いを叶かなえてください……神龍シエンロン」

「いえ僕は神ですけど。神龍シエンロンじゃないです。ボール七個集めなくても登場します………………あっ」

　このとき、なんのきっかけもなく唐突に気付いた。このジャグジーバスに明らかに三分以上入っていることに。

　おおぉ自己記録を更新した。

　よしよし僕はこうして着々と水恐怖症を克服していくんだな。

　そろそろ出よう。

　水の中に長時間いるとハッキリ自覚した途端、なんだか落ち着かない心地になってきていた。

　僕がジャグジーバスの中で立ち上がろうとすると――桜さくら子こ嬢に肩をグッと押さえつけられた。

「お願いごとを聞いてくださるまで、ワタシから離れないで下さい」

「さ、桜子嬢、願いごとは一いつ旦たん出てから、聞きますから。実は僕は水恐怖症でして……水の中が、つらいんです」

「じゃあワタシは一人ぼっち恐怖症です。神さんがそばにいてくれないとつらいです」

　いやいやいやそんな即席でつくった恐怖症と一緒にされても。

「わ、わかり、ました。ちなみに、お願いとは、なんでしょうか？」

　早く聞いて解放してもらおう。声が震えてきた。

「……えーっとですね。…………なんといいますか……言いにくいってわけではないんですけど……。そのですね……」

　桜子嬢は恥じらうようにモジモジしている。なのに僕の肩を押さえつける力は強いまま。その恥じらいが僕には恐怖だ。早くこっから出してくれ。

「……ワタシと毎夜この永なが遠とおウォーターワールドで会ってくれませんか？　…………ううん……ずっととは言いません。……７泊８日だけ」

　泊の意味がよくわかんないが、ようは一週間ほど毎晩ここに来ればいいんだろう。それなら今までとなんら変わらない。

「料金の心配はなさらないでください、当然無料に致します」

　貰もらい物のプールの回数券の存在を思い出す。

　最後の十枚綴つづりから今日二枚使った。

　ということは残り八枚。

　美唄なごみちゃんと僕が二人で使えば、あと四日分。

　けれど、僕の分を無料にしてもらえたら美唄ちゃんと僕はあと八日間ここに通える。

　八日間あれば、美唄ちゃんは泳げるようになって、僕の水恐怖症が結構改善されるんじゃないだろうか。

　少なくともあと四日間よりいいだろう。

　ここは桜さくら子こ嬢の願いを叶かなえつつ、そのご厚意に甘えさせてもらおう。

「うん、わかった……僕は毎晩ここに来るよ。でも無料にしてもらってもいいのかな？」

「もちろんですよ！　わぁ、本当嬉うれしいです。……あの、神じんさん…………」

「なんだい」

　桜子嬢の顔は夕日に照らされたようにほんのり赤かった。

　ジャグジーバスにのぼせたのかな？

　そんな心配は無用だった。

　桜子嬢は咲き誇る桜のように堂々と言う。

「７泊８日でワタシのこと好きにさせてみせます」

　桜子嬢よ、あなたは超攻撃型ＦＷフオワードのような積極的な恋をするお方ですね。もはやこのアプローチはオフサイドです。

　さてさて、願いを聞き入れたことだし、ジャグジーバスからさっさと脱出しよう。

　立ち上がりかけた僕に、柔らかい塊かたまりがぶつかってきた。

　むぎゅ～。

　陽光を吸ったふかふかの布団に包まれたような、この気持ち良さはなんぞ？

　――うひゃあ！

　桜子嬢が僕に抱きついてきている!?

「……今日、神さんの彼女にしていただけないとわかったとき……もうこれで神さんはワタシを遠ざけるようになって……会うこともお話しすることも叶わなくなってしまったんだと思いました…………でも明日からも神さんと会える……ワタシ嬉しくて震えが止まりません」

　僕も水恐怖症で震えが止まりません。

　出たいのに水の中から出られないという状況。

　……あれ？　呼吸ってどうやってするんだっけ？

　僕はジャグジーバスの中で美少女にハグされたまま、ご臨終かもしれん。などと死の予感めいたものを感じていると――そこに、

「卵ラン兄にいじゃん！」

　美唄ちゃんがやってきた。

「は？　ナニやってんの？　……え、嘘うそでしょ、プールで痴漢？」

「よく見てくれ！　明らかに僕のほうがハグされてるじゃないか」

「ハグ？　あっ、ワタシったらなんて大胆なことを」

　桜さくら子こ嬢は僕を突き出す勢いで身体からだを離す。……無自覚ハグってありえるのか？

「……もう神じんさんってば、ワタシが抱擁できてしまう距離にいるなんて、ひどいです」

　どゆこと？　それ僕のせい？

　まあ、ハグの原因はなんでもいい。今はとにかくジャグジーバスから出ることができてよかったよかった。

　フゥー。

　ハァー。

　呼吸を整える。

　凄すさまじい荒行であった。

　でも、安心だ。

　僕はもう水の中にはいない。

　美唄なごみちゃんは桜子嬢に問う。

「…………卵ラン兄にいとはー、どーゆう関係なんですか？」

「……ワタシと神さんの関係は……一言で言うならば『恋人同士』です」

「まぢ!?」

　水の中から脱出できて安心してる場合じゃない。僕は桜子嬢に詰め寄る。

「ど、どういうこと？　僕達の関係って……恋人？　いやいやいやっ」

「二言で言うならば……『恋人同士になる可能性がある男女』です」

「関係変わってんじゃん！　……ってか卵兄のクセにさー、なんでこんな美人さんと一緒にいれるワケ？　こーゆうのなんてったっけ？　援助――」

「交際なわけあるまい！　美唄ちゃんは僕という人間をよく知っているはずだろ。そんなことするわけないじゃないか」

「えっ……神さんをよく知っている？　…………あのう、美唄さんは中学生ですか？」

「ううん、うちは小六」

「……小学六年生の女の子とわかり合う男…………もしかして神さんって幼女愛好――」

「家かなわけあるまい！　桜子嬢よ、あなたは自分が好いた男をなんだと思ってんだ？」

「うっそ!?　この美人さんが卵兄のコトが好き？　うわうわー……卵兄って強力な催眠術の使い――」

「手なわけあるまい！」

「神さん……普遍的な男子高生は、小学生の女の子とプールで仲良く会話しないと思うのですが…………なぜでしょうか？」

「卵ラン兄にい……フツーさー、カップルでもコウシューの面前でハグとかしないからっ。……これってナニがどーしちゃったワケ？」

　学校のお嬢様と近所の小学生が僕に詰め寄ってくる。

　僕は今日という日まで水恐怖症であった。

　ただ今をもって、女性恐怖症にもなりそうだった。



    

  
    
      
　第二話　森もり美唄なごみVS小こ田た部べ桜さくら子この回





「……卵兄どしたのー？　リゾート気分を満喫できちゃうスパリゾートに行くって顔じゃないじゃんそれ」

　平日の夜。

　夕食のあと、永なが遠とおウォーターワールドへの道すがら。

　隣にはいつも通り美唄ちゃん。

「ああ。……昨夜の悪夢が蘇よみがえってきてさ」

　昨日。永遠ウォーターワールドで、桜子嬢と美唄ちゃんの二人に詰め寄られ、女性恐怖症になりかけた。

　美唄ちゃんは僕のご近所さんで、水泳の練習をするためプールに一緒にきている間柄だと、桜子嬢にはなんとか理解してもらった。

　だが、桜子嬢が僕のことを愛するあまり、ジャグジーバスで僕にハグをしてしまったという事実を、美唄ちゃんはなかなか理解してくれなかった。

　だから桜さくら子こ嬢は「証拠をお見せしますね」と言うと、あろうことか僕にキスを迫ってきた。

　僕は桜子嬢の両肩を抑え、「早まるな、早まってはいけない」と自殺志願者を止めるかの如ごとく必死の説得。

　やがてボディビルダーのような監視員がすっ飛んでくる。

　暴走した桜子嬢を止めてくれるかと思いきや、なぜか僕がとっ捕まる。

　監視員は「現行犯だ！」とツバを飛ばし、僕を事務所に連行する。

　なんの現行犯だ？と思っていたら、桜子嬢の鶴つるの一声で、僕は無罪放免。

　桜子嬢は言う。

「……またワタシが神じんさんの窮地を救いました。……次のお礼なんですけど」

　いやいやいやいや救ったもなにも桜子嬢がキスを迫ってきたせいで、僕はなにかしらの現行犯にされかけたんですから！

　そのあと、桜子嬢は僕のことを本気で愛しているという事実を受け入れた美唄なごみちゃんだったが……その美唄ちゃんが、なぜか不機嫌になる。

　美唄ちゃんは桜子嬢に僕の悪癖を洗いざらい話して聞かせ、僕の好感度を下げようとし出す。

　桜子嬢は僕のどんな短所を聞いても「気持ちは変わりません」との弁。

　ただ、美唄ちゃんが桜子嬢の知らない僕の一面を話す度、桜子嬢はなぜか凹へこむ、とても凹む。

　僕はなぜか不機嫌な美唄ちゃんの機嫌を取り、凹む桜子嬢を元気づけた。……大いに疲れた。

　それが昨夜の悪夢の全容だ。

「……今日もさー……プールにあの女いるんだよね？」

「あの女って……」

「小こ田た部べ桜子。あだ名は幕府だったよね。……裏の顔を未いまだ隠してる女」

　美唄ちゃんの声にはトゲがたっぷり。バラの茎どころではない、剣山だ。

「裏の顔とは穏やかじゃないね」

「……卵ラン兄にいを好きだなんて……絶対裏があるじゃん…………お金目的？」

「桜子嬢は大企業のお嬢様だ。お金に困ってなんかないよ」

「卵兄バカじゃん？　……お金ってのは、持ってれば持ってるだけどんどん欲しくなっちゃうの。人を狂わす魔性のものなのっ」

　……美唄ちゃん、まだ小学生なのにお金に対する価値観どうしちゃったんだよ。

「僕が持ってるお金なんて、微々たるもの過ぎるよ」

　毎年お年玉の残りを貯金してきた分五万円弱と財布に二千なにがし。

　それが僕の全財産。

　金銭トラブルに巻き込まれるとは思えない。

「と・に・か・く！　卵ラン兄にいは気をつけて……幕府がなぜか包丁を差し出してきても、不用意に柄を握ったらダメだかんね」

　なにその忠告。シチュエーションがわかんないよ。

「……知らぬ間に殺人犯にされちゃうんだから。卵兄の指紋が凶器の包丁についちゃってんだから。卵兄の利用価値なんてそんぐらいしかないんだからっ」

　僕は、殺人の罪を着せるのにうってつけ。……少し泣いてもいいでしょうか。

「ってなワケだから……包丁には用心してよね」

　美唄なごみちゃんは、桜さくら子こ嬢のことをすっかり警戒しちゃってるんだなー。しかも警戒してる理由が僕のことを好きだからってわけで……うーん、なんだかなぁ。

　永なが遠とおウォーターワールドが見えてきた。

　今日は、なんのトラブルもなく、水恐怖症克服に向けて頑張りたいもんだ。



　バリのリゾートホテル（当然行ったことないけど）のような永遠ウォーターワールドのフロントに着く。

　すると、作り物のヤシの木の向こうから、

「神じんさーん」

　制服姿の桜子嬢がこちらにやってくる。

　――ん？

　胸になにやら大きな箱を抱えている。

「おやおや桜子嬢こんばんは。……それは？」

「気になりますか？　……ふふっ、これはですね」

　桜子嬢は胸に抱えていた紙箱を、フロントロビーのテーブルに置いた。

「……じゃじゃーんでーす」

　桜子嬢は箱を開けた。

　そこにあったのは――純白の生クリームがふんだんに使われたホールケーキ。赤々としたイチゴが実に美お味いしそうである。

「……誰だれかの誕生日ですか？」

　桜子嬢はケーキに負けないような甘い笑顔を見せる。

「ワタシと神さんの初密会記念のお祝いです。…………ワタシのお手製なので、美味しければいいんですけど……なにぶんケーキを焼いたのは初めてでして……」

　桜子嬢は、学校では成績優秀、才色兼備、純情可か憐れん、温厚篤実、天てん真しん爛らん漫まん――大変な人気者だ。彼女を恋い慕う男性陣・通称「家臣」と彼女に強く憧あこがれる女性陣・通称「大奥」がいる集団・桜さくら子こ幕府のトップ、それが小こ田た部べ桜子。そんな彼女に、ケーキを焼いてきてもらえるなら、年金が受給できる前に死んでも我が人生悔いなしと言ってるやつを十何人か知ってる。

　当然、僕もケーキのサプライズは嬉うれしい。

　僕は小二のときに五円チョコをもらって以来、バレンタインデーに甘いモノを授かったことのない男だ。

　女の子にケーキを焼いてきてもらえるなんて……なんというか感動だ。

「けっ、初密会記念って…………思いっきし、うちもいるんだけど」

　僕の隣で美唄なごみちゃんが不機嫌そうにそう呟つぶやいた。

「あら美唄さん。こんなところでお会いできるなんて……偶然ですね」

「必然だからっ。うちは卵ラン兄にいと一緒にきたの」

「あぁ、そうでしたね。……美唄さんもよろしかったら、ケーキ食べてくださいね」

「…………卵兄のためにつくってきたんでしょ？　……うちはいいよ」

「いいえ、美唄さんにも是非とも食べてほしいんです……。そして、自分では到底太刀打ちのできない相手だと思い知っていただきたいの」

「は？　……うちが幕府を太刀打ちできない相手だって思い知る？　チョット待って、うちらなんの勝負もしてないじゃん」

　桜子嬢は桜の花びらが散るようなさりげなさで、僕をチラッと見た。

「…………神じんさんの彼女の座を巡る争いをしているではないですか。……血で血を洗う例のアレです」

　桜子嬢は、どういうわけか美唄ちゃんを恋のライバルだと思ってるようだ。にしても血で血を洗うって……ヤクザ映画ですね。

「バカじゃん！　うちは卵兄とつきあうほど、人生捨ててないから」

　その言葉の真意を詳しく聞かせてもらっていいかい？

「…………ムキになっている態度が妙に怪しいです。……あ、美唄さんはまだ小学生でしたね」

「小学生だとなんなの？」

「……好きな人には嫌いな態度を取ってしまうお年とし頃ごろですよね。……ぷふっ」

「小学生なめんなっ！　しかも嫌な笑い方された！　……うちは、卵兄の彼女なんてマジホント超無理ありえないから、マジホント超無理ゲロゲロって態度取ってるだけなのっ」

　…………美唄ちゃん、僕がなにかしたでしょうか？

「……美唄さんも高校生ぐらいになれば、好きな人に好きって態度を……自然に取れるようになりますよ」

　桜子嬢よ、あなたは好きって態度を取りすぎですよ。

「……神じんさんお願いがあるんですけど、いいです……か？」

　ここでキスさせてくださいとかでなければいいでしょう。

　桜さくら子こ嬢は、ロビーのイスに置いていた鞄かばんを開け、

　ん？

　おもむろに取り出されたそれは――包丁だった。

　鞘さやから抜き放ち、包丁を手にこちらに歩み寄ってくる。

　まさかお願いとは、心中しましょう的なバイオレンス系？

　息を呑のむ僕と美唄なごみちゃん。

　桜子嬢は包丁を持ったまま、微笑ほほえんだ。

「……ケーキを切り分けてもらえますか？　六等分でよろしくお願いいたします」

　なんだ、ケーキを切り分けるための包丁か。

「あいあい、任されよ」

　桜子嬢は柄をこちらに向けて、包丁を差し出す。

　突如美唄ちゃんが叫さけぶ。

「握っちゃダメッ！　卵ラン兄にい殺人犯にされちゃうよ」

　……本当に、包丁を差し出されるシチュエーションってあるんですね。

　僕は包丁を手にするまえに、一応確認してみた。

「……桜子嬢は、誰だれかを殺したいなんて思ったことは？」

「ふぇ？　……神さん、なにを言っているんですか？」

「ええ、その通り、僕はなにを言ってるんでしょうか」

　このあと。

　変なことを気にするのはやめて、ケーキを六等分して、三人で美お味いしく食べたとさ、めでたしめでたし。



　永なが遠とおウォーターワールドのいつも通りの過ごし方なら、僕は美唄ちゃんが泳げるように手伝って、あとは水恐怖症を克服するための特訓を自分のペースで行うだけだ。

　だが今日は、桜子嬢もいる。

　はてさて、どうなることやら。

　着替えを終えて、美唄ちゃん＆桜子嬢と合流する。

　桜子嬢は今日も純白のビキニ。

　まず胸に一度目がいってしまうのはご容赦願いたい。

　大きな音がしたとき、無意識に音のした方向を見てしまうのと同じ、これはもはや反射である。

「……美唄さんは泳げないんですよね。そんな美唄さんにとっておきを用意したんです」

　桜さくら子こ嬢はそう言うと、顔の横で両手をパンパンッと叩たたいた。

　すると近くのウォータースライダーから、競泳水着姿の四人の女性が次々と降りてきて、スタスタとこっちにやってくる。

　四人は桜子嬢の後ろに横一列で並ぶ。

　全員二十代と思しき彼女達は、みな引き締まった身体からだで肩幅が広い。見事な水泳選手体形だ。

「……この方々は？」

「美唄なごみさんのために召集したコーチ陣です。彼女達の手にかかれば、未来のオリンピック選手だって育成できるはずです」

　それなら日本水泳界の発展のために、どっかの前途有望な子をコーチングしてあげてほしい。

「……四人もコーチがいるのは、いったいなにゆえ？」

「それは各泳法のコーチを呼んだからです。……クロールに平泳ぎ……背泳ぎや自由形」

「ん、自由形……？」

「はい。自由形のコーチは、全すべての泳法を教えるスペシャリストなんです」

「……なら、そのコーチ一人いればいいんじゃ？」

「駄目なんです。ちゃんと各泳法の専門のコーチに習ったほうがいいんです。……カレーやラーメンやお寿司がメニューにあるレストランより、専門店のほうが美お味いしいじゃないですか」

「……それなら、自由形のコーチいらないんじゃ」

「わぁ神じんさん頭イイ！　それもそうですね」

　こうして、自由形のコーチはこの場で解雇された。

「さあさあ美唄さん。……思う存分……特訓してください……ね」

　美唄ちゃんは僕のうしろに隠れた。

「……ヤダ。うちは卵ラン兄にいに手伝ってもらうからいいんだもん」

「…………神さんが……水泳のコーチ？　手取り足取りですか？　プールで溺おぼれた際はマウストゥマウスしてくださるんですか!?」

　桜子嬢よ、あなたはオヤジか？　いいえ、中二男子か？

「……卵兄にコーチなんてしてもらわないし……だって卵兄…………水恐怖症だもん」

「神さんどういうことですか？　昨日もそんなようなことをおっしゃってましたけど……ハイセンスなギャグではなかったんですか？」

　そんなつまらないギャグをいう男だと思われてたとは……不本意です。

　僕は、水恐怖症について桜子嬢に説明した。

「…………そうだったんですか。完かん璧ぺき超人だと思われた神さんにも……そのような弱点が。……ということは神じんさんは、ただの超人だったんですね」

　……超人ですらないです。普通の人間です。

　桜さくら子こ嬢は、三人のコーチに振り返った。

「神さんの水恐怖症を治してあげて！　……次は無理でも、次の次のオリンピックには間に合いますよね？」

　いやいやいや、そんな泳ぎのスペシャリストになっちゃうの僕？

　三人のコーチは力なく首を振った。

「……どうしたの？　神さんを永なが遠とおのエリマキトカゲと呼ばれる選手には、できないんですか？」

　そんな二つ名はいらない。あとそれ間違いなく水面走ってますよね？

　コーチ陣の表情はどん曇り。心底申し訳なさそうに頷うなずく。

「……そうですか。……では、水恐怖症を治してあげてください」

「………………」

「……まさか、水恐怖症を治せないというのですか？」

　コーチ陣は首を縦に振る。

　この瞬間、三人のコーチは解雇された。

　桜子嬢は誰だれに対しても分け隔てなく優しいお嬢さんだ。それは間違いない。だが、さすが企業の社長令嬢、人事にはシビアだった。

　人事の手腕を振るった桜子嬢は、僕に微笑ほほえみかける。

「……神さん安心してください。…………ワタシが水恐怖症を治してみせます！」

「はぁ、治してもらえるとありがたいんですが」

「ワタシは神さんのお役に立てる女性になりたいんです。神さんのためになれるのがワタシの最上の喜びなんです。……ワタシ頑張りますね」

　美唄なごみちゃんが呆あきれたように、溜ため息いきをついた。

「卵ラン兄にいって幕府になにをしたわけ？　……前世で命の恩人とか？」

　いつぞや占い師に占ってもらったら、僕の前世はプランクトンだった。空腹の海水魚の命しか救うことはできないと思う。

　出し抜けに桜子嬢が、僕の目の前でヒラリヒラリと手を振り始める。

「水が怖い気持ちなんて飛んでけー……怖いの怖いの飛んでけー。………………どうですか？」

　なにがですか？

「水恐怖症治った感じ……しますか？」

　いやいやいや。

「残念ながら、そういうフワッとした治療でなんとかなる問題ではないんです」

「卵ラン兄にいの水恐怖症はそうそう治んないよ。

　……だって、タイタニックで、船が沈没して海に投げ出されたディカプリオを観たときなんて、卵兄軽くパニックになってたもん」

「タイタニックは全く恐ろしい映画ですよ。さすが全米が泣いた一大ウォーターパニックホラーです」

「それ泣いたの意味違う！　感動して泣く映画だし。怖くて泣いたの卵兄だけだからっ」

「…………美唄なごみさんは、神じんさんとタイタニックを観るほどの仲だったんですね。

　……見くびっていました。美唄さんって、神さんに懐いている野の良ら猫ねこ程度の存在かと思っていたんですけど……。

　泥棒猫に成り上がるポテンシャルを秘めているわけですか。……なるほど、萌ほう芽がを摘つむのも恋の駆け引きですよね」

「……幕府はなに一人でボソボソ？　なんかうち寒さむ気けがしてきたんですケド」

「それは薄着だからです。美唄さん、肩がまるだしになってますよ」

「薄着って、水着だよ。ここプールだよ。……寒気がしたのは……ううんなんでもない」

「永なが遠とおウォーターワールドのショップにはですね……なんとスピード社のレーザーレーサーがあるんですよ。美唄さんにプレゼントします」

「全身水着なんか着るか！　泳げないのにそんなプロ仕様の格好してたら、ただのおっちょこちょいじゃん」

「……神さんはどうですか？　レーザーレーサーはメンズもありますよ」

「水恐怖症の人間が着るのは、スピード社の営業妨害でしょう」

「お可哀想かわいそうに。……神さん、ワタシが必ず水恐怖症を治してあげますね。水の中で眠ることだってできるくらい、水に慣れさせてみせます」

　水の中で眠っていたら、それはおそらく永遠の眠りでしょう。ただの土左衛門です。

「ねえ幕府……卵兄がさー、水に慣れるなんて厳しいって……豚は木に登れないでしょ」

「いいえ、豚だって木に登れます。神さんは水の中に入りまくれちゃうんです」

「もぉー、幕府って夢見がちなんだから」

「あら、美唄さんは小学生だからわからないんです。……奇跡は、あるんですよ」

「コラちょいちょい小学生見下すな！　そう簡単に起こんないから奇跡なワケじゃん！」

「その奇跡が神さんの身に起きるんです。神さんはきっと木を登れるようになります！」

「ムリ！　絶対ムリ！　卵兄の恐怖症は筋金入りなの。木を登れるワケないじゃん」

「………………あのぅ、二人とも……僕は木に登れますよ。……僕は水恐怖症です」

「え？　じゃあどなたが木に登れないんですか？」

　それはおそらく豚のヤツでしょう。

　美唄ちゃんが僕の右手を取った。

「卵ラン兄にい行こっ。ストレッチ……一緒にするでしょ」

　桜さくら子こ嬢が僕の左手を取った。

「美唄なごみさん抜け駆けは駄目です。この泥棒猫！」

「そんなセリフ今や昼ドラでもゆわないし！　いっつもストレッチは卵兄としてんの。……抜け駆けとか意味分かんないから」

　桜子嬢は空いたほうの手で、パチンと指を鳴らした。

　直後、ウォータースライダーから白髪の老婆が滑り降りてきて、ダッシュでこっちにやってくる。

　老婆の全力疾走ってなかなか見られないよなー。

　ところで何者？

「ストレッチパートナーのエキスパートです。老師にかかれば、３６５度開脚できる身体からだだって夢じゃないです」

　夢であってくれ。開脚の域超えてるよ、それいろんな骨折れてるよ。

　僕の手を引く美唄ちゃんの力が強くなる。

「卵兄がいればいいんだもん。……うちはそれでストレッチできるからっ」

　僕の手を引く桜子嬢の力も強くなる。

「今日の神じんさんはワタシと一緒に過ごす人なんです。今日は神さんの水恐怖症をワタシの愛の力で治してみせる日なんです。今決めました」

「幕府は卵兄のコト大して知らないじゃん。だったらうちのほうが卵兄の水恐怖症治せる気ぃするしー」

「あら、一介の小学生である美唄さんに……神さんを救えるんですか？」

「ナニさ、幕府だって一介の高校生……じゃなかった……すごいお嬢様高校生だった。……と、とにかく、うちなら卵兄の水恐怖症なんて治せんの！」

「いいえ、最後は愛の力が勝つんです。神さんの水恐怖症を治すのはワタシです」

「うちだもん！」

「ワタシです！」

　二人は僕の手を引っ張る。地味に痛い。ストレッチの達人の老婆は「もう少し捻ひねるように引っ張ったほうが効果上がるよう」と、アドバイスしてくる。いやいや、僕達ストレッチしてるわけじゃないから。

　双方一歩も引かない言い合い。

　引っ張られ続ける僕の両腕。

　そんなこんなのすったもんだの末。

　今日は、美唄ちゃんと桜子嬢のどちらが、僕の水恐怖症を治すことができるのかという勝負に発展した。



　先攻は桜さくら子こ嬢。

　彼女が考える水恐怖症克服プログラムを僕が試すわけだ。

　桜子嬢の指示により、25ｍプールに移動した。

　プールの中には、僕と桜子嬢だけが入り、美唄なごみちゃんはプールサイドからこちらを眺めている。

　ビッグスケールのウォーターアミューズメント施設に来ておきながら、日本水泳連盟公認の味あじ気けない25ｍプールに好んで入る人はそうそういない。

　貸し切り。

　桜子嬢は嬉うれしそうだ。

「神じんさんと二人っきり……水入らずですね」

「はい。水はいらないです」

「神さんと一緒にいると、幸せな気持ちになります。神さんさえいてくれれば、ワタシはたとえ火の中水の中どこにでも行けます」

「その二択なら火の中に行きましょうか。……水の中は、ほぼ地獄です」

「……………なんかワタシの言葉の意味が、神さんにうまく伝わっていない気がします」

　僕もうまく受け止められてない気がします。

　桜子嬢は、なにかを仕切り直すように「コホン」と空から咳せきを一つ。

「今日、神さんが水恐怖症だと初めて聞いて、寝耳に水でしたが」

「寝耳に水!?　それなんという拷問ですか！」

「…………ワタシが思っている以上に水恐怖症は深刻なんですね。……ワタシは神さんを知りたくて、いろんな面を見てきました。……でも、神さんにとって大きな問題である恐怖症はわかってなかった。…………まさに木を見て森を見ずでした」

「森を水!?」

「………………あまりに不ふ憫びんです」

　桜子嬢の瞳ひとみの端に滴が光る。

　プールサイドの美唄ちゃんから鋭い声。

「卵ラン兄にいっ！　幕府を泣かしてんのぉ？」

「馬ば鹿か言っちゃいけない。……桜子嬢そろそろ克服プログラムの方を」

「…………はい、始めましょう。そのまえにお話ししたいことがあります」

「なんでしょう」

「なにかに挑戦するとき、ご褒美があると……より頑張れると思うんです」

「あぁ、そうですね」

「水族館のイルカショーのイルカだって、芸を披露するたびに小魚が貰もらえるわけです。水恐怖症克服に向けて神じんさんがより頑張れるよう……ワタシもご褒美を用意致します」

「おぉ、ご褒美に小魚をくれるんですか。……シラスとか？　ごはんのお供ですねー」

「いいえ、神さんのご褒美は、小魚ではありません」

　では、なにを……？

「……お辛いでしょうけれど25ｍプールの中になるべく長く居てください。むりやりにでも水に慣れることが大事なはずです」

　それはごもっとも。

　僕も普段は、このプールの中に五分間クラゲのように漂うという挑戦を日課にしてる。その甲か斐いあって、ほんの少しずつだが水に慣れてきているんじゃないかと、最近思ったり思わなかったり。

「ここに居ればいいんですね。やりましょう。…………せっついてしまって恐縮なんですが……ご褒美というのは？」

「このプールに一秒いてくださるごとに、百円お支払いいたします」

「え？」

「一分間居てくださったら、六千円お支払いいたします」

　これが財力なのか！　さすがはお嬢様だ。ご褒美のレベルがキー局のテレビ番組の賞金なみだ。調子が良ければ、このプールに五分くらいなら錯乱状態に陥ることなく居られるはず。

　五分間は……

　三万円だ。

　月のお小遣いが毎日缶ジュースを一本買ったらすってんてんになる僕にとって、目のくらむような大金。

　人生を狂わしかねない、夢のビッグマネーだ。

「神さん頑張ってください。三十時間居れば夢の一千万越え……一千八十万円です」

　夢のビッグマネーの次元が違いすぎた。

　プールサイドで、美唄なごみちゃんが「超ブルガリア！」と叫さけぶ。……もしかしてブルジョワと言いたかったのだろうか？　ヨーグルトのおいしい国名を突如叫んだ理由はそれしか思いつかない。

「ちょ、ば、幕府。卵ラン兄にいが三十時間プールに居たら、まぢでくれるワケ？」

「はい。ワタシの貯金を総動員させれば捻ねん出しゆつできますから」

「それって生き死には問わない……？」

「神さんがプールに三十時間居ればオッケーですよ」

「卵兄死ぬ気で頑張れ！」

「僕に死ねって言ってるよね!?」

「だってだって一千万円だよっ！」

「命あっての物種としか言えん！」

　美唄なごみちゃんは落胆したような表情でプールサイドに佇たたずむ。今度、命についてしっかり語り合ったほうがよさそうだ。

「桜さくら子こ嬢よ。そのご褒美付き克服プログラムはやめましょう」

「どうして……ですか？」

「桜子嬢から法外な金銭を受け取るわけにはいきません。お金のやりとりは百二十円が限度額。ジュース代を超えてはならんのです」

「…………駄目ですか。神じんさんにだったら、ワタシのお金なんていくらでも差し上げますのに」

　桜子嬢よ、男に金を貢いでしまう女の末路は寂しいものと相場が決まっています。どうかお金の使い道と男選びは慎重に。

　僕は一いつ旦たん、プールサイドに上がった。

　なにげにプールの中に五分近く居たからだ。

　深呼吸を繰り返す。

　フゥー。

　ハァー。

　フゥー。

　ハァー。

　陸地とは素晴らしいものです。

　プールの中に戻ると、桜子嬢もその場で深く息を吸ったり吐いたりしていて……その深呼吸の最後に、なにかを決断したかのように「フゥ」と早く短い息を吐いた。

「……神さん、実はとっておきの克服プログラムがあるんです」

「なんと、詳しく聞かせてもらえます？」

「基本的には先ほどのプログラム同様　プールの中になるべく長く居てください。でも今回は……神さん自身、自分が水恐怖症であることも忘れて、水の中に居続けられるかもしれません。水って素晴らしいと思うようになる可能性だって秘めています」

「そんな魔法のような方法が？　……いったいどんな？」

「………………神さん、もっとワタシの近くに来てもらえま……せんか……」

　なにやらよくわからないが、僕は言われた通り、プールの中を歩いて桜子嬢のすぐそばに移動した。

「では聞かせてください、水恐怖症克服の魔法を」

　桜子嬢は頬ほおを赤く染め、伝言ゲームでもするかのように僕の耳に顔を近づけた。

「……ここのショップには、いろんな水着が売っています」

　全身水着のレーザーレーサーも取り扱っている品しな揃ぞろえですよね。

「実は……紙でできた水着がありまして……その水着の特徴は…………溶けるんです。プールの中にいれば、刻一刻とゆっくり溶けていきます」

　なんでそんな水着が売ってるんだって疑問四割。あとの六割はなぜ桜さくら子こ嬢がそんな水着の話をし始めたかってこと。

　桜子嬢の囁ささやき声に恥じらいがたっぷり含まれて――耳に当たる彼女の息が熱い。

「ワタシが紙の水着を着て、このプールに入ります。……そばにいて、ワタシの姿をずっと見ててください。……最後まで一緒に居てください……」

　あなたは恥じらいながらなんてことを言ってるんですか！

　なんちゅう破は廉れん恥ちなシチュエーション。あやうく僕の鼻の下が表情筋断裂するまで伸びるところだ。

　僕は桜子嬢の顔を真っ正面から見つめる。

「さ、最後までというのは……なんの最後でしょうか？」

　桜子嬢は、頬ほおをプゥーと膨らました。

「……神じんさんのいけず。……紙の水着が天寿を全うした状態を最後というんですよ」

　紙の水着が、水と共に去りぬ。

　紙の水着のたった一度の晴れ舞台、その短い生涯を最後まで見届ける。そのあとの桜子嬢のお姿は……。

「いけません！　んなことをしたら水着が溶けたあとの桜子嬢の姿を、僕だけじゃなく通りすがりの誰だれかも見てしまうかもしれない！」

　この言い方だと僕が見る分には問題ないと言ってる気がするが……それはさておき。

「仕方ないです。……神さんの水恐怖症を治せるなら……背に腹は代えられません」

「背も腹も公衆の面前に晒さらしてはいけません！　……桜子嬢……その……克服……方法……は…………………却下です」

「すごく苦しそうに言っていますが、大丈夫ですか？」

「人生には、泣く泣く諦あきらめなきゃいけないことがあります。例えば、子供のときからのプロ野球選手の夢だったり」

「神さんは、プロ野球選手になりたかったんですか？」

「いいえ、どちらかといえば野球より卓球のほうが好きです」

「では、神さんはなにを泣く泣く諦めたんですか？」

「……桜子嬢のいけず」

　桜子嬢はキョトンとした顔で、僕を見つめている。

　ときに男の鼻の下を霊長類の限界まで伸ばさせ、男に苦渋の決断を無自覚で強いる桜子嬢に、一言申したくなっていた。

「桜さくら子こ嬢よ。どうか気付いてください」

「ふぇ？　なにをでしょうか？」

「思春期をこじらせている男子にとって、あなたは核兵器を保有してるほど危険な存在なんです」

「核？　マッチ棒一つ持ち歩いてないですよ。……ワタシ危険ですか？」

「ええ、そうですとも。桜子嬢が、ひとたびその水着の下に隠された肌を晒さらせば、多くの男子はある種の脳内物質を異常分泌させて、独自の幸福論を唱え出すか、なんでもないようなことが幸せだったと思えない身体からだにされてしまうんです」

「異常分泌？　なんでもないようなことが幸せ？　……なんの話をしているんですか？」

「虎舞――ではなく、桜子嬢はむやみに肌を晒してはいけないという話です。……乙おと女めの柔肌はですね、一介の男子を人生の落らく伍ご者しやにも人生の成功者にも変えてしまうほどのエネルギー量があるんです」

「はぁ……ではどんなときに……肌を晒してもいいんでしょうか？」

「それは、大事な場面で大事な人に、ですよ」

「……それでしたら今は大丈夫ですね……肌を晒してしまっても」

「どういうことです？」

「……大事な場面で大事な人に、肌を見せるのはいいんです……よね？」

「いやー、僕の水恐怖症が治るか否かの大事な場面ではありますが……大事な人というのは」

「神じんさんはワタシにとって大事な人です。…………愛いとしい人です」

「そ、そうでしたね。桜子嬢は僕を好いてくれる奇特な方でした。…………ということは僕は桜子嬢の肌を見てもいいんですか！　独自の幸福論を唱えだしてもいいんですか！」

「ふふっ……神さんのお馬ば鹿かさん。……じゃあ、紙の水着買ってきますね」

「やっほい！」

「やっほいじゃなーい！」

　プールサイドにいた美唄なごみちゃんがジャンプ一いつ閃せん。

　――ぐはっ！

　ドロップキックをプールの中にいた僕の胸の上にクリティカルヒットさせた。

「卵ラン兄にいのバカ！　エロぽんたん！」

　ドロップキックの衝撃で水の中にドボンと全身浸つかった。

　…………あれ、上ってどっち？

「最初はさー……伝言ゲームみたいに耳打ちしてるから聞こえなかったケド……途中から聞こえてきて……幕府は肌を晒すとかゆってるし！　卵兄は肌を見てもいいんですかとかゆっちゃってるし！　……まぢヒイたから」

「美唄なごみさん聞いてください。ワタシと神じんさんは大事な話をしていたんです」

「大事な話？　なにさー」

「核兵器の保有についてです」

「嘘うそこけ！　そっからどうやって肌を晒さらすって話になんの？」

「核兵器の正体は、乙おと女めの柔肌だったんです」

「……意味わかんな過ぎる。もう卵ラン兄にいが説明してよ……って卵兄どこ？」

　水の中から見る世界は光の点がいくつも見えて綺き麗れいだ。

　あれは、天井のスポットライトだろうか……いいや、きっと天国からお迎えに来た天使の輝きだろう。

「げ！　卵兄が潜ってるし、うちらのお尻しりとか見ようとしてる？」

「神さんってば大胆です。せめて心の準備と身体からだの手入れをさせてください」

「てゆーか卵兄って……潜水なんてできたっけ？」

「もしや神さんはワタシの愛の力で水恐怖症が治ったのではありませんか」

「まぢ？」

「はい、だって見て下さい。とても安らかな表情をしています。……きっと水恐怖症を克服できたのが嬉うれしくて、思う存分潜水を楽しんでいらっしゃるのでしょう」

「えー、すごいじゃん……幕府ありがとっ！　卵兄に代わってお礼ゆうよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「美唄なごみさん、そんなお礼なんて、ワタシは当然のことをしたまでです」

「卵ラン兄にいが水を怖がんなくなる日が来るなんて……愛の力かぁ……ホントにあるのかも」

「愛の力は偉大なんです。……どんな奇跡だって起こせるんですよ……」

「卵兄すごっ。うちだってこんなに長く潜ってらんないかも。しかも全然苦しそうな顔してないし」

「神じんさんはやればできるお方なんです。潜水の世界記録を塗り替えるおつもりかも？」

「あはっ、それはやりすぎじゃん？　……ねえ卵兄そろそろ出てきてよ。記録更新狙ねらってても、うちらカウントしてないし」

「……」

「……」

「…………」

「…………」

「………………ねえ、これってもしかしてさー……溺おぼれてない？」

「え、でも溺れている人って、もがいたり苦しそうにしたりしませんか？」

「ってコトはこれって……死？」

「神さん！」

「卵兄っ！」

「死なないでください！　ワタシを一人ぼっちにしないで！」

「幕府足持って！　卵兄をプールサイドにっ！」

「……神さん、息していません」

「心臓マッサージしなきゃ。あと、マウストゥマウスだっけ？」

「マウスにトゥするマウス!?」

「幕府ナニその反応？」

「じ、人工呼吸は誰だれがするんですか？」

「幕府はしたコトあんの？」

「ないですないです！　キ、キスなんて滅相もない。あ、でも愛犬とならしちゃいますけど。それは口の中に息を吹き込むといった激しいモノでは、け、決してなくてですね」

「それなんの話してんの？」

「美唄さん、マウストゥマウスの権利を譲って下さい。是非これを」

「うわっ！　水着の中から万札出てきた!?」

「ワタシの愛の力で、神さんを蘇そ生せいさせて見せます」

「その愛の力で、卵兄が溺れたんじゃなかったっけ？」

「直接の原因は美唄さんのドロップキックですよ」

「あぁ、そっか」

「美唄なごみさんのせいで神じんさんが溺おぼれたわけなので、ワタシがマウストゥマウスします」

「ねえねえー心臓マッサージってさー、力があったり体重がある人のほうがよくない？　幕府お願い」

「今ワタシのことを重いっていいました？」

「だって、うちより重いじゃん」

「ちっ、このやせっぽちの小学生め」

「幕府って実は裏表激しいでしょ。卵ラン兄にいにゆってやろー」

「美唄さんお許しを。どうかこれで」

「水着の中からどんだけ万札出すの!?　受け取れないから！　……卵兄を溺れさせた責任があるし、うちに人工呼吸させて」

「では美唄さん、交代制にしましょう。三十秒ずつ交代です」

「別にいいケド。……じゃあ、やるね…………」

「待って！　まだ心の準備も整ってないのに神さんの唇に唇を近づけないでください」

「なんで幕府の心の準備いんの？」

「美唄さんやっぱりワタシ諦あきらめられません！　ワタシがやります」

「押さないでよ！　幕府強引すぎ！」

「二人でしましょう。二人分の空気を同時に神さんに送り込むんです」

「はぁ？　二人同時？　どーやんの？」

「美唄さんは鼻から息を送り込んでください。ワタシは口に」

「鼻なんかムリ！　うちも口にすんの」

　――ゴホッゴホッ。

　何度か咳せき込こみ、僕は目覚めた。

　そして。

　眼前の光景に愕がく然ぜんとした。

　頬ほおを紅潮させた美唄ちゃんと、

　頬を紅潮させた桜さくら子こ嬢が、

　目を瞑つぶりながら、

　プルンとした唇を僕の顔に近づけてくるではないか！

　これはいったい何事!?

　僕は咄とつ嗟さにあとずさろうとしたが……僕は仰向けになっている姿勢だった。

　なので……。

　――んちゅ。

　美唄ちゃんの唇が僕の唇のすぐ横らへんの右頬に触れた。

　桜子嬢の唇が僕の唇のすぐ横らへんの左頬に触れた。

　なぜ二人はプールサイドでこんな大胆極まりない行動に出たのか？

　唖あ然ぜんとする僕をよそに、二人は更なる奇っ怪な行動に取って出る。

　フゥフゥ。

　僕の頬ほおに、息を吹きかけてくるのだ。

　儀式？

　このままでいいわけがない。

　僕は二人を押しのけて、起き上がった。

「よっこらせ」

　二人の瞳ひとみは開かれ、僕の顔を驚きの表情で見つめた。僕があまりに年寄り臭い掛け声で起き上がったからだろうか。

「卵ラン兄にいが生き返った！」

「これぞワタシの愛の力！」

　はて愛の力とはなんぞ。僕は頬に空気を送り込まれただけだが。

　ところで、僕は確かプールの中にいたはずだが……なぜプールサイドで横になってるんだろうか？

「卵兄が復活したわけだし。次はうちの番だね」

「……美唄なごみちゃんの番とはなんだい？」

「なにボケてんの？　うちが考える水恐怖症克服プログラム」

　水恐怖症克服プログラム……。

　不意に水の中で見た天使の輝きを思い出す。

　あぁ、そうか。

　僕は溺おぼれていたんだ。

「ねえ幕府、ここって洗濯機ある？　人が入れるくらいのやつ」

「はい、ございますよ」

　僕はすぐそばのプールの水面を見た。

　胸がざわつく。

　水恐怖症を克服しようと頑張ったのに……水に対する恐怖が確実に増している。

「さぁ卵兄、洗濯機に移動しよっ。ショック療法試すから」

　それは最悪ショック死しそうですね。

　巨大な洗濯機の中に放ほうり込こまれるなんて、考えただけで意識が遠のきそうになるが、なんとか堪こらえた。

　もし気を失ってしまえば、僕の頬に二人の少女の唇が襲い掛かってくる可能性がある。

　いや、別にそれが不快なわけでは断じてない。

　でも衆人環視のプールサイドで、少女二人にそんなことをされては恥ずかしすぎる。

　目覚めた瞬間、僕の両サイドの頬ほお肉にくに二人の少女が直接吐息をぶつけている状況なんて……。

　それはそれで、ショック死するかもしれないじゃないか。



    

  
    
      
　第三話　森もり美唄なごみ＆小こ田た部べ桜さくら子こ＆野の々の宮みや麻あさ美みの回





「卵ラン兄にい、ちゃんと見ててよっ。水は友達なんだから」

「神じんさん、しっかりご覧下さいね。水も滴したたるいい女が降りてきますよ」

　いつもの夜。永なが遠とおウォーターワールド。競泳水着姿の美唄ちゃんと純白のビキニ姿の桜子嬢は、そう言い残し、ウォータースライダーへの階段を上っていく。

　僕はウォータースライダーの着水地点辺りのプールに浮かべたビニールボートに座っている。

　僕はなぜプールに浸つかってないのか？

　その答えは単純明快。

　水恐怖症の症状が悪化したからだ。

　先日、プールの中で意識を失ったのがよくなかった。あれ以降、ほんの一時でもプールに浸かることすらままならなくなった。

　美唄ちゃんと桜子嬢は、「水って安全だよ」「水って怖くないよ」「水で遊ぶと楽しいんだよ」ということを僕に教えるため、ウォータースライダーに向かった。

　はたして。

　美唄なごみちゃんと桜さくら子こ嬢がウォータースライダーのてっぺんから笑顔で滑走してくる姿を見て、僕の水恐怖症が軽減されるのか……、

　はなはだ以て疑問である。

　が、しかし。

　僕の水恐怖症を治すために頑張ってる女の子の善意を無視するなどできない。よって僕は、プールに浮かぶビニールボートの上に身を置く。心霊スポットとして名高い廃病院を一人で探索するより落ち着かない心地だ。まさに肝試し。試された肝は見事に冷え切っている。

　……おっ。

　ウォータースライダーを誰だれかが滑り降りてくる気配。

　さて美唄ちゃんと桜子嬢はどちらが先に降りてくるんだろうか？

　――バシャン！

　盛大な水しぶき。

　ビニールボートが揺れる。

　僕は必死にしがみつく。

　水の中に落ちることは、あの世に落ちるのと同義だ。

「気持ちいぃ～」

　――え!?

　ウォータースライダーから勢いよく滑り降りてきたのは、美唄ちゃんでも桜子嬢でもなかった。

　永なが遠とお高校で保健体育の授業の教きよう鞭べんを執とる野の々の宮みや麻あさ美み先生その人だ。

　しかし、僕がびっくら仰天した理由は、野々宮先生が予期せぬ登場をしたからだけではなかった。

　プールの水面に浮かぶプカプカと豊かな胸。

　それは水着の胸ではない。

「あれれ？　キミは……神じん卵らん太た郎ろうくん？　わぁ、偶然だね。オッスー」

　生の乳である！

　むきだしでまるだしのたわわな実り。野々宮先生の乳房を見てると、カルデラ湖という言葉が想起された。無理もない。僕は今おそらく世界一魅力的な陥没を目の当たりにしている。

「この前は、飼育部の紹介記事書いてくれてどーもね。いい感じだったよぉ」

　胸をタプンタプンと揺らしながら、野々宮先生は笑顔でこちらに歩み寄ってくる。

　先生にとって、ここはヌーディストプールなんだろうか。いや、水着のパンツは履いている。ならばトップレスプールというわけか。なるほどなるほど……いやいやトップレスはまずいでしょう！

「神じんくんどったの？　目がすっごく泳いでるけどー」

　そうなんです。僕は泳げないけど、目だけなら泳げるんです。……んなことどうでもいい。

「の、野の々の宮みや先生よ」

「なぁに？」

「…………あの、ち、乳は、その状態で問題なかろうもん……なんですか？」

　動揺からか、変な博多弁もどきが入った。

「父？　……麻あさ美みの父の状態？　……健康そのものだけど」

「ええそれはもう。それだけ綺き麗れいな形と色をしていたらさぞかし健康でしょう」

「……綺麗な形？　麻美の父はガリガリだけど」

「なにをおっシャルルドゴール空港！」

「じ、神くんどぉしたの？」

　野々宮先生は僕の座るビニールボートに寄りかかる。

　なんと!?



    

  
    
      



    

  
    
      　乳がボートの上に乗っかってる。乳とは乗せることも可能だったんですね。お見それしやした！

「そ、それのどこがガリガリ？　たぷんたぷんのボインボインですよ！」

「んー、神じんくんって麻あさ美みの父を見たことあるのぉ？」

「はい、見たことあります」

　というより現在進行形で見てます。

「えぇードコでドコで？　父はめったに表にでないからぁ」

「そりゃそうでしょう。めったにというか基本表に出してはいけません」

「えっ、麻美の父は外に出ちゃダメなのー？」

「ダメですとも。衆人環視の中……乳を出してはいけない。出していいのはヌーディストビーチだけです」

「麻美の父はヌーディストビーチ以外外出禁止!?　…………えぇー、神くんは麻美の父の話をしてるん……だよね？」

「はい、野の々の宮みや先生の乳の話をしてます」

　若い女教師のまるだしの乳を眺めながら、乳の話をする。未いまだかつて僕の人生にこれほど刺激的な場面があっただろうか。少年時代の夏休みに、スズメバチの群れに襲われたとき以上に刺激的だ。

　野々宮先生は胸をグイッと突きだして、座ったままの僕を上目遣いに見つめてるから……さきっちょが、僕の膝ひざ小こ僧ぞうに触れそうになっている！

　このままではいけない。今の僕はまだ、水の中にも官能の世界にもダイブしてはいけない。

「ひ、ひとまず乳を隠して下さい。このままではこれからの僕の学校生活に甚大な影響が出ます！　いえ、すでに手遅れでしょう！」

「隠すぅ？　……麻美の父が……どぉして神くんの学校生活に影響を……？」

「僕は野々宮先生の今後の保健体育の授業をどういう顔で聞けばいいのかわかりません。おそらく授業内容に集中できる日はもうこないでしょう」

「えぇ～？　なんでそんなコトになっちゃってるのぉ」

　保健体育の授業は家庭学習で補いたいと思います。

「麻美の父はね……家族想おもいで、お酒も飲まない、ギャンブルもしない、人付き合いはヘタで無口だけど優しい人なんだよ」

　……なぜ急に野々宮先生のお父上の話がおっ始ぱじまったんだろう？

「去年定年退職してね、念願だった田舎暮らしをしているの。……そんなふうに……隠居してる父を……もっと隠さないといけないのぉ？　世の中から隠すのぉ？」

「…………先生、びっくりするくらい話に置いてけぼりです」

　――バッシャン！

　盛大な水しぶき。

　誰だれかがウォータースライダーを勢いよく滑り降りてきたようだ。

「ぷはぁーっ。楽しいっ！」

　美唄なごみちゃんだった。

「卵ラン兄にいどお？　水なんて怖くないし。水は友達なんだから――はぁ!?」

　美唄ちゃんの視線が、僕と、野の々の宮みや先生のおっぱいの間を忙しなく行き来する。

　小学生の美唄ちゃんは、高校教師の野々宮先生を当然知らない。ただのトップレスの女性にしか見えないだろう。

「これどーゆうコト！」

　どういうことなのか、僕が知りたい。いきなり眼前に胸部を晒さらした女教師が現れて、困惑しっぱなしだったところだ。

「美唄ちゃんまず落ち着いてくれ。暴れるとボートが揺れるんだ」

「落ち着いてなんかいれるか！　おっぱい出した美女とナニしてんのっ？」

「えっ……おっぱい出した美女？」

　野々宮先生は俯うつむいて、自分の胸元を見た。

　そのままの姿勢でピタッと静止。

　沈黙の五秒が経過したあと、自分のもろ出しの乳をペタペタと触る先生。

　顔を上げた先生と目が合い、乳を触っていた右手が振り上げられる。なぜ？

　――バチンッ！

　僕の頬ほおにビンタ一いつ閃せん。

　野々宮先生が叫さけぶ。

「ひどいっ！」

　いやいやいや僕はなにもしてません！

　痛烈なビンタのせいでバランスを崩し、僕はビニールボートの上からプールに落ちた。

「ぶはぁ、うあっ、あぁ、はぁ、うぅ」

　水の中？

　水の中!?

　水の中!!

「うわうわー、卵兄って変態だったワケー？　まぢで水着の上取ったの？」

「神じんくぅーん、水着の上返してくださぁい！」

「と、と、と、と、取って、な、ない。ぼ、僕、し、し、しら、ない」

「げ！　卵兄ドモりまくってるし、焦りまくってるし、犯人に間違いない感じじゃん」

　違う。水の中に落ちたから焦ってんだ。美唄ちゃんならそのことわかるだろ。

　僕は必死にビニールボートの上に戻って、震えながら荒い息を整える。

　美唄なごみちゃんが胡う散さん臭くさそうな目で僕を見る。

「……なんでさー。こんな美女が卵ラン兄にいのコト『神じんくん』って呼んでんの？　……どーゆう関係？」

　野の々の宮みや先生は手ブラで胸を隠している。

　谷間がセクシー過ぎて、息はまた乱れる。

「あ、ああ。この方は保健体育の先生なんだよ」

「……そーゆう設定ってコト？」

「設定ってどんな解釈？　いやいや、永なが遠とお高校の保健体育の先生だから」

「えー嘘うそでしょ。だってさー、ガッコの先生なのにプールでおっぱいまる出しとかおかしくない？」

　そもそも公共のプールでおっぱいまる出しにしてもおかしくない職種の人なんていない。

　野々宮先生を見ると……さきほど存分に見たにもかかわらず、手ブラの胸に視線が行ってしまう男の悲しい性さが。

　先生は上目遣いで、じいいいいぃと僕を見てる。

「……水着返してくれたら、代わりに下着のブラあげるよ……どうかなぁ？」

「どうかなじゃない！　僕は持ってないんですよ」

　よく見て下さい。僕はどこにも持ってないし、どこにも隠す場所だってないことを。

「神くん、パンツの中を見せてー。……そこに隠してるのはお見通しだぞぉ」

「お見通しだぞじゃない！　隠してないし取ってない」

「それなら見せてー。麻あさ美みのビキニがないなら問題なく見せられる……よね？」

「ビキニなくても見せられないですよ」

「えぇーどぉして？　やましいものがなければ見せられるでしょ」

「……やましいものがあるから見せられないんですよ」

「んー？　それなぁに？」

　アンタ保健体育の先生だろ。僕のパンツの中になにがあるかわかるだろ！

「野々宮先生よ、僕は水着泥棒の濡ぬれ衣ぎぬを着せられてもパンツの中は見せられない。それとハッキリしておきますが、先生はウォータースライダーから滑り降りてきたときにはすでに、トップレス状態でした」

「……ってことは……あっ、わかった！　ははーん、麻美が滑ってる最中に神くんはなんらかの方法で水着の上を取ったってコトね。どお？」

「どおってナニが!?　そんなイリュージョンできるか！」

「…………チョットチョット、卵兄ぃ。……結局さー、このお姉さんって何者なの？」

「高校の保健体育の先生だって言ったよね」

「嘘うそだよ。男子高生の憧あこがれの的になっちゃう美人な保健体育の先生がさー、いるわけないじゃん。保健体育の先生って、普通さ……人生いろいろ開き直っちゃってるパーマ頭の気のいいおばちゃんじゃん」

　その強固な保健体育の先生イメージはどこで培っちゃったんだ。

　野の々の宮みや先生自身が自分の素性を明かしてくれないかと思っていたら。

「……神じんくぅん、こちらの小学生くらいの可愛かわいいお嬢さんはどなたぁ？　……あっ、わかった！　営利目的じゃないほうの誘拐？」

　それなに目的の誘拐ですか？

　いえ、なんとなくわかっちゃったんでもういいです。

　美唄なごみちゃん自身が自分の素性を明かしてくれるだろうと思っていたら。

「卵ラン兄にい、ほんの出来心だったんでしょ？」

　僕がもののはずみでナニかした疑いかけられた？

「偶然このお姉さんの弱味を握っちゃってさー。……プールでチョット破は廉れん恥ちなコトをしてやろうって、魔が差しちゃったんだよね？　……悪ノリが過ぎちゃったんだよね、下ゲ衆ス兄にぃ」

「下衆兄ぃって僕!?　美唄ちゃんよ、その慈愛に満ちた瞳ひとみで僕を見ないでくれ。なんか泣けてくる」

　水も怖い。

　わけのわからない誤解も怖い。

　わけのわからない誤解をする女性も怖い。

　世の中は怖いものがいっぱいだ。

「二人とも頼むから、相手の素性を邪推するまえにまず自分の素性を明かしてくれ！」

　――ザバァン！

　そのとき、ウォータースライダーから誰だれかが滑り降りてきた。

「ふぅー。神さん、どうぞ水も滴したたるいい女をご覧下さいませ」

　桜さくら子こ嬢だった。

　柔らかな笑顔を浮かべる桜子嬢の視線が、手ブラ状態の野々宮先生に向けられ、その笑顔が消えた。

　桜子嬢なら当然永なが遠とお高校の保健体育の野々宮先生を知っているはずだ。

　よし、これでまず美唄ちゃんに対して野々宮先生の素性がハッキリすると安あん堵どしていたら……。

「この女性はどなたですか？　……神さん、ま、まさか弱味を握って破廉恥な行いを？」

　なんで先生知らないんだ！　それと僕には女性の弱味を握るイメージがあるのか？　最悪だなそれ！

「桜さくら子こちゃんひどいですぅ。野の々の宮みや麻あさ美みです」

「……野々宮麻美さん？　……あぁ、社長のパパにちょいちょい色目を使う不倫願望と野心の強い社長秘書の方ですよね」

　その社長秘書の話、詳しく聞きたいなー。

「違うよぉ！　保健体育の先生の野々宮麻美です」

「あ、わかりました。保健体育の授業で、顔を真っ赤にしながら赤ちゃんのできる仕組みを教えることでお馴な染じみの野々宮麻美通称野々美先生ですね」

　なんだその授業、詳しく聞きたい。

「桜子嬢よ、いったいいつそんな授業が？」

「つい先日です。多分神じんさんのクラスは……次の授業あたりだと思いますよ」

　次の保健体育の授業がある日は、なにがあっても学校に行こう。例え祖父が危篤という状況になっても、僕は学業を優先しよう。春しゆん画が収集家のあの祖父なら、僕の気持ちを尊重してくれるはずだ。

　僕は美唄なごみちゃんに言う。

「野々宮先生は本当に保健体育の先生だっただろ。……男子の憧あこがれの的みたいな女教師がまれにいるから、青春ってやつは希望を捨てちゃいかんのだよ」

「……それはさー、わかったケド。……じゃあ、なんでおっぱい出してんの？」

　それは僕にも理由はわからない。いや、でもおそらく……。

「野々宮先生はウォータースライダーで滑り降りてくる前は、間違いなく水着の上をつけていたんですよね？」

「はぁい。神くんが性衝動にかられるまで、麻美はビキニをつけてたよー」

　濡ぬれ衣ぎぬを重ね着されすぎて風邪引きそう。

「先生よ、生徒を信じてくれよう」

「…………じゃあ、麻美の水着はどこに行っちゃったの？」

「多分ですけど……ウォータースライダーで勢いよく滑り降りてきたときに、取れちゃったんじゃないかと思うんですが」

　この場にいる全員が納得の頷うなずき。

「では麻美の水着の上はどこにあるんですか？」

「このプールのどっかにあると思うんですけど。きっとすぐ見つけられますよ」

「神くぅん名推理だぁ。ヘーイ」

　野々宮先生は、嬉うれしいことがあると結構な割合でハイタッチをしたがる人である。ハイタッチ行為自体には問題がない。ただ、このタイミングで両手を上にかかげることに問題がある。

　当然、おっぱいがまる見えになるのだ。

　まる見えのおっぱいが眼前に出現すれば、僕の目は、ターゲットに照準を合わせるスナイパーのごとく、ロックオンしてしまう仕様になっている。

　おっぱいを凝視する僕に気付き、美唄なごみちゃんと桜さくら子こ嬢は悲鳴を上げる。

「卵ラン兄にいのエッチ！」

「神じんさんの助平！」

　二人の利き手が水の中から出される。

　野の々の宮みや先生のおっぱいを隠そうとしてではない。

　美唄ちゃんのひとさし指が僕の右目に。

　桜子嬢のひとさし指が僕の左目に。

　おっぱいを見る僕の目を潰そうと、音速で伸びてくる。

　僕は咄とつ嗟さに頭を後ろに捩ねじる。

　二人の指はそれぞれ僕の鼻の穴に容赦なく突き刺さり、その痛さに悶もん絶ぜつする僕はビニールボートの上でバランスを崩した。

　プールにドボン。

「うあ、ゔぁあ、がっ、ぁあ。うゔぅ、ぶふっ」

　水恐怖症をこじらせている真まっ只ただ中なかの僕は、再びパニックに陥った。

　必死にビニールボートに、はい上がった。

「……の、野々宮先生、もう絶対にお乳をもろ出しにしないでください。……身の危険があります」

「……それって、神くんが麻あさ美みのことを襲っちゃうってことぉ？」

「僕の身に危険が訪れるんですよ！」

「あっ！　身の危険といえば、誘拐された可愛かわいいお嬢さんは大丈夫なのー？」

　面倒臭い！　野々宮先生は美唄ちゃんのことをまだ誘拐された少女だと思ってたのか。教え子を誘拐犯だと疑うなんて、アンタそれでも教育者か！

「桜子嬢よ、先生に教えてあげてくれ。美唄ちゃんと僕がどういう関係なのか」

「はい、いわゆる一つの忍耐関係を持つ二人です」

「肉体関係!?　神くんなんでぇ！　こんな少女に赤ちゃんができることを？」

「先生落ち着いてくれ！　それと胸を隠してくれ！　肉体関係じゃない！　忍耐関係って言った！　というか忍耐関係ってなんだ!?」

「はい。神さんと美唄さんはお隣さん同士で、毎晩夕食を二人っきりで食べています。……なんて羨うらやましいんでしょう。お二人の関係はワタシからしてみればまさに忍耐の一言です」

　……ダメだ。わけがわからん。

　僕は野々宮先生に、森もり美唄ちゃんのことを紹介した。

　案外すんなり伝わった。

「……そっか。神じんくんは、美唄なごみちゃんのお母さんがいないとき、一緒に夕食を食べてるんだぁ。……麻あさ美みはてっきり」

「てっきり……なんです？」

「ううん、別にぃ。……ところで神くぅん、熟女と幼女どっちが好き？」

「アンタなにを確認しようとしてんだ」

　このままプールで駄弁っててもいいが、野の々の宮みや先生がいつまでも手ブラなのはまずいだろう。

　僕は美唄ちゃんと桜さくら子こ嬢に言った。

「先生の水着を探してきてくれないかな」

　二人の表情が途端に険しくなる。

「ナニソレ？　おっぱいを手で隠してる麻美先生と二人っきりにさせろってワケ？」

「ひどいです！　……ワタシ達が邪魔なんですね。……そんなにおっぱいが好きなんですか？　このおっぱい星人！」

　なんて厄介な二人なんだ。

「いや、どっちか一人でもいいよ。先生のこの状態を早くなんとかしたいだけなんだ」

「……卵ラン兄にい、どっちがこの場に邪魔なのか……ハッキリしてよっ」

　いや別に邪魔ってわけでは全然ないんだが。

「ゆっとくけど……うちだけを水着探しに行かせたら……明日以降の卵兄の夕食、世界のゲテモノ料理にしてやるから」

「ワタシは神さんの側そばにいつもいたいです。……でも、もしワタシだけを除のけ者にする場合、神さんの学校生活に不可解な凶事が起こってしまう……かも」

「お前らなんちゅう脅しをするんだ！　怖いじゃないかよう」

　桜子嬢は「ふふっ」と小さく笑った。

「……神さん、女は怖い生き物なんですよ」

　面倒臭い！　僕はただ水着を探してきてほしいと頼んだだけなのに。

「みんな探さなくていいよ。麻美はね、たまにこの永なが遠とおウォーターワールドで一人遊びまくったりするのが最高のストレス解消なんだけど……。今日はきっと水着の上なしでプールを楽しめっていう神様のお告げみたいなさ。麻美は運命には逆らわないよぉ」

「逆らってくれ！」

　というか、水着の上なしでプールを楽しめってお告げをしてくる神様なんて……エロスの神の仕業ですか？

　桜子嬢が先生に言う。

「野々美先生をいつまでもそのような格好でここに居させるわけにはいきません。……スタッフオンリーのボイラー室がすぐそこにあります。一時避難しましょうか」

「じゃあさー、水着の上は、卵ラン兄にいとうちが一緒に探す感じだね」

「美唄なごみさん抜け駆けはいけません！」

「抜け駆けって？　別にうちは卵兄と二人っきりになってもなんもないし」

「……うちは妬ねたみ嫉そねみでおかしくなって、ボイラー室の主電源を壊してしまうかもしれません……よ」

「幕府ってバイオレンス……りょーかい、うちもボイラー室行くよ」

「はい、行きましょう」

「ほいじゃあ卵兄、麻あさ美み先生の水着見つかったらボイラー室来てねっ」

「神じんくんよろしくねぇ」

「神さん、野々美先生の水着を見つけても匂においを嗅かいじゃいけませんよ。……塩素の匂いしかしませんから」

　三人はそう言って、

「え、あ、ちょ、ちょっと」

　ビニールボートの上の僕を置いて、サッサとプールサイドのボイラー室に向かっていった。

　みんな忘れてるよ。僕、水恐怖症だよ。プールの中のどこかにある水着探しには、もっとも適任じゃない男だよ、僕は。



　探索の任を解いてもらうべく、ボイラー室に向かおうと思ったが……プールの端に漂っている水着を見つけた。

　ビニールボートを手で漕こいでプールサイドに辿たどり着き、そこから歩いてプールの端に移動。片足を伸ばし、なんとか水着を確保した。メロン二玉でも運べそうなカップの大きさに見とれつつも、ボイラー室に向かう。

　真夏の午後一みたいに明るい館内とは違い、ボイラー室は冬の夜明けみたいな冷たく頼りない明るさだった。薄暗くはないが、蛍光灯の明かりは、あちらこちらに濃い影をつくっている。

　ボイラー室を進んでいくとすぐに声が聞こえてきた。

　……あれ？

　桜さくら子こ嬢のなにやら必死な声がする。

「貴方達なんでここにやってきたんですか？　ここは関係者以外立ち入り禁止です」

「だってよ、カワイイ子達がこんなトコに入ってくの見たら追っかけたくなるじゃん。ってかさ、そっちも関係者じゃなくね？」

「めんどくせーコトいっからオレらと遊ぼうぜ。プール楽しいからよ、なんならここで遊ぶのもアリだけどな」

「ヒャハハ、ここで遊ぶとかナニやんだよ？」

　聞く者を不快にさせる、笑いを含んだ男の声。徳が高くなさそうな人物が三人いるようだ。

「あ、あなた達、そこをどきなちゃい」

「ヘヘッ、手ブラ女が噛かんでるし。なんかスゲー、エロくてカワイくね？」

「ってか、お姉さんなんで手ブラ？　痴ち女じよなんすかー？」

「……お前らキモいんだよ！　失せろバカ！」

「おうおう、このちっこいの気が強くていいじゃん。なぁオレがもらっていいだろ？」

「貴方達早く立ち去ってください。さもなくば永なが遠とおウォーターワールド警備員十傑を呼びますよ」

「ハー？　この子不思議ちゃん？　つーか、俺おれは年上もガキも興味ねえから、このお嬢様っぽいのでいいや。よく見たら超キレーな顔してんじゃん」

　冷蔵庫のように大きな機器類に隠れ、僕は様子を窺うかがっていた。

　今一番大事なことは、あんな男共に好き勝手させないことだ。

　僕が彼らと戦って、ヒーローばりに全員倒してしまえれば、それは最高だ。でも負けてしまったとき、僕がボコボコにされる分にはいいが（若干嫌だが）、彼女達の身に少しでも危険が及ぶのは問題外だ。よりにもよって、ここは誰だれもこなさそうなボイラー室。嫌な想像ばかり過よぎる。

「――近寄ってくんな！」

　美唄なごみちゃんのその声を聞いたとき、僕の行動は決まった。

　戦ったら勝てない可能性が高すぎる。

　でも勝つ必要はない。

　三人の下ゲ衆スを追い払えればいい。

　僕は手に持っていた水着の上を、自ら装着した。

　頭に過よぎる無敵という言葉。

　無敵とは強いことではない、読んで字の如ごとく敵が無い状態だ。三人の下衆を僕の敵で無くすればいい。

　僕はボイラー室の陰から飛び出した。

「あらぁー、私好みのいかつい男達じゃないのー。いい身体からだしてるわぁ」

　突然おネエ言葉のやつが現れて、この場の全員が唖あ然ぜんとする。このおネエはもちろん僕である。

　三人の男達はよく日に焼け、くすんだ茶髪に髭ひげを生やしている。お友達になれなさそうなタイプだ。

　僕は鉄の精神でおネエを続ける。

「素敵な胸板だわー。うふふっ」

　僕は両手で近くにいた二人の胸をそれぞれ撫なでた。

　男の胸を撫でる、それはとても気色の悪い行為だ。でも、おそらく男に胸を撫でられるほうが気色悪いはずだ。案あんの定じよう、

「な、なんだこの天パー、キメェー」

「テ、テメェ頭イカレてんのかよ？」

　下ゲ衆スは大いに気味悪がっている。思惑通りだ。このまま気味悪がって、ここから立ち去ってくれればいい。

　僕はおネエ戦法を続ける。

「あら、たくましいお尻しりだわ」

　下衆三人のケツを早業で撫でる。男のケツを撫でる、心が折れそうだ。女の子を、クールに格好良く守るヒーローが本気で羨うらやましく思う。

「やめろや、このホモ天パー！」

　下衆の一人が両手で僕の首を掴つかんで押してくる。

　力が強い。おもわずあとずさる僕。

　……あれ？　この戦法なら気味悪がって退散してくれると思ったんだが、とんだ見込み違い！

　首を掴まれ、押されてる最中。僕は相手の両手首を掴んだ。思い出すことがあった。体験入部で訪れた柔道部。このスパルタな体育会系は、巴ともえ投なげこそ柔道の美学だと宣のたまい、僕は体験入部したその日、巴投げだけを延々教え込まれた。

　僕はあとずさりながら後方に尻から倒れていく。

　片足の膝ひざをお腹につけるように畳み、尻が床に着く間際――足の裏で相手の腹を上に蹴けり上げ、掴んでた両手首も離す。

　下衆は後方に高く飛んでって、床にたたきつけられた。

　僕は立ち上がる。

　巴投げを食くらった下衆は裸の背中を床にしこたま打ち付けたようで、苦しそうに呻うめいてる。

「オメーなにしてんだコラァ！」

「テメエただじゃおかねえー」

　下衆の二人が吠ほえる。

「あらヤダ、ごめんなさい。もう乱暴はやめましょ。そういうプレイは好きじゃないわ」

「キメえんだよ！　柔道技かけてみろや！」

　下衆の一人が僕に歩み寄りながら、後方に右みぎ拳こぶしを引き、大振りのパンチのモーション。僕はこのとき、体験入部で訪れたボクシング部での鬼気迫る練習を思いだした。全部員のスパーリングの相手をさせられ、インターハイで準優勝した主将からはアッパーカットの猛特訓を受けた。

　確か、アッパーカットって……。

　僕は大振りのテレフォンパンチをなんなくかわす。ボクシング部の部員達のカミソリのようなジャブやレーザービームのようなストレートに比べれば、びっくりするほど遅かった。

　僕は上体を少し下げ、左腰を軸にして右腰と右肩を左にひねり、相手の脇わき腹ばらにミートの瞬間にギュッと強く握った拳こぶしをたたき込んだ。

「ぐゔぅ」

　間違った。これはボディへの右フックだ。

　左のアッパーカットは、パワーのロスがないように脇をしめて、腰を落とし左肩をグッと下げたら、腰を回転させながら膝ひざと上体を一気に上に伸ばす。渾こん身しんの拳で相手の顎あごを突き上げる。

　ボディブローで苦しんでた下ゲ衆スはアッパーカットをもろに食くらい、床にぶっ倒れた。力ない声を漏らし、起き上がる気配はない。

　最後に一人残った下衆が吠ほえる。

「お、テメーいったいどんなオカマだよ。調子のんなや！」

　僕はオカマではない。

「怒っちゃイヤ。私、喧けん嘩かとか怖ーい」

　おネエ言葉をどこでやめればいいのかタイミングを完全に失ってるだけだ。結局戦うはめになるなら、おネエ言葉なんて全くいらなかった。

「テメェ、謝んなら今のうちだかんな」

　下衆はボイラー室に隅に落ちていた鉄パイプを手にする。

「ごめんなさーい。私が一緒に遊んであげるから、許して……ね」

「ふざけんな！」

　謝ったのに許してくれる気配ゼロ。

　下衆は鉄パイプを振りかぶる。僕はこのとき、時代劇研究部に体験入部したときのことを思いだしていた。部長が時代劇の華は殺陣にありという人で、部員は真剣白刃取りを会得しなくてはいけない部訓があった。僕は額ひたいに大きなたんこぶを作りながら、部長が振り下ろすプラスチックの模造刀を受け止めようと特訓した。最後には五割の確率で成功できるようになった。

　今、僕に振り下ろされようとしている鉄パイプは、あのときのプラスチックの模造刀とは比較にならない。脳天に食らえば、たんこぶでは済まないだろう。でも僕は受け止められるだろう。だって、時代劇研究部の部長は剣道部の主将と兼任してて、模造刀を音速で振る使い手だったから。

「あ!?」

　振り下ろした鉄パイプを真剣白刃取りされた下ゲ衆スは、なにが起こったのかわからないといった表情だ。

　僕は鉄パイプをそのまま払い落とした。このときの僕は、演劇部に体験入部したときのことを思いだしていた。アクションの多いお芝居を好む演劇部で、ザコに対するヒーローっぽいセリフというのをさんざん練習させられた。

「まだやる？　僕って手加減がヘタだから、簡単にはキミを倒せないんだ。複雑に倒しちゃうかもしれない。複雑に負けるって痛いよ」

　下衆は完全に戦意を失った顔をして、床に倒れたままの二人に肩を貸す。

　立ち去るときに、こちらを振り返る。

「テメェ、覚えてやがれ！」

　演劇部のときと全く同じザコの捨て台詞を吐くとは。

　僕はアドリブで返した。

「うん、ずっと覚えているよ。僕の大切な人達に危害を加えようとしたらすぐにたたきつぶせるように。……ずっと覚えているよ」

　下衆の日焼けした顔が青ざめる。

「あ、いや。忘れてください」

　三人の下衆は去っていった。

「神じんくぅん、あなたってまさか」

「神さん、そんな、びっくりです」

「………………卵ラン兄にいぃ」

　三人の女性が僕を見つめる。

　僕が意外にも強かったことを驚いてるんだろう。それについては僕も驚いてる。

　僕って……強かったのかな？

　いや、でも。

　僕は体験入部に行ったとき、相撲部でも空手部でもムエタイ部でも、その部の部長には一度も勝てなかった。まぐれで部員相手なら勝てることもあったが、対部長戦は全戦全敗なのだ。おそらく、さっきの下衆三人が単に弱かっただけだろう。

「……さっきは麻あさ美みのおっぱい見たって騒いでゴメン。神くんは麻美のおっぱいなんてこれっぽっちも興味なかったんだねー」

　どういうこと？　興味あるかないかと聞かれたら、津々ですと答えるんだが。

「……神さん、そうだったんですか。道理でワタシになにもしてこないわけです。なにをされてもいいように、いつも心の準備だけはしていました」

　なんの心の準備だい？

「……あのさあのさ、神じんくんいつからぁ？」

　僕が戦える術すべを身に付けたのは……高校でいろんな部に体験入部するようになってからだから、割と最近。そう答えようと思ったら、

「……神くんいつから……オカマに目覚めたのぉ？」

「ええ!?　僕は生粋のオスまっしぐらですよ。……どこがオカマだと？」

　桜さくら子こ嬢と野の々の宮みや先生の冷たい視線が僕の顔のすぐ下に向けられる。

　……あ。

　僕の胸には半分に切ったメロンのような山が二つ。ビキニブラが堂々と前方に突きだしていた。

「あ、これにはその、深い理由がありまして。……オカマ仕上げの僕が突然現れたら、さっきの男共が気味悪がって退散してくれると思ったんですよ」

　渾こん身しんの作戦の概要を聞いても、ポカーンとした顔の野々宮先生が「どゆコトぉ？」と呟つぶやき、桜子嬢が当然の疑問を口にする。

「……でも、さきほどの野蛮な人達は……神さんを気味悪がって退散しませんでしたね」

「思惑が外れることは人生には往々にしてありまして」



    

  
    
      



    

  
    
      「それにしても神じんさんはお強いですね。さすがワタシが愛した男です。格闘術の心得がおありとは。……でもあれほどお強いのなら、オカマのふりなどする必要はなかったんじゃないですか？」

　それは僕も思った。

　倒せる相手だとわかっていたら、なにも好きこのんでおネエ言葉で登場しない。恥ずかしいことは身体からだに伴う痛みよりときに辛い。

　なぜか、桜さくら子こ嬢の瞳ひとみの端には涙が浮かんでいる。

「わかってます、神さん。……ワタシはわかってますから」

　コクコクと頷うなずく桜子嬢。いったいなにがわかったんだろう？

「神さんの心は乙おと女めなのですね。野々美先生の水着の上を手にしたとき、思わず着けずにはいられなかったんですよね。……そうでなくては、神さんが水着の上を着けて、やってきた理由がありません」

「いや、だから、それはですね、僕がオカマでやってきたら男共が退散するかと思って」

「そんな奇き天て烈れつな方法で戦うヒーローなんて聞いたことがありません」

「桜子嬢、僕はヒーローではない。いろんな部活に顔を出す、しがない新聞部員です」

「なに言ってるんですか！　神さんはワタシのヒーローです」

　桜子嬢が抱きついてくる。桜子嬢の体温、柔らかな肌、ほのかな匂においを感じて、クラッときた。

「神さんが男の方を好きでもかまいません。辛いですけど、好きな人の好きなものを否定したりしません。……でも、女の子も好きになってください。女の子とハグしたりキスすると嬉うれしい気持ちになる人になってほしい」

　桜子嬢は僕をギュッと抱きしめる。

　目の前で水着姿の教え子が抱擁してるのに、野の々の宮みや先生は「ヒューヒュー」とはやし立てる。絶対生活指導の先生とかなれない人だ。

「……神さん、せめて男の方と女の子の両方を愛せる人になってください。バイセクシャルになってください」

　なんちゅうお願いをされてるんだろう。

　僕は桜子嬢の身体を離し、ボイラー室で叫さけんだ。

「誤解です！　僕は女の子が好きです。女の子だけが好きなんです。……一人で過ごす休み時間は基本女の子のことで頭がいっぱいです」

「神くんも年とし頃ごろの男の子ねー」と、野々宮先生は艶つやっぽい笑みを浮かべた。

　桜子嬢はまだ納得がいってないようだ。

「女の子が好きなら、証明してください」

「証明？　いったいどうすれば？」

「……今ここでワタシに…………キスしてください」

　桜さくら子こ嬢は目を瞑つぶり、顎あごを少し上げる。

「ちょ、ちょい待ち！　なんだこの展開？」

「……キスがダメなら…………ディープキスでもいいです……よ」

「意味がわからん！　ディープキスならオッケーって状況がわからない」

「女の子が好きで好きで溜たまらないと思ってる男の子なら……より濃厚なことをしたがるはずです……よね？」

「なるほど」

　って納得してる場合じゃない。僕は桜子嬢の暴走を止めてもらおうと二人に「なんとかしてくれ」と救いを求めた。

　美唄なごみちゃんはこちらの会話に加わる気は全くないのか、ボイラー室の隅っこに一人ポツンと立って俯うつむいている。目すら合わない。元気のない姿が気になった。

　野の々の宮みや先生は「生徒同士の不純異性交遊は黙認するよぉ。学生時代のロマンスは人生の宝だから」と、微笑ほほえんでいる。理解のある先生で涙が出る。「麻あさ美みは学生時代に恋をできなかったのぉ。しかも今もまだ」と涙を流している。厄介な先生だ。

「……桜子嬢……ごめん。できないよ」

　桜子嬢は目を開ける。

「……ワタシとキスできないん……ですか？」

　恋人じゃない女性とはできない。例え恋人でも人に見られてる状況ではできない。今できる理由がない。

　僕は首を縦に振った。

「…………無理……ですか。……神じんさん、もし水着の上を着けたくなったら言ってください。神さんが着けるビキニブラは……いつだってワタシのであってほしいです！」

　なにと張り合っているんだ？　ってなことを言って、桜子嬢はボイラー室を走り去っていった。

「恋で傷ついた女子高生の心を癒やすのは女教師の役目よね。神くんチョッチ失礼っ」

　野々宮先生は僕が身に着ける水着の上のホックを外し、背中を向け素早く自分の身に着けた。

「失恋したあとは、やけ酒だよねっ。桜子ちゃん朝までつきあうよぉー」

　桜子嬢はバリバリ未成年ですよ。野々宮先生はボイラー室を出て行った。

　そして、美唄ちゃんと二人っきりになった。

　美唄ちゃんは、ボイラー室の隅で自分の身体からだを抱きしめるようにして、俯いていた。

　いつも一緒に夕食を食べていたお隣さんが、オカマだったという事実に怯おびえているんだろうか。そういえば、美唄ちゃんは僕がやってきてから、ほとんど喋しやべっていない。

「……美唄なごみちゃん？」

「…………卵ラン兄にいぃ」

　美唄ちゃんは、まるで致命的な怪我を負った猫のような、その奥に怯おびえを含む弱々しい瞳ひとみで、僕を見上げた。

「…………怖かったよ……キモかったよ」

「怖がらせてごめんよ……でも信じてくれ、僕は女の子が大好きなんだ。将来どんな女の子と相思相愛になれるか……それを夢想することが僕の生いき甲が斐いといっても過言ではない」

　小学生の女の子と二人っきりのボイラー室で、女の子が大好きだと叫さけぶ。ここに防犯カメラがあったら通報されるレベルだ。

「……知ってるよ。卵兄は、普通の男の子だもん」

「おぉ、わかってくれたんだね」

「…………だってさー、自分の部屋のベッドの下に……あんなの隠してるし……キモ」

　ああ、知っていたんですか。……どうしよう。穴があればダイブして、そのまま穴底に激突死したいくらい恥ずかしい。

　羞しゆう恥ち心しんに身み悶もだえする僕を気にも留めず、美唄ちゃんは力が抜けたような笑顔を見せる。

「……卵兄、ありがとね」

　なぜお礼を言われたんだろうか。僕の所有するアダルト本の趣味がハイセンスだったから……なわきゃない。

「……うち怖かった。あんな奴らに絡まれて……怖かった。……卵兄がさ、なぜかオカマだったけど……やってきてくれて安心した。卵兄ならきっとなんとかしてくれるって思えた。そして本当になんとかしてくれた。…………卵兄のくせに強くてウケる。らしくなくてウケる。……カッコよくてウケる」

　下ゲ衆ス三人と対たい峙じしていたときの美唄ちゃんの姿を思い出す。

　美唄ちゃんは強気な態度だった。

　でも実際は怖い思いをしていたんだ。

　そうだよな、まだ小学生の女の子なんだ。怖くないはずがない。

「美唄ちゃんに僕の男らしさが伝わってなにより。あとは、桜さくら子こ嬢にも伝えられたらいいんだけど……。桜子嬢は完全に僕をビキニブラを着ける趣味がある人だと思ってる」

　美唄ちゃんは、淡いピンク色のくちびるをちろりと舌先で湿らせて、おそるおそるといった様子で言った。

「…………うちがさ。卵兄は女の子が好きだっていう証明の手伝い……しよっか？」

「え、それってどういう？」

　なにやら果てしなく想像力を働かせる余地のあるセリフを言われた気が……。

「知ーらない」

　美唄なごみちゃんは僕の横を抜けて、ボイラー室の出入り口に向かう。

　僕は追いかけた。一人でボイラー室にいる用はない。

　明るい館内に戻ると、野の々の宮みや先生が手を振ってこちらにやってくる。反射的に胸を見てしまう。水着越しでも揺れる大きな胸は刺激的です。

「神じんくんは、麻あさ美みが水泳部の顧問をしてるのって知ってる人？」

　はい、知ってる人です。

「水泳部には女の子が三人いるの。三人とも可愛かわいい子なんだけどぉ……男嫌いだったり……男に関心なかったりで。男の子にもうちょっとだけ慣れてほしいっていうか、男の子に対する価値観を変えてあげたいの。……だって不純異性交遊の気配ゼロの青春じゃ味あじ気けないでしょ。麻美も高校生の頃ころは男子が苦手で、だから大人になっても……」

「あの、なぜ、今その話を僕に？」

「水泳部に男の子が一人いれば、あの子達も男の子に慣れるでしょ。……でもいきなり男性ホルモンむんむんの男子が水着でやってくるのは刺激強すぎだから。乙おと女めの心を持つ神くんが適任だと思ったの！」

「え、あの」

「明日から水泳部に来てねー。体験入部でいいからぁ。来てくんないと麻美のビキニブラを着けてたコト授業で言っちゃうぞ」

　なんてこったい。

　こうして。

　水恐怖症で、最近少し女性恐怖症気味でもある僕が女子しかいない水泳部に行くことになった。恐ろしや恐ろしや。



    

  
    
      
　第四話　榛はる名な日に唯い＆野の々の宮みや麻あさ美みの回





　放課後。

　永なが遠とお高校水泳部の部室兼更衣室。

　僕は一人、持参した水着とにらめっこしていた。

　着替えなくてはいけない。

　……でも着たくない。

　あれは昨日のことだ。水泳部顧問の野々宮先生に、今日の放課後水泳部に来るように頼まれた。

　水泳部に行かなければ、野々宮先生のビキニブラを僕が着けたことが校内に知られてしまう。野々宮先生は生徒・教師問わず人気者だ。ビキニブラ着用の噂うわさが広まれば、校内で僕への風当たりは強いものになるだろう。野々宮先生を陰ながら懸け想そうする男性教諭が僕の内申点を不当に下げてくる可能性すらある。それに僕は新聞部だ。生徒達が取材に協力的な姿勢でいてくれないときつい。

　野々宮先生は僕のことをオカマだと思っているから、僕を水泳部に体験入部させようとしている……。なら、オカマじゃないとわかってもらえば、体験入部の件を考え直してくれるのではないか？

　なので昼休み中、僕は野々宮先生に「美しい女体は生きる意味を教えてくれる。すなわち重要無形文化財である」という独自の持論を披露し、オカマ疑惑を払ふつ拭しよくすることができた（ちなみに桜さくら子こ嬢の僕に対するオカマ疑惑は昨夜のうちに晴らしてある。桜子嬢のスタイルの良さをただひたすら褒めたのである。あれは非常に恥ずかしい一幕であった）。

　誤解は解けたのに、体験入部の辞退は聞き入れられなかった。野々宮先生は「神じんくんだったら水泳部の子達と、なんか合いそうかもぉ」と、全くの無根拠で適当に言い放つ。

　僕は泣く泣く水泳部に赴く決意を固め、今は部室にいるというわけだ。

　しかし。

　部室に入る前、プールの方には行ってなかった。

　今日一日お世話になる水泳部の方々にまず挨あい拶さつするのが礼儀だと思ったが、なにせこちとら重度の水恐怖症。心の準備もなしに、プールという名の巨大な水の塊かたまりなど見れるわけない。僕の水恐怖症はそこまで悪化していた。

　水着を着用し……、

　精神統一を図ったのち……、

　あの巨大な水の塊かたまりと対たい峙じしよう。

　そう思いつつも、水着への着替えに尻しり込ごみしているパンツ一丁の僕なわけである。

「ええい情けない！　水がなんぞ！」

　気合い一発。

　トランクスを降ろす。

　そんなタイミングで、

　――ガチャ。

　部室兼更衣室の扉が開かれた。

「………………」

「………………」

　そこに立っていたのは、我が校の制服に身を包む少女。

　水泳部の子のはずだ。

　少女は目を奪われる美少女であった。

　文化祭で演劇をやるとなれば、演目を確認するまえに彼女をヒロインに推してしまうであろう。ジュリエットもかぐや姫も適役。どことなくお淑やかで古風な雰囲気を感じさせるが、顔立ちには輝くような華やかさがあった。

　僕が少女の顔の造形美に目を奪われているとき、

　少女もまた僕に目を奪われていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ただ、それは僕の顔ではない。

　僕の顔より下……、

　胸より下……、

　お腹より下……。

　僕のアレを凝視してる!?

　少女の瞳ひとみには、研究者が未知の病原体を顕微鏡で観察するかの如ごとく、真剣さを帯びていて、僕は彼女の視線を一身に浴びるアレを隠してはいけないという思いに囚われた。

　……いやいやいや、隠さなきゃいけんだろう。

　年とし頃ごろの可か憐れんなお嬢さんに、アレを見せつけたままでいいなどという道理はない。これではただの露出魔だ。ただの懲役刑だ。

　僕がただちにアレを手で隠そうとした、まさにそのとき。

　アレを注視していた少女は、急にフッと力が抜けたようにまぶたを閉じ、

　――え？

　少女の身体からだは膝ひざカックンにでも見舞われたかのように、グラッと傾き、頭から前方に倒れていく。

　僕は咄とつ嗟さに駆けだす。

　少女を両手で抱き留めた。

「……大丈夫かい？」

　返事はない。

　……気を失ったんだろうか？

　ひとまず、どこかに寝かせてあげないと！

　少女を正面から抱き留めた姿勢のまま、焦っていたら。

　視界の先に、野の々の宮みや先生の姿が見えた。

「――神じんくんダメ！　一時の性衝動のために人生を棒に振っちゃダメッ！」

　それどゆこと？

　と思ったが、すぐに先生の言葉の意味がわかった。

　僕は全裸で、意識のない少女を抱きかかえている。この姿だけ見たら変態ど真ん中だ。犯罪の臭いすらする。

「じ、神くん。榛はる名なさんを離してぇ、お願い！　……どうしても性欲を満たさないと気が済まないっていうんなら。……麻あさ美みが榛名さんの代わりになるからぁ！　……麻美じゃダメ？」

「女生徒の代わりに犠牲になるなんて、野々宮先生は教師の鏡です！　……いやいや前言撤回、酷ひど過ぎる教師！　僕を性犯罪者だと思ってる！」

「神じんくん気にしないでぇ。あなただけじゃないから。……思春期の男の子はね、誰だれもが……性に囚われた悲しき獣なのぉ！」

「先生、保健体育の教科書を再読してください。思春期の男子の認識があんまりですよ」

「……わかった。その要求はのむから、榛はる名な日に唯いさんを解放して」

　僕への接し方が、立てこもり犯に対する刑事っぽいんですが……。

　先生の言動には若干の不審感を覚えたが、いつまでも全裸で少女を抱き留めている場合ではないと気付いた。

　部室兼更衣室のプラスチック製のベンチに、榛名日唯さんの身体からだをそっと横たえた。

　よし、サッサと着替えてしまおう。

　僕がロッカー内の水着に手を伸ばしたところで……、

「確保ぉ～！」

　野の々の宮みや先生が僕に体当たりしてきた。気分は完全に、立てこもり犯を押さえつける特殊部隊になってる先生が決めゼリフのように言う。

「……最後に言い残したいことはある？」

　アンタ、僕を死刑にでもするつもりか？

「……ひとまず水着を着させてください」

　こうして。

　僕はやっと水着を着ることができました。

　めでたしめでたしとはいかない。

　このあと、プールに行かなくてはいけないのだ。



　日唯さんが気絶から目覚めたのを見届け、

　僕が性に囚われた悲しき獣ではないことを確認し、

　野々宮先生は掛け持ちしている飼育部に向かった。

　今は、プールサイドのゴザ（日唯さんの私物）の上に、競泳水着姿の日唯さんと僕は座っている。

　日唯さんとは以前にも水泳部にて、少しだけ会話したことがあったが、今日はなにぶん二人きりだ。

　僕達はお互い居合いの達人のように距離感を測りつつ、会話をする。

「……水泳部は日唯さんの他にも、部員の方っていらっしゃい……ましたよね？」

「はい。二人います」

「その方々は、今日は遅刻ですか？」

「いえ、……欠席です」

「風邪ですか？」

　隣に座っていた日に唯いさんが身体からだごとこちらを向く。

　その顔には、小さじ一杯の困惑が交じってて、そんな表情ですらどこか可か憐れんで、いやはや見とれてしまう。ところでなぜ困惑の表情？

「今日、水泳部に男の人が来ることは、朝の時点で知らされていました。

　……やえさんは、極度の男性嫌いのため、水泳部の練習をボイコットしました。

　……もい子こさんは、男性に対して極度の無関心なので、男の人がいてもなにも気にせずいつも通り来るはずだったのですが……。

　やえさんのボイコットに巻き込まれました」

　野の々の宮みや先生から聞いてはいたが、水泳部の女子達は相当重傷のようだ。

「……日唯さんは、えーっと」

「はい？」

「男子は平気なんですか？」

　日唯さんは、口角を理想的な角度に上げた。

　それは初めて見せてくれる笑顔だった。

「わたしは男の人という生き物に興味があるんです。男の人は、女であるわたしでは……想像もできない言動を取りますから」

「ということは、日唯さんは別に男子が怖いとかではないんですね」

「ええ。研究者がネズミを怖がったりしないのと同じです」

　……僕、モルモットですか？

　日唯さんにとって男とはなんですか？とずばり訊きくのは、なんか怖い。

　話題を変えよう。

「ところで日唯さんは、貧血気味なんですか？」

「なぜそうお思いに？」

「さきほど急に倒れられたので」

「…………初めて見たから……です」

「初めて？　……………あっ」

　日唯さんが倒れる前に初めて見たモノがなにかわかり……非常に忝かたじけない気持ちになった。

「失礼しました！　お見苦しいものを見せてしまいました」

「…………いえ」

　日唯さんは、首を小さく振って俯うつむいてしまう。

「………………」

「……」

　沈黙が気まずい。

　ゴザの端っこが妙にチクチクするのが気になる。

　なんでもいいから喋しやべろう。

　……うーん、話題が見つからない。

　日に唯いさんの方から「あのー」と話しかけてくれる。助かった。

「今日って」

「はいはい、なんでしょう」

「……火曜日ですか？」

「いえ、水曜日です。その字を見ただけで、妙に落ち着かない気持ちになる『水』曜日です」

「…………妙に落ち着かない？　卵らん太た郎ろうさんって……変わった人ですね」

「いえいえ、中庸です」

「………………」

「……」

「………………」

「……明日は木曜日ってわけですか」

「はい、ちなみに明後日あさつては金曜日ですよ」

「おぉ、なるほどなるほど」

　……って感心してる場合か。

　なんだこのやりとり。

　意味がなさ過ぎる。

「………………」

「……」

　ダメだ！　沈黙を恐れて、明明後日しあさつては土曜日ですねとか言いだしてしまいそうだ。そのトークに未来はない。

「……あの、卵太郎さん」

　日唯さんが沈黙を破ってくれた。

　テンションの高い返事をしようと、ヘイヘイなんざんしょ、と言おうとして……その言葉は喉のどの奥に引っ込んだ。

　僕を見る日唯さんの表情には、大きな謎なぞに直面した科学者みたいに五割の困惑と五割の好奇心があった。

「……わたしは今日……卵太郎さんの…………アレを見て……ふと疑問に思ったことがあります」

　僕のアレを見て疑問を抱くって……なんの話がおっ始ぱじまるんだ？

「卵太郎さんの……アレを見ても、わたしは嬉うれしい気持ちになれませんでした。……どうしてでしょう？」

　ええー、なんだこの質問。

　僕のアレは、僕が見たってさして愉快な気持ちにならない。

　女の子を嬉うれしい気持ちにさせられるようなロマンチックが、僕の下腹部についてるわけがない。

「ちょ、ちょっと待ってください！　……一いつ旦たん、話を整理させてください」

　整理するほど長い話ではなかった。

　でも冷静になりたい。

「……日に唯いさんは、……僕のアレを見たら、嬉しい気持ちになれると……思ってたんですか？」

　日唯さんの表情は、プールの水面のように穏やかで感情は読めない。

「……………………多少」

「え!?　あの、えー！　……なぜ嬉しい気持ちになれると思ったんですか？」

　……もしや日唯さんは、アダルト本の中にしか存在しないと思われていた性欲旺おう盛せいな十代の少女なのか？

　可か憐れんさとエロスを同時に共存させることのできた奇跡の乙おと女めなのか？

「………………」

　日唯さんはなにも言わず、部室兼更衣室のほうに行ってしまった。

　置き去り？　放置？

　……まさか。

　僕が日唯さんに対して、性欲旺盛な十代の少女なのかと勘ぐりを入れたことを悟られた？

　ということは……、

　日唯さんは今、傷心している。

　なんてこったい。

　日唯さん、あなたを可憐さとエロスを共存させた乙女などと、心の中で崇あがめた僕をお許しください。

　こうしてはおれん。謝りに行かねば。

　それと可能ならば、可憐さとエロスを共存させるのは素晴らしいことなんだと諭してみよう。

　部室兼更衣室に向かおうと、ゴザから立ち上がる。

　すると、日唯さんがプールサイドにスタスタと戻ってくる姿が見えた。

　手になにか持っている。

　あれは雑誌……青年マンガの週刊誌か？

　日唯さんは僕の前に立つと、おもむろに雑誌を開いて、こちらに向けた。

　水着グラビアのページ。

　砂浜に寝そべってるアイドルは、陽光の降り注ぐもとにいるのにきめ細かい肌は日焼け知らず。くびれたウエストとあどけない笑顔が印象的な子だった。

「……卵らん太た郎ろうさんは、これを見て嬉うれしい気持ちになりますよね？　なにかよからぬ情念にかられますよね？」

　なんの取り調べだろう。

「……いや、僕はスレンダーな人より……もっと肉感的な」

　自分の性癖を素直に披露してる場合じゃなかった。

「卵太郎さんが……というより……男の人は女の人の露出した肌を見るの好きですよね。女の人の艶あで姿すがたを見ると、生きる活力をもらえますよね」

　それはときと場合にもよる。にしても、艶姿とは古風な表現ですな。

「わたしは調べました。……男性は女性より約25倍、視覚情報でいやらしいものを楽しめるようなのです」

「へぇー」

　確かに、男達は目だけでエロスを楽しめる。だから、コンビニの雑誌棚には美しい女性達が惜しげもなく肌を晒さらした表紙が並ぶ。半裸の男が表紙の雑誌なんて……Ｔａｒｚａｎくらいしかないだろう。

「そして、わたしは思いました。……男性の25分の１、女性も視覚情報でいやらしいものを楽しめるんだと」

「なるほど」

　で、僕はなんでこんな雑学を教えてもらってるんだろう。

「……今日まで、そう思っていたんですが」

「ですが？」

「卵太郎さんの……アレを偶然見ても……わたしはちっとも嬉しい気持ちになりませんでした。……数値化すると、嬉しい気持ちはゼロです。不快感が２です」

　それは極めて正常でしょう。むしろ本当に不快感は２で済んだんでしょうか？

「日に唯いさん、それは……好きな人ではないからですよ」

「……好きな人？」

「好きな人以外の男の裸なんぞを見ても、不快感しかないもんです」

　というより、女の人は好きな男の裸であっても別段嬉しい気持ちになんかならないんじゃなかろうか。

「……そう……なんですか。……………あ、でも」

「でも？」

「男の人は好きでもない女性の裸でも……見たら、嬉しくなっちゃいます……よね？」

　僕は全人類の男の代表の立場で、頷うなずいた。

「……はい」

「それは……どうしてですか？」

「……どうして……と聞かれましても。……えーっと、……そういう、し、仕様といいますか」

　一言で言えば、男ってそんな生き物なんです。

　……なぜだが、全すべての男を代表して謝りたくなってきた。

「本当にそうなのですか……？　卵らん太た郎ろうさん……なんだか言いにくそうにしてますよ」

　好きではない女性の裸を見ても嬉うれしくなるという事実を、女の子に対して堂々と言える境地に達してないだけです。

　日に唯いさんは曇り気味の表情で、不満げに呟つぶやく。

「うーん……。よく考えてみると、好きでもない女性の裸を見て、嬉しくなるっていうのはやっぱり変です。……理解できません」

「……ごもっとも、女性には理解しにくいでしょう」

　不服そうな顔の日唯さんが「……あっ」と漏らし、その表情が一気に晴れた。

「わたしとしたことが検証を怠っていました」

「検証？」

「卵太郎さんはあくまで……男の人は好きでもない女性の裸を見て、嬉しくなるというのですね」

「揺るがしがたい事実です」

　僕はなにを断言してるんだろう……。

「……では、証拠を見せてください」

「……証拠？」

「はい、証拠です」

「……えーっと、整理しますけど……。男は、好きでもない女性の裸を見て、嬉しくなるという事実の証拠を……僕に見せろとおっしゃる？」

「はい。ご協力お願いします」

　いったいなにをどうすれば？

　ひとまず僕は日唯さんが抱えている雑誌を受け取り、水着グラビアを眺めながら、言ってみる。

「……今、嬉しい気持ちになれました」

　僕を見る日唯さんの瞳ひとみは防犯カメラのように無機質に光る。僕の言葉に嘘うそがないか見定めているようだ。

「卵太郎さん……もしや」

「もしや？」

「このグラビアの女性のことが……かねてより好きだったのではないですか？」

「……それはファンってこと？」

「この女性と卵らん太た郎ろうさんは幼おさ馴なな染じみの間柄で……卵太郎さんは彼女が芸能界デビューする以前より好いていたという可能性があります。……だから、芸能界で活躍してる水着姿の彼女を見ることができて、嬉うれしい気持ちになれたというわけです」

　……日に唯いさん、想像力が場外ホームラン過ぎますよ。

「いやいやいや、このグラビアアイドルは今初めて知ったんですよ。……それに、一つだけ言わせてください」

「なんでしょうか？」

「もし僕がこのグラドルと幼馴染みで、人知れず彼女を想おもっていたとしたら……大衆誌で不特定多数の男達に水着姿を晒さらす彼女を見て、水着姿を見ることができた嬉しさよりも悲しみを多く味わっているはずです。嗚お咽えつものです」

「……それは、興味深い意見です。……男心とは複雑怪奇なものですね」

「これで好きではない女性の露出した肌を見ても、男は嬉しい気持ちになってしまうという事実の証明をできましたよね」

「いいえ、待って下さい。卵太郎さんがこのグラビアの女性の熱狂的隠れファンだったという可能性は拭ぬぐえません」

「さっき言ったじゃないですか。このグラドルを今初めて知ったって」

「浮気する男の人はいつも嘘うそを吐くと聞きます」

「僕は一途極まりない男です。好きな人とだけロマンチックなことをする心づもりです」

「卵太郎さんの部屋にこの女性の写真集がないか……家宅捜索していいですか？」

「やめてください。思春期の男の部屋には、秘宝がどっさりあるんです。秘宝とは……みだりに人に見せない宝なんです」

「……あっ。卵太郎さんが好きでもない女性の裸を見ても、嬉しい気持ちになるかどうかを試す確実な方法がわかりました」

「なんです？」

「卵太郎さんは、わたしのこと……どう思いますか？」

　とても独創的なお嬢さんだと思います。それはとりあえず言わぬが花。

「日唯さんとは、前に一度話したことがあるだけで、今日が会うのも二回目ですし……どうと聞かれましても。わからないことも多いですし、まだなんとも」

　僕の答えに日唯さんは満足したようだ。微笑ほほえみを浮かべている。

「……お願いがあります」

「なんです？」

「今日は、せっかく卵らん太た郎ろうさんというサンプルがいますし……女性の肌を見て、嬉うれしい気持ちになれる男の人という生命体の謎なぞを解き明かしたいんです」

　随分大きな謎と向き合っているんですね。あと今確実に僕をサンプルと呼びましたよね。いいえ、気にしてませんよ。

「……それで、お願いというのは？」

「卵太郎さんは、わたしのことをまだなんとも思っていない……。つまりわたしのことを好きだと思っていない……。だから」

「だから……？」

「…………わたしのそういう姿を見て、卵太郎さんが嬉しい気持ちになれば。……男の人は、好きでもない女性の裸を見て、嬉しい気持ちになるということを理解できます」

　それって……日に唯いさんの裸を僕が見るってこと？

　いやいやいや、まずいまずいまずい。

「に、に、日唯さん。聞いてください！」

「は、はい」

「あなたはやがて、どこかの男と愛し合うでしょう。

　あるとき、男があなたにこんな質問をすることでしょう。『俺おれの前につきあってた男っているの？』と。

　そのとき、あなたが『つきあってた人はいないけど、男の人という生き物の謎を解き明かすため、通りすがりの新聞部員の天パーに、すっぽんぽんを見せたことならあるよ』なんて答えたら、その男は汚い涙でむせび泣くことでしょう。涙を流さなくても間違いなく心の中では大号泣です。

　その男が異常なまでのやきもち焼きなら、愛する日唯さんの裸を自分より先に見た天パーに殺意を憶えるかもしれません。

　僕はある日突然、見ず知らずの男に命を狙ねらわれたくはありません。

　よって、裸なんてやめておきましょう」

　日唯さんは瞳ひとみをキラキラとさせて、何度も頷うなずいている。

「卵太郎さんの話は、本当に興味深いです。勉強になります。……確かに、グラビアの女性も裸ではなく、水着ですね」

「ええ、そうですとも」

「……裸にこだわる必要はありませんね。けど、競泳水着ではないですね。……わかりました。卵太郎さん、少々お待ち下さい」

　そう言って、日唯さんはスタスタと部室の方に行ってしまう。

　なにをする気だ？



　三分ほどでプールサイドに戻ってきた日に唯いさんは、ビキニ姿であった。

　競泳水着姿のときから、重々わかっていたが、日唯さんの胸は……めっぽうデカい。文句なしに、巨乳とカテゴライズされる大きさだ。ビキニになり胸の存在感が俄が然ぜん増している。

　何十年か後、僕が死を迎えるとき、今見てる光景が走そう馬ま燈とうで過よぎってほしいと思う。

「……日唯さん、恐悦至極に存じます」

　あまりの眼福に、気付けば感謝の言葉を述べていた。

「好きでもない女の人の露出した肌を見た感想は……どうでしょうか？」

「嬉うれしいか嬉しくないかと問われれば……歓喜と答えるでしょう。いえ、狂喜と叫さけび出すかもしれません」

「卵らん太た郎ろうさん……。ちなみになんですけど……」

「なんでっしゃろ？」

「わたしのビキニ姿を見た……嬉しい度合いは……何デヘヘポイントでしょうか？」

　デヘヘポイント……なにその単位？

「……あの、デヘヘポイントの基準がわかりません」

　日唯さんは、雑誌の水着グラビアを僕に見せる。

「グラビアの彼女が１００デヘヘポイントだった場合。……わたしは何デヘヘポイントですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　僕は水着グラビアを眺めた。

　スレンダーなボディ。おへその形が綺き麗れいだった。

　目の前の日に唯いさんを眺めた。

　触れれば途と轍てつもなく心地よい弾力や感触を与えてくれるだろう肢体。引き締まった健康的な太ももや腕。女性的な柔らかい曲線でくびれたウエスト。暴君的に発育した胸。その狂暴な胸とは対照的にお上品で可か憐れんな顔立ち。

「……………………５００デヘヘポイント」

　日唯さんは両手で自分の頬ほおを挟み、のぼせたようにとろんとした表情になる。いつも、冷凍庫から取り出したばかりのグラスみたいにシャキンとした表情の日唯さんが見せる初めての表情だった。

「…………卵らん太た郎ろうさん、やめてください。……卵太郎さんのお母さんが悲しみますよ」

　びっくりするほど話に置いていかれた。なぜ僕のオカン登場？

「僕がいったいなにをすると……？」

「だって５００デヘヘポイントといったら。……懲役刑に処されてもいいから、いかがわしい行為をしたい対象への値ですよね」

「その基準知らん！　日唯さんのさじ加減一つではないか」

「グラビアの彼女は１００デヘヘポイント。わたしは５００デヘヘポイント。…………わたしのほうが彼女より五倍危険です」

「デヘヘポイントって、いったいなにを表す数値なんだ？　……グラビアの子が１００デヘヘポイントで、日唯さんが５００デヘヘポイントだったのは、ある明確な理由があるんですよ」

「…………それは、卵太郎さんが……ムッチリした体形の子が好きだから……ですか？」

　それは全くもって否定できません。

「……一番の理由は、こっちが写真で、日唯さんは目の前にいる生身だからです。生が有利過ぎます。生の感動には勝てないんです。テレビで見る花火大会と、生で見る花火ではどうですか？　テレビで見るコブラより目の前のミミズのほうが怖いでしょう。生の日唯さんと、雑誌の水着グラビアでは、デヘヘポイントを比べられません」

「…………それは……そうですね」

　日唯さんは納得したようだ。

「……では卵太郎さん。新たなお願いがあります」

「はいはい」

「卵太郎さんは新聞部員ですから、写真を撮ることもありますよね？」

「ええ、一応」

「今から……わたしを撮影してください」

「え？」

「その撮影した写真と水着グラビアを見比べてください。そうすれば、この水着グラビアと対等な条件で、デヘヘポイントを競い合えると思うんです」

「確かに、それなら対等ですね」

　…………あれ？　ところで、なぜ水着グラビアと競い合う必要があるんだろうか。

　もともとは、好きでもない女の人の裸を見て、男が嬉うれしい気持ちになるのを検証するとか、そんな感じだったはず。

「では卵らん太た郎ろうさん、カメラマンお願いします」

　こうと決めた日に唯いさんには逆らえない力があった。

　僕は部室兼更衣室にカメラを取りに行くことに。



「卵太郎さーん、ポーズの指示はありますかー？」

「そのままで結構です！」

　――パシャ。

　水泳部に体験入部に来ただけなのに、なぜ僕はビキニ姿のグラマーな同級生を撮影しているんだろうか。プールに入らなくていいのは、水恐怖症の僕としてはありがたいわけだが。

「日唯さーん、一枚撮れましたよ！　終わりでいいですかー？」

　僕は対岸のプールサイドにいる被写体に声をかけた。

　実は僕は、望遠で撮影していた。

　というのも、僕が近距離での撮影を拒んだのだ。

　日唯さんは不思議そうな顔で「どうして、近くに来て撮影してくれないんですか？　なぜ離れた位置からの撮影ならいいんですか？」と聞いてくるので、僕は「日唯さん、あなたにいつの日か愛し合う男ができるでしょう。その男は、愛する日唯さんの過去に、ビキニ姿の日唯さんを接写しまくった天パーがいると知ったら、大いに悲しむでしょう。だから望遠が大事なんです。望遠で撮られたのなら、彼もその過去を受け止められるんです」と答えた。

　その話を聞いた日唯さんは、神託でも受けたかのように大仰に頷うなずき、「男心は摩ま訶か不ふ思し議ぎです」と納得する。

　よって、僕は望遠でビキニ姿の同級生を撮り始めることと相成ったわけである。

「卵太郎さーん、まだまだ撮ってください！」

「あいよー！」

　元気よく返事したものの多少の問題があった。

　フルＨＤ動画も撮れるデジタル一眼のズームを最大値にするのだが……カメラの中の日に唯いさんの姿は遠かったのだ。

　別売りの望遠レンズを用意しなくては、プール８レーン分離れている人をいい感じに撮るのは無理があった。

　この写真では、日唯さんの魅力は半減。

　肉感的な身体からだの迫力は全然伝わらない。

　うーん。

　どうしたものか。

　と、カメラを構えて、悩んでいるところに、

「――神じんくん！　とうとう性衝動に勝てず人生を棒に振っちゃうのねっー！」

　猛ダッシュで野の々の宮みや先生がやってきた。

「盗撮なんてやめてぇ！　どうしても盗撮したいっていうんなら……麻あさ美みの部屋の合あい鍵かぎあげるからぁ……ＣＣＤカメラでもなんでも仕込めばいいじゃない！　このド変態ヤロー！」

「……いろいろツッコむところが多すぎで言葉を失いそうですが、これだけは言わせてください。日唯さんが望んで僕に撮影させてるんです」

「えぇー？　榛はる名なさんが望んで？」

　プールの対岸にいた日唯さんがこちらに駆けてくる。

　走ると、ビキニの胸が盛大に揺れた。おぉ、これはこれはシャッターチャンスですな……って言ってる場合か。

「野々美先生すみません。卵らん太た郎ろうさんの言ってることは本当です。……男の人という生き物の謎なぞを解明するため、とある検証をしていたところなんです」

　水泳の練習もせずにそんな妙ちくりんなことをしていた生徒をしかりつけるかと思いきや、野々宮先生は、

「わぁ、面白そぉ」

　と、子供みたいな反応ではしゃぎだした。

「連日水泳部の練習スパルタ気味だったしー、綾あや崎さきさんも茂しげさんもいないしー、今日は身体を休めるオフにしちゃおっか。……てなわけで、麻美も仲間に入れて。検証ってなにをやるのぉ？」

　日唯さんは、男は好きでもない女性の裸（露出した肌）を見て嬉うれしい気持ちになる、という事実の検証している旨を野々宮先生に伝えた。

「……保健体育の先生として、それはまっこと興味深い検証だねえー」

　聞き終えた野々宮先生は、ピョンピョンと部室兼更衣室に行ってしまった。

　……四分後。

　野の々の宮みや先生が戻ってきた。

　昨日、永なが遠とおウォーターワールドで見た花柄のビキニ姿だ。

　女性のビキニ姿に見飽きる見慣れるということはなく、非常に月並みな表現をさせてもらえるなら、僕はそれはもうドキリとした。ここはウォーターアミューズメント施設ではなく、高校の質素な外プールだ。そこにこぼれそうなほどの巨乳の保健体育の先生がビキニ姿で存在してる。ゴザの上には、この学校で野々宮先生と一、二を争うほどの巨乳の同級生がビキニ姿で、いつのまにかお茶をすすっている。眼前の光景はもはや衝撃映像といって過言ではない。

「神じんくぅん準備オッケーだよぉ。撮って」

「へいへい」

　僕は対岸のプールサイドに行こうとすると、野々宮先生が、

「どぉしてそっちに行くの？」

　と、問いかけてくる。

「僕は女性を撮る際は望遠専門の写真家なんです」

「それって……なんか特殊な性癖？」

「いえいえ、将来野々宮先生と愛し合う男のことを思っての配慮です」

「えぇー。望遠で撮られるのって変。せっかくだもん、カメラマンとモデルの臨場感みたいのほしいなぁ」

　野々宮先生がそう言うので――僕は信念を曲げて近距離で撮影するってこともなく――野々宮先生と日に唯いさんがお互いを撮りあいっこすることになった。

　彼女達は、僕に自分の写真のデヘヘポイントの採点を求めているわけであって、僕に写真を撮ってもらうことには重きを置いていないのだ。



　機械オンチを自称する二人に、カメラの扱い方を指南する。

　子供のような好奇心を持つ野々宮先生は、ボタンやダイヤルをよくわかってないのにいじってしまう。僕は静止画をそつなく撮影する方法だけを教えた。シャッターボタンだけ押せば、オートフォーカスで撮れる状態にしてカメラを渡した。

　野々宮先生と日唯さんがプールサイドで繰り広げる撮影会を、離れたゴザの上からぼんやり眺めていた。

　途中、二人はカメラを持ったまま部室兼更衣室に向かい、野々宮先生が女子の制服に着替えたりして撮影は続けられた。

　やがて、撮影は終わり、僕は日唯さんと野々宮先生（なぜかまたビキニ姿に戻ってる）に見守られる中、カメラの画像モニターで静止画――なんと１５０枚!!――を見ていくことに。

　プロのカメラマンが撮ったわけじゃないから、構図は結構ムチャクチャで、ピンボケしちゃってるようなのもあったけど、被写体はグラビアアイドルに負けてない。

　胸が画面の半分映ってる一枚。

　お尻しりの水着の皺しわまでわかるほどアップで撮られた一枚。

　ドキドキしてしまって、一枚一枚じっくり見てられなかった。

　なにせ、魅力的な被写体の二人は僕の両隣にいて、写真を眺める僕の表情を見つめているのだ。恐ろしい時間だ。

　一通り写真を見終わり、僕は自分の足元を見ながら二人に告げた。

「大変素敵なものを拝見させてもらいました。今の僕をご覧下さい。ドギマギし過ぎてお二人の顔をまともに見られません。……すなわち、男はまだ愛していない女性の露出した肌を写真で見ても、嬉うれしい気持ちになってしまうんです。では、僕はこれにて失礼いたします。本日の体験入部お世話になりました」

　そう言い終わるや僕はカメラを抱え、プールサイドからスタコラサッサと逃げ出した。

「神じんくぅん！　何デヘヘポイントか教えてよぉー」

　背中に当たる野の々の宮みや先生のその声を無視した。ビート板を胸で挟んだ写真……あれは１０００デヘヘポイントでした。

「卵らん太た郎ろうさん、今日はいろいろごめんなさい！」

　日に唯いさんがなぜか謝っているが、僕は振り返らずに走った。

　１５０枚の静止画を見終わった直後、思わず日唯さんに言いたかった言葉がある。

　僕にも近距離で撮影させておくれと。

　僕はあくまで健全な男子で助平である。誘惑と理性はいつも大接戦で、いつも僅きん差さで理性が勝利をおさめている。

　これ以上、水泳部にいては理性に勝ち目はない。

　理性が強大な誘惑に負けてしまう前に、僕は全力で逃走する。



　毎度毎度、理性は勝てない。

　人生の肝心な場面で、存分に理性を発揮するためには、日ひ頃ごろはどっぷり誘惑に負けておく必要がある。

　あえて負けておく誘惑とは、我が部屋の秘宝のことである。

　さあ、来きたるべき場面で理性を発揮するため、今日も誘惑に完敗するとしようか。

　などと思いつつ、どの秘宝の鑑賞をしようかと決めかねていると……。

　今こ宵よいは、我が部屋に途と轍てつもない大秘宝が潜んでいることに気付いた。

　……デジタル一眼のカメラである。

　カメラのＳＤカードには、日唯さんと野々宮先生の蠱こ惑わく的な姿をおさめた１５０枚もの静止画があるのだ。

　自室に一人、僕は三十分にも及ぶ逡しゆん巡じゆんの末。

　大秘宝を鑑賞する欲求に僅きん差さで負けた。

　ＳＤカードの中身を自室のノートパソコンの15型ディスプレイで見ることも考えたが、いきなりそんな大画面では刺激が強すぎる。

　カメラの画像モニターで見ることにした。

　モニターはカード一枚分の大きさだったが……大層刺激的で、あまりに魅力的な二人の水着姿に神々しさすら感じた。

　美少女は地上最も側そばにいる神様だと、悟った。

　神々しさを感じさせながらも、溢あふれんばかりのセクシーさも兼ね備えているときたもんだ。

「……神様おそるべし」

　などと呟つぶやきながら、数十枚をスライドショーで見終わったとき、一枚のピンボケ写真にぶちあたる。

　いや、違う。

　ピンボケ写真だと思われた一枚は、静止画じゃない。

　……動画だ。

　画像モニターの右下に小さく「▼」という再生のマークがあった。

　はて、動画なんて、いつ撮ったのだろう？

　僕は軽い気持ちで動画を再生してみた。

「……シャッター、押されちゃった……？　意味のない写真を撮ってしまった……」

　動画は一応音声を録音できる。

　聞こえてきたのは日に唯いさんの声――ひとり言って感じだ。

　……どことなく薄暗い。室内だろう。映像が揺れ……あれ？　ロッカーが映し出される。これ見たことあるなぁ。……あ、そうか、水泳部の部室兼更衣室だ。……お、野の々の宮みや先生だ。ビキニ姿は動画で見てもドキドキものです。……それにしてもアングルが変だな……天井に向けられたり、足に向けられたりするし。……映像は焦点を結ばず、常にブレている。

　……もしかして。

　日唯さんは動画の撮影ボタンを押してしまったと気付かないで、カメラのレンズをあっちこっちに向けている？

　野々宮先生がロッカーを開け、なにかを取り出した。……制服だ。

「榛はる名なさぁん。……着ていいー？」

「……はい、どうぞ」

　映像は、野の々の宮みや先生の膝ひざ小こ僧ぞうより下を撮うつしている。

　不意に、野々宮先生の足元になにかが、フワッと落ちてくる。

　――ビキニブラ!?

　え、これってまさか、ビキニから制服に着替えようとしている最中なのでは！

　日に唯いさんの感嘆としたような声が聞こえる。

「…………野々美先生の……おっきくて、綺き麗れいですね」

　映像は相変わらず小刻みに揺れながら、野々宮先生の足元を撮している。

　そして。

　野々宮先生の足首に、なにかがパサッと落ちてきた。

　――ビキニのパンツ!?

　もし、今、日唯さんが手に持つカメラを少しでも上に傾けたら、きっと見えてしまう！

　野々宮先生のアレとアレが見えてしまう！

　あまりの事態に僕は震えながら、カメラを握っている。

　心臓がバクバクと鼓動する。

　このまま見てはいけない、今すぐ再生を停止するんだと、頭の中で勇者・理性が叫さけんだが、眼前の誘惑に負けない若者ばかりではこの国の少子化問題は解決しないぞと、魔王・屁へ理り屈くつが唸うなった。

　映像が揺れ、野々宮先生のむき出しのふとももが映り、僕の頭の中では勇者ご一行が見るも無惨に全滅したとき。その声は聞こえてきた。

「…………今日は、卵らん太た郎ろうさんにいっぱいご迷惑をかけてしまいました。

　……野々美先生もですが、わたしも胸が大きいので……真実の愛というものに到達するのは容易ではないと思っています。

　……わたしの度重なる研究によると、男の人という生き物は、大きな胸の女性が好きな人が多いようです。でも男の人は、生涯連れ添う、いわば結婚する女性に対しては、胸の大きさを求めません。……どうやら、大きな胸の女性とは一時的にだけ恋仲になりたいと考える男の人がいるようです。

　……同級生の女の子は言います。胸の大きな女の子の誘惑には、棚からぼた餅もちとばかりに食くらいついてくるのが男子という下等生物だと……。

　胸の大きな女の子の誘惑を自らはねのけられる男子など存在しないとも言ってました。

　だから。……わたしは今日、卵太郎さんには黙って、その検証もしてました。卵太郎さんには申し訳ないと思ったんですが……。男子はそんなにも誘惑に弱く、下等生物呼ばわりされるものなのか、どうしても検証したかったんです。

　卵太郎さんは、わたしがいささか品のないことをしようとしたとき、窘たしなめてくれました。それに卵太郎さんは、わたしだけではなく、わたしが未来に愛することになる男性のことまで慮おもんぱかってくれました。

　卵らん太た郎ろうさんは決して女性に興味のない方ではありません。

　人並みに……いえ、もしかしたら人並み以上に、女性に興味を抱く健全な男子でありながら、ピンク色の感情を見事に抑え込み、写真撮影の際には、頑なに望遠でのみ撮る。

　……卵太郎さんは、おそらくわたしが人生で初めてお会いした、紳士です。

　そんな紳士に、わたしのビキニ姿などというお見苦しいものを、お見せしていたかと思うと……ただただ申し訳ない気持ちです。卵太郎さんに謝りたいです」

　僕がプールサイドから逃亡するとき、背中で聞いた日に唯いさんの声を思いだした。

　――卵太郎さん、今日はいろいろごめんなさい！

　あのときの謝罪の意味はそういうことだったのか。

　画像モニターには、依然として野の々の宮みや先生のふとももが映っている。

　カメラワークは上に傾きそうな気配。

　このまま見続ければ、きっとすごいものを見られるだろう。

　だが。

　……。

　…………。

　僕は動画を停止し、１５０枚の静止画と共に動画を削除した。

　だって、僕は紳士ですから。



    

  
    
      
　第五話　茂しげ依より子こ＆小こ田た部べ桜さくら子この回





　水泳部への体験入部二日目。

　放課後、野の々の宮みや先生から直接僕に連絡があった。

　榛はる名な日に唯いさんが昨日のビキニ姿でお腹を冷やし、風邪を引いたため欠席。

　野々宮先生は掛け持ちしてる飼育部の犬っころが脱走したため、犬を無事確保するまで水泳部には行けないとのこと。

　果たして、今日水泳部に行って、誰だれかいるんだろうか？

　一人ぼっちかもしれない。

　けれど。

　僕は水恐怖症と向き合いながら、逃げずに水泳部に向かう。

　ここで逃げたら、二度と水泳部には体験入部できないだろう。

　どの部も真剣に体験入部して、その部を紹介してきた。中途半端なままで終わりたくない。

　昨日は水に入らないで済むなら幸いと思っていたが……水恐怖症克服のために努力しなきゃ駄目だ。

　そう思いながら水泳部に向かうも、視界にプールを入れないように部室兼更衣室にそそくさと入室した。

　プールという名の巨大な水の塊かたまりは、水着に着替え、心の準備をしなくては立ち向かえない強敵である。



　昨日同様、一人っきりの更衣室で着替える。

　昨日同様、パンツ一丁になったところで……着替えの動作が止まってしまう。

　パンツを脱ぎ去り、水着に着替える段階が、一番覚悟を要する局面である。

　水着を着るということは、戦闘服に袖そでを通すということであり、戦闘服に袖を通すということは、戦地に赴くということである。

　戦地とは、言わずもがな、プールのことである。

　ええい、着替えごときで情けない！

　僕は着替えるぞ！

　気合いを入れ、トランクスの腰ゴムに両手をかけた――まさにそのとき。

　――ガチャ。

　唐突に部室のドアが開けられた。

　そこには制服姿の少女が立っていた。

　おそらく水泳部の子であろう。

　昨日と限りなく酷似した状況だが、唯一の救いは昨日とは違い、僕はまだパンツを降ろした状態ではないということだ。

　いやー、よかったよかった。

　二日連続で、うら若き乙おと女めに局所を見せつけたとあっては、どんなレッテルをベタベタ貼はられても文句は言えない身の上だ。

　切れ長の瞳ひとみが印象的な少女は、僕が着替え中だということを察し、回れ右をして、退室していくことだろう……、

　と思っていたんだが。

　極めて予想外の事態に発展する。

　少女は、パンツ一丁の男の存在など気にもとめず、スタスタと部室内のロッカーまで進んでくるではないか。

　僕はトランクスの腰ゴムを掴つかんだまま、少女の横顔を呆ほうけたように眺めた。

　……世の女子高生にとって、男子高生のパンツ姿など、精神に微み塵じんの影響も与えないものなのか？



    

  
    
      



    

  
    
      　女子高生にとって、僕のパンツ姿など道ばたに落ちている石ころのように、取るに足らないものなのか？

　などと打ちひしがれていたら、

　――ええ!?

　さらなる驚きの光景が眼前で繰り広げられる。

　少女がおもむろに上着のベストのボタンをポチポチと外していき――どっからどう見ても制服を脱ぎ始めているではないか！

　ベストを脱いだ少女は、

　なんらためらうこともなくブラウスを脱ぎ、

　スカートを足元にストンと落とす。

　なんてこったい！

　目の前には、ブラジャーとパンツだけを身に着けた少女――野球拳であと二回負けたら、お嫁に行けなくなっちゃうって格好をしている。

　密室に下着姿の男女が二人。

　緊急事態発生だ！

「……あ……あぁ、えー」

　なにか言おうとするも、まともな言葉にならない僕をよそに、少女はなんと、ブラジャーに手をかけているではないか！



    

  
    
      



    

  
    
      　少女はなぜ、煩悩と懊おう悩のうの象徴である男子高生の傍らで、あっけらかんと下着を脱ごうとしているのか？

　考えうる答えは……、

　ふむふむ、僕が突然透明人間になった可能性はいかに……？

　いやいや、そんな馬ば鹿かなこと考えてるうちに、ブラジャーのホックが外れてる！

　ブラに隠された少女の秘宝を目撃してしまう前に、僕は部室を飛び出した。

　このままここに居てはいけない。

　その一心だった。

　部室の外に出て、

「……ふぅー」

　ひと呼吸――してる場合じゃなかった。

　緑のフェンスの向こう――グラウンドのテニス部員達と目が合い――女の子達は悲鳴を上げて去っていく。

　……あ。

　僕は気付いた。

　トランクス一枚の格好で、外に出てしまっていることに。

　ひとまず部室に戻ろう。

　……いや、まずい。

　踏みとどまった。

　あの少女は、今まさに着替えの真っ最中だろう。

　僕は情けない格好のまま、グラウンドからなるべく死角になる場所を探した。

　そこで、目立たないよう身体からだを小さくして座り、少女の着替えが終わるのを待つことにした。

　テニス部の女子達の反応を思い出す。

「……やっぱり、パンツ一丁の男がいきなり現れたら、悲鳴上げて驚くよなぁ」

　僕は切れ長の瞳ひとみの少女のことを思う。彼女はパンツ一丁の男子を見ても、眉まゆ一つ動かさなかった。

　いったい彼女はどういう子なんだろうか？



　部室兼更衣室のドアの近くにて、心許ない気持ちで座り込むこと二分。

　中から競泳水着姿の少女が出てきた。

　僕のことをチラッとも見ることなく、プールのほうへ向かっていく。

　立ち上がり、声をかける。

「ちょいとお待ち下さい」

　彼女は振り返り、僕の顔に焦点を結ぶ。よかった、ひとまず僕は透明人間ではなかったようだ。

　彼女の表情には親しい人に見せる柔らかさも、初対面の人に見せる硬さもなかった。僕のことは確かに見ているけど、その視線にはなんの感情も込められてない。僕は電柱にでもなった気分だった。

「…………」

　彼女がなにかを言いだす気配はまるでない。

　まずは挨あい拶さつをしよう。

「……僕は、毎度お馴な染じみしがない新聞部員の神じん卵らん太た郎ろうです」

　場を明るくしようと少々茶目っ気を入れたが、彼女はクスリともしない。だからといってつまらなそうにしてるわけでもない。無の境地だ。

「……野の々の宮みや先生から連絡を受けてるかと思うんですが、このたび水泳部に体験入部することになりました。お手柔らかにお願いします。……本当にお手柔らかに」

　水恐怖症だと打ち明けようかと思ったが、カミングアウトはタイミングが大事だ。あとにしておこう。

「……うちは茂しげ依より子こ」

　彼女はそっけなくそれだけ言って、プールのほうに歩きだそうとする。

　僕はおもわず、

「茂さん」

　と呼んだ。

　立ち止まり振り向いた彼女の表情はげんなりしてて、それは初めて見る感情のこもった顔だった。

　彼女はボソッと言った。

「その名前好きちゃうの。……なんか可愛かわいくないし」

「僕は、なんてお呼びすれば？」

「仲いい子と、仲良くなりそうな子には、もい子こって呼んでもらっとるんよ」

「……もい子さんと呼んでも？」

「別にええよ」

　もい子さんは、僕と仲良くなりそうだと思ってくれてるんだろうか。いやはや、実に嬉うれしいことだ。

　なんて思っていたら、

「今から、多分仲良くなりそうもない子にも、うちをもい子って呼ぶの解禁した。それ以外で呼ばれても反応できひんから」

　そう言って、もい子こさんはプールに向かった。

　今度は呼び止められなかった。

　未いまだパンツ一丁だった僕は、部室兼更衣室のドアの前で立ちつくしていた。

　うしろからテニス部の女子達と思える悲鳴が聞こえてきたので、部室に駆け込む。

　少し変な関西弁もどき。

　野の々の宮みや先生が言ってた。

　彼女は、男に対して無関心な子、だと。



　水着に着替え、プールサイドに移動する。

　もい子さんは準備運動をしていたので、そばに行って僕も同じ柔軟運動を始めた。

　もい子さんは男に関心がないらしいが、体験入部した同級生には多少の関心があるようだ。

　アキレス腱けんを伸ばしながら、声をかけてくれる。

「体験入部生君はさ、なにか疑問ってあるん？　なんでも教えてあげるよ」

　では、もい子さんのスリーサイズを上から……。

　どういうわけか、うら若き女性に「なんでも教えてあげるよ」とか「なんでもしてあげるよ」などと言われると、条件反射のように一度だけ、邪よこしまな発想がチラッと浮かんでしまう。

　男は馬ば鹿かですね。

　いいえ。

　おそらく僕が馬鹿です。

「……綾あや崎さき八や重えさんって、今日もお休みですか？」

「ふぅ、あの子はしょうがないんよ……男嫌いやからさ。男子がいるなら練習に行かないとか言っちゃってさ。別に、男に好きも嫌いもあらへんやん。マネキンを好きか嫌いか聞かれたって、どうでもええとしか答えらんないやんね」

　……えっと、男はマネキンですか。

「昨日はもい子さんも、八重さんのボイコットにつきあったんですよね。……今日はいいんですか？」

「一日だけやったらええけど、二日間も休んだら身体からだがなまる。昨日は一日オフできて、身体休めたから今日はバリバリやるで」

　生粋の体育会系の人のようだ。

　もい子さんの涼しげで切れ長の目も、シャープな顎あごのラインも、鼻び梁りようが通った頂点の小さな鼻も、全すべては綺き麗れいな顔立ちを形成するパーツであるわけで、もい子さんの顔は空気抵抗を軽減するため、無駄のない流線的なデザインをしたスポーツカーに、なんとなく似ていた。美人アスリート顔である。

　僕はある疑問をぶつけてみることにした。

「……あの、もい子こさん。さっきなんですけど」

　ウィンカーのように、一瞬だけ視線が向けられた。

「部室に僕がパンツ一丁でいたのに、なんで着替えを始めたんですか？」

　いくら男に無関心だと言っても、恋人でもない男の前で着替え始めるのはさすがにまずいだろう。

　もい子さんは、これまでも男の存在を気にとめないあまり、男の前で着替えたことがあったりするんだろうか？

　いや、もしそんなことがあれば、同級生の男子の間で、もい子さんの伝説が語られているはず。

　水泳部に男子の入部が殺到しているはずだ。

「……昨日の夜やけど、同じ水泳部の、にいさん――榛はる名な日に唯いと電話したんよ。にいさんは男のことを研究対象のモルモットのように見てる子なんやけどね」

　ええ、そうでした。

　昨日はモルモットのように見られ、今日はマネキンかぁ。どっちがいいのかわかりません。

「日唯さんが電話でなにか？」

「昨日水泳部に神じんがきて、男という生き物について興味深い話が聞けたって」

「それはそれは、なによりです」

「にいさん言っとったよ。神卵らん太た郎ろうに素肌を晒さらせば、男という生き物の謎なぞを解く鍵かぎになるって」

　日唯さん、なんちゅうこと言ってるんですか。

　もし、そんな噂うわさでも広まり、僕に素肌を見せてくる女性が殺到したらどうするんですか？って、男という生き物の謎を解こうとする女性は、日唯さんしか居ないですよね。って、思っていたんですが……。

「せやから、なんとなくやってみたんよ」

　もい子さんは、ほんの少しの興味本位で素肌を晒す人でした。なぜなら、男に見られても、多分全然気にしないから。

　これは活を入れなきゃいけない。

「もい子さん！」

「なんやの、急に大きな声出してからに」

「なんとなくで、男に肌を晒したんですか？」

「まあ、面白そうやったし。……軽い暇つぶしみたいなさ」

「ひ・ま・つ・ぶ・し!?」

「あんたどないした？　顔が鬼みたいになっとるやん」

「いいですか、耳穴かっぽじってよく聞いてください」

「なんやの」

「今後、なにがあっても、暇つぶしで男に肌を晒さらしてはいけないんです。……そんなことをすれば、もい子こさん、あなたという女性の株価は連日のストップ安。上場廃止になりますよ」

「…………あなたという女性の株価？　コレなんの話？」

「すみません、自分でもよくわからない話をしてました」

　ついヒートアップしてしまった。

　大事なことを伝えるために、冷静になろう。

「……とにかくですよ。男子高生の露出した肌なんぞは、馬ば糞ふんほどの価値もありませんが――」

「ばふん？　……バフンウニ？」

「いえ、ウニなしの方のバフンです。いわゆる馬の糞くそです」

「男子高生は馬の糞って話なん？」

「いえ、おしいですが少し違います。男子高生の露出した肌が馬の糞ほども価値がないって話です。馬の糞は堆たい肥ひになりますから。それで、こっから最重要の話をします。女子高生の露出した肌といえば……」

　思春期をこじらせている男子にとって、月のお小遣い一年分の総額より価値があり、核のように危険な存在であるという真実を万感の思いを込めて告げようとした、まさにそのとき、

「女子高生の露出した肌といえばなんやの？」

「女子高生の露出した肌がどうかしたんですか？」

　……うん？

　声が二つあることに気付いた。

　あとからした声は、僕の背後から聞こえた。

　振り返ると、部室兼更衣室そばのプールサイド――ビート板などの備品が納められている棚の影から、

「神じんさん、ご機嫌よう」

　純白のビキニ姿の桜さくら子こ嬢が出てきた。

　………………。

　…………。

　……。

　えーっと、ここは永なが遠とおウォーターワールドではなく……永遠高校の外プールで間違いない。

　では、なぜ？

　桜さくら子こ嬢の突然の登場には、もい子こさんも驚いたようだ。

「桜子幕府やん！　なんでここにおるん？」

「神じんさんがいるところ例え火の中水の中、ワタシはどこへでも行きます」

　水の中とは穏やかじゃない。ここはかろうじて水の外です。

「……桜子嬢よ、学校内で僕に会うのは、なにかと都合がよくないというか」

　僕が学校の屋上で桜子嬢から愛の告白を受けたのは、先週のことだ。

　当日のうちに僕が桜子嬢を振ったことは全校に轟とどろいた。

　我が校のビッグニュースである。

　毎週発行している新聞の一面トップになぜしないのか？　と新聞部に投書があったが、たった一人の新聞部員である僕がそのニュースを記事にしたら、とんだおっちょこちょいだ。

　優しくて、美しくて、完全無欠のお嬢様である小こ田た部べ桜子を振った僕は、桜子嬢に憧あこがれる女子集団・大奥からは稀き代たいの大悪人と見なされ、桜子嬢との接近禁止命令が出されている。

　ちなみに、桜子嬢を恋い慕う男子集団・家臣は、桜子嬢からの交際の申し出を断った僕に好意的だ。もし交際の申し出を受けていたら暗殺するところだったよ、と彼らは笑顔で、立ち消えになった犯行計画を語ってくれる。

　人生はスリリングである。

　ところで、僕が桜子嬢にしつこく迫って、振られたわけではないのに……僕に対して接近禁止命令が下るっておかしくないか？

　人生は理不尽である。

　まあ、なにはともあれ。

　学校内では、僕と桜子嬢のツーショットはまずいのだ。

　桜子嬢は、祈るように胸の前に掌を合わせる。

「神さんとの逢おう瀬せは、校内ではよくないって心得ています。でも、今は、やむにやまれぬ状況です」

　桜子嬢にとって、今はどんな状況なんだ？

「神さんが水泳部に体験入部されてることを今日知りました。……ワタシも体験入部させてもらいます」

「え。……あ、でも僕がどの部に体験入部しても、一緒に体験入部したいなんて言うことなかったのに。……今回はどうして？」

「それは、そのぉ……」

　桜さくら子こ嬢の視線がチラッともい子こさんに向く。

「ここには……女の人がいますし」

「それだったら、今までも女の子がいる部に体験入部したけど」

「だって、ここは……」

　桜子嬢はおしっこでも我慢しているみたいにモジモジし出す。

「……女の人が水着なんですもの」

　桜子嬢は頬ほおをプゥと膨らます。多分それは、すねてるときの表情だ。

「しかも神じんさんは、二日連続で水泳部に体験入部しているらしいですね。……そんなに水着の女の人がいいんですか？　…………まさか、競泳水着愛好家ですか？」

「い、いや、ぼ、僕は別に。ビキニも好きです」

　肌の露出面積が広いほど好きです。うん、これは言わないでおこう。

「嘘うそです！　だってドモってます」

「それは桜子嬢が近すぎなんです！　は、離れてください」

　携帯電話のカメラの接写モードでもピンボケしちゃいそうな距離に桜子嬢の顔がある。

「…………神さんは、ワタシと近いの……嫌なんですか？」

　瞳ひとみをうるうるさせて、今度はいじける桜子嬢だ。

「嫌なんてそんな。……近すぎると落ち着いて話せないだけで」

「落ち着けない……？　わぁ、神さんそれって、ドキドキしちゃうってことですか？」

　桜子嬢は、プレゼントの包装紙を開ける子供のように、期待に満ちた顔でソワソワしてる。

「……そうですね。ドキドキします」

　水着姿の桜子嬢と顔を突き合わせてるところを、桜子幕府の家臣に見られたら、彼らは僕の暗殺計画を再開させるかもしれない。

　それを思うと、ドキドキが止まらない。

「もぉ神さんったら。……そんな風ふうに言われたら、恥ずかしいです」

　桜子嬢は自分の顔を両手でおさえ、その場でなにやらクネクネしだす。感情表現の忙しい人である。

　僕は、桜子嬢を呆ぼう然ぜんと見つめるもい子さんの存在に気付いた。

「……桜子幕府って。……こないな人やったっけ？」

　もい子さんの驚きは無理もない。

　学校での桜子嬢は、優雅で凛りんとしたお嬢様なのだ。モジモジしたり、すねたり、いじけたり、ソワソワしたり、クネクネしたりするイメージはない。どうやら桜子嬢は僕の前だと欲求に素直になり過ぎる人と化すようだ。

　その欲求に素直な人は、いつのまにかもい子こさんの胸部に警戒するような視線を寄越していた。

「…………ワタシのより大きいです」

　もい子さんの胸は、昨日の日に唯いさんには負けるが充分に大きい。

　昨夜から紳士になった僕は、今日は鉄の意志で、もい子さんの胸を気にしないようにしていた。

「桜さくら子こやって胸そこそこあるやん。……Ｃ？」

「……Ｃがもう目の前のＢです」

　女子達が、この世で最も魅惑的なアルファベットを口にしてるとき、男子はどういった面構えでいるべきか。未いまだにわからない。

「……そういえば、神じんさん」

「へい、なんでしょう」

「さきほど……女子高生の露出した肌がどうのと、話されてましたけど……？」

　桜子嬢の瞳ひとみに刃物のような硬質の光が帯びる。

　男の本能が教えてくれる。

　女性がこの目をしたときは返答に最善の注意を払わなければならない。よし、持ち時間いっぱいまで、長考に入ろう。

　そう思ってた矢先、

　もい子さんがサラッと言う。

「露出した肌ってのは、うちのことやわ。うちが部室で着替えてるところを、そこの神が見たんよ」

「厳密に言ってください！　それじゃあまるで僕が覗のぞきを働いたみたいだ。……正しくは、僕が着替えてるところに、もい子さんが入ってきて、僕に一切かまわず着替えだしたんですよ」

「それは見せっこですか!?　……そこのモイコさんとやら、なにが目的ですか？　小こ田た部べ家の財産ですか？」

「なにが!?　うちが神の前で着替えたら、なして桜子幕府の実家の財産狙ねらいになるん？」

「……神さんを誘惑するのはやめてください。お願いします。いくらですか？　いくら払えばやめていただけますか？」

「いらんし！　うちは神なんて興味ないから。てか男全般、関心なんかないし」

「う、嘘うそです！　いやらしく豊かなお乳、よく見たら綺き麗れいな顔立ち、男を誘惑するために生まれた天性のスキャンダルクイーン、それがあなたの正体です」

「なんか凄すごい言われよう！　……桜子幕府のことを今日まで、頭ええし、性格ええし、容姿端麗やし、上品やし、おまけに謙虚やと思ってたうちっていったい……」

「ふふっ、モイコさんったら面白いですね。そんな完かん璧ぺきな人間なんていませんよ」

「……アンタがそれ言うか。これが桜さくら子こ幕府の本性なんやな？」

「いいえ、純粋な本性とは言えません。ここには神じんさんがいらっしゃいますから…………少しだけ……猫、被っちゃってます」

　桜子嬢よ、被る猫を間違ってます。

「神相手に猫被るって……。桜子幕府は神にフラれたんやなかったっけ？」

　桜子嬢の顔がシュンとしてしまう。俯うつむいて呟つぶやいた。

「……今は、７泊８日の関係なんです」

「それなに？」

「神さんはワタシをレンタルしてるんです。……７泊８日ワタシをもてあそんで……８日目になったら、何事もなかったようにワタシをポイ……しちゃうんです」

「レンタルのシステムがいまいちわからんけど、ひとまず神アンタ最低やな」

　軽けい蔑べつがこもった瞳ひとみのもい子こさんに睨にらまれる。

　僕は桜子嬢に詰め寄った。

「見事な名誉毀き損そん！　そもそもレンタルのシステムは僕もわかってないよ」

　確か、桜子嬢と永なが遠とおウォーターワールドで８日間会うことでしたよね？

「すみません。ワタシは……女子の中で神さんの評判が下がるような言動を、つい取ってしまうんです。…………ワタシって本当に駄目な子です」

　いやいや、そんな自己嫌悪になられても。ドンマイとも言えないよ。

「ほいならさー、つまり、桜子幕府と神は……友達みたいな関係に落ちついとるわけやんな」

　もい子さんがそう思ってくれたんなら、それで充分。僕も実際どういう関係なのかわからない。

「……ただの友達で終わりません。決して」

　桜子嬢は意志の強い瞳で、そう呟いた。この人の恋愛にかけるエネルギーは本当にすごい。

　桜子嬢は「ところで」と、もい子さんに問いかける。

「……神さんをどう思ってるんですか？」

「それさっきも言ったやん。うちは神も男も興味ないんよ」

「…………女の人が好きな方ですか？」

「違うし！　そういうんやないから。ちょい神、うちのことを桜子幕府に説明したって」

　僕はもい子さんのマネージャーですか。

　でもまあ、このややこしい状況の最中、傍観者を決め込むのはよろしくないな。

「桜子嬢よ。もい子さんはですね、いやはや真に男に無関心な女の子なんです。僕の前で着替えをしたのも……僕はもちろん着替えの途中で逃げ出しましたが。……なんとなくというか、……ひまつぶしくらいの軽い気持ちでしてしまったんです。もい子こさんは僕を誘惑するつもりなんて皆無ですし、パンツ一丁の僕のことも紳士服売り場のマネキンを見るような目で見ただけです」

「神じん、説明ご苦労。下がってええよ」

　僕はもい子さんの家来ですか。

　桜さくら子こ嬢はやっと納得したようだ。コクコクと頷うなずき、

「……神さんに、関心がない女の子がいるなんて……不思議です」と、呟つぶやく。

　いやいや、僕はモテるタイプと全然違いますから。

「うちも不思議に思うコトあるんやけど……。桜子幕府は一人でなんでもできるやん、なのになして男なんかに関心あんの？　なんで男とつきあいたいとか思うん？」

　もい子さん、その答えは……人間は一人では生きられないからです。

「男の人に関心があるのではありません。……ワタシはただ一人、神さんにだけ関心があるんです。他の男の人なんて、枯れ木も山の賑にぎわいという考えにおける枯れ葉みたいなものです」

　この言葉を、桜子幕府の家臣が聞いたら号泣だろうな。

「なんか信じられへん話やわ。……桜子幕府は、どしてそないに神が好きなわけ？　だって神卵らん太た郎ろうだよ。ただの神卵太郎だよ。桜子幕府と全然釣り合いとれてへんやん」

　えーっと、もい子さん、僕があなたになにかしたでしょうか。

「…………神さんの好きなところ？」

　桜子嬢が僕をキョトンとした顔で見つめる。

　そういえば、僕のどこが好きか聞いたことなかったな。

「……高校に入学してから、神さんと出会って……それからずっとお慕いしてますけど……理由は考えたこともなかったです」

「考えたコトないんかい!?」と、もい子さんのツッコミ。ぼくも同じ思いだ。

「でも……ただただ、好きなんです。

　多分、神さんの全すべてが好きなんです。

　好きな飲み物はなんですか？　と聞かれても、水って答えないですよね。でもみなさん水は飲む。答えるまでもなく、当たり前っていうか……神さんってそんな感じなんです。ワタシの日常生活にとって、空気、水、神さん、バストアップ体操ってぐらいに、神さんは大切で欠かせない存在なんです」

　……バストアップ体操、頑張ってるんですね。

「ふーん、やっぱ信じらんない。桜子幕府が神を好きってのが、しっくりきぃひん」

「ワタシは、モイコさんが信じられません。こんなに素晴らしいお方に無関心でいられるなんて」

「神じんが素晴らしい？　えー、天パー具合は見事やけど、うちにはモップの生まれ変わりにしか見えへんけど」

「神さんの前世は神様なんです。……だから、苗みよ字うじが神なんです。名が卵らん太た郎ろうなのも……来世に再び神に生まれ変わる……その準備段階、神様の卵の状態だからなんです」

　いやいやいや、そんな大層な意味は僕の名前には絶対ないです。

　生後間もない僕の肌がゆで卵のようにツルツルだったので、名付けられたと聞いています。

「神が神様の生まれ変わり？　なわけないやん。なあ神、教えてやりぃよ。モップと神様、どっちの生まれ変わりなん？」

「いや、知りませんがな」

「てか神、モップって人間に生まれ変われるんかな」

「それもっと知りませんがな」

「あははっ、そりゃそやなー」

　もい子こさんは楽しそうに笑った。

　周囲の空気をパッと明るくするような笑顔である。

　桜さくら子こ嬢が、なにやら訝いぶかしむ視線で僕ともい子さんを交互に見る。

「……神さんとモイコさんって、今日初めて会ったんですか？」

「厳密には二回目だけど。話すのは今日初めてだよ」

「……なんか普通な感じで話せちゃってるんですね。……ほとんど初対面の男女って、もっとぎこちなく話すものですよ」

　多分それは、もい子さんの持つ雰囲気が大きい。

　あまりにも僕のことを異性として意識していないから、同性の友達みたいな気安さがある。

　関西弁もどきも慣れると話しやすい雰囲気の一因になっている。

　僕ともい子さんが気兼ねなく話している様子は、桜子嬢にとっては面白くないようだ。唇を尖とがらせて、駄々っ子の顔になってる。

「……モイコさん」

「なんやの？」

「……神さんをなんとも思っていないということを証明してください。ワタシは、神さんに対して、無関心で居られる人がいるなんて……信じられません」

「別にええよ。せやけど、それやったら、桜子幕府も本気で関心があるってこと証明して。うちはどしても男なんていう存在に――神に、そないに関心ありまくりの女がいるなんて信じられんのよ」

　こうして。

　もい子こさんと桜さくら子こ嬢は、僕に対する無関心の証明と、僕に対する関心の証明をすることになった。

　昨日同様、プールにいるのに泳ぎませんな状態である。水恐怖症の僕としては、うーん、ちょっと安心してしまうのである。



　プールサイドでの女の子二人の話し合いは開始から十分。

　証明合戦は、平行線を辿たどっていた。

　第一、難しいのである。関心のあることを証明するのと、無関心であることを証明するのは。

　桜子嬢が僕への愛を口にしても、もい子さんは「嘘うそくさっ」と一いつ蹴しゆうする。

　もい子さんが僕への興味のなさを口にしても、桜子嬢は「恋心を隠してませんか？」と訝いぶかしむ。

　どうなるんだ、このやりとり。

　僕はプールの縁に座り、水にパシャパシャと足先をつけ、水恐怖症克服のためにほんの少しだけ努力していた。

　僕の背後で話し続ける二人の会話が聞こえてくる。

「愛情と正反対の感情は、憎しみではありません。愛情の正反対は無関心です。すなわち神じんさんへの関心の証明は、神さんに最上級の愛情表現をすればいいわけですね。

　……ワタシ、今から神さんと大人のキスをします」

「キスなんて……うちかてできるよ。マネキンとキスしてもなんとも思わんし。うちが神と、キスしまくったら無関心の証明になるやんな」

　ん？

　なんかすごいこと言ってる？

　僕が振り返ると……、

　そこには、

「……神さん、大人のキスってどうすればいいでしょうか？」

「なあ神、目を瞑つぶりぃ。ジッとしてたらすぐ終わるから」

　桜子嬢ともい子さんが僕に迫ってくる。

　巨大な水の塊かたまりであるプールの中に全身浸つかったみたいに、一気に焦る。

「ちょ、二人とも、どうか冷静に」

　僕はプールサイドから逃げ出した。

「待って下さい！」

「逃がさへんよ！」

　二人は追いかけてくる。

　僕は部室兼更衣室前の通路の突き当たりに行き着いた。

　背中には緑のフェンス。

　部室に逃げ込めばよかったと後悔しても、それは後の祭りだ。

　桜さくら子こ嬢ともい子こさんは、逃げ場のない僕に、一歩ずつ近づいてくる。

　さながら猫に追い詰められたネズミの気分だ。

「ま、待ってくれ。き、キスなんてものは、安易にしてはならない。正式に交際を始めて、逢おう瀬せを重ね、心を通わせた男女が、行き場のない荒ぶる心を沈めるためにするのが……き、き、キッスなんだ！」

　窮きゆう鼠そ猫を噛かまず、言葉を噛んだだけだった。

　桜子嬢はヴァージンロードを新郎のもとへ歩く花嫁のような表情で、

　もい子さんは断だん崖がい絶壁に立つ真犯人に歩み寄る刑事のような表情で、

　二人は僕に近づき、

　最後はネズミを捕らえる猫のように飛びかかってきた。

「ぬあっ！」

　僕の右半身にベッタリとくっつく桜子嬢。

　僕の左半身にがっしりと抱きついてくるもい子さん。

　僕の素肌に、二人の素肌が触れ、なにやらやわらかいものが触れ、僕は理性と誘惑の飽くなき戦いの真理を悟った。

　それは、理性が誘惑に勝つのは容易ではないということ。

　理性は一日二十四時間保たれないと、理性の勝ちにはならないのに。

　誘惑は一日のうちたった一分でも理性に勝れば、誘惑の勝ちになるのだから。

　脳内では昨日の日に唯いさんの言葉がリフレインした。

　――卵らん太た郎ろうさんは、わたしが人生で初めてお会いした、紳士です。

　生まれ変わったら、誘惑に負けない真の紳士になります。

　さようなら、僕の理性。

　僕は今からキッスの嵐あらしに巻き込まれます。

　誰だれも僕を責められないはずだ。

　誘惑に負ける、それもまた人生。

　なんて具合に開き直り、

「……神じんさん」

「……神」

　二人の顔が近づいてくる気配に、僕がギュッと目を瞑つぶったとき、

「――きゃあああああああ！」

　ものすっごい悲鳴が、僕の背後から聞こえた。

　慌てて、振り返るとそこには……、

　テニス部の女子一同。

　十人近くいる。

　中心の子がラケットを振りかざして、僕を睨にらむ。

「桜さくら子こ様になにしているんですかッ！」

　いやいやいや、僕がなにかされてるほうだよ。

「桜子様っ、今助けに行きます！」

　テニス部の彼女達は桜子幕府の大奥連中なのだろうな。

　なんて感心してる場合ではなかった。

　ラケットを振り回しながら、彼女達はフェンスを離れていく。おそらく迂う回かいして、水泳部の敷地内に乗り込んでくるつもりだ。

「二人ともまず離れてください。そして、彼女達のしてる誤解を解いてください」

「……ギャラリーが多くては、キスなんて無理です」

「変な噂うわさを立てられるのは、めんどいやんな」

　二人は僕から離れてくれた。

　が、しかし。

「キスができないとあれば、別の方法で神じんさんへの深い関心の証明をしなくていけませんね」

「うちもキス以外で、神への無関心を証明せな」

「……あ。証明する方法わかりました。

　……ワタシは神さんを愛していますから、もちろん神さんを信じています。ワタシの愛した男、神さんは強いお方です。ラケットを持った女の子達などあっという間に片付けてしまいますね。ワタシはあえて助太刀しません。信じること、それがキス以上の……愛情表現です」

「うちも証明する方法わかった。

　……神のことは無関心なわけやから、神がどうなっても気にしぃひん。女子達に責められるくらい別になんともないし。うちは、神を放ほうっておく。放置することは、究極の無関心の表れやんな」

　二人は関心と無関心を証明するために、僕を置き去りにして……、

「神さん、制服に着替えますから外で待っていてくださいね」

「神、うちはのど渇いたからスポーツドリンク飲んでくる」

　部室兼更衣室に消えていった。

　な、な、なんてこったい！

　このあと、僕は桜さくら子こ幕府の大奥連中にたっぷり締め上げられた。

　本日、水恐怖症は軽減されず。

　女性恐怖症は確実に悪化した。



    

  
    
      
　第六話　綾あや崎さき八や重え＆森もり美唄なごみの回





　僕がもい子こさんや桜子嬢と外プールでのひとときを過ごした体験入部二日目のその夜のこと。

　いつものように美唄ちゃんと晩ご飯を食べたあと、いつものように一緒に永なが遠とおウォーターワールドに行った。

　そこには、水泳部でも一緒だった桜子嬢がいて、飼育部の脱走した犬の捕獲を終えた野の々の宮みや先生もいて、四人で楽しく過ごした。

　帰宅したのは午後十時頃ごろ。

　自室で一人、今日は出番がなかった水中ゴーグルのレンズをキュッキュッと拭ふいていると……突如。

　水恐怖症を克服するにはこのままでは駄目じゃないか！

　という熱い思いに駆られた。

　水恐怖症を克服しようと試みる場面にて、水着姿の魅力的な女の子達がそばにいるのは、よくないんじゃないか。

　そんな疑念がむくむく湧わいてくる。

　僕は巨大な水の塊かたまりと対たい峙じした際、海洋生物なんだと自分自身に暗示をかける。僕はクラゲだと。

　水の中で、意味もなくゆらゆらと漂う生き物なんだと思い込みながら、いざプールに入ろうとするそのとき、水着姿の女の子達のゆっさゆっさと揺れるお乳を見てしまえば、立ち所に、「僕はクラゲじゃない！　人間のオスだ！」という当然の事実に気付き、脆もろい暗示は解け、水から逃げてしまうのである。

　つまり、水恐怖症を克服するためには、一人で立ち向かわなければならない。

　一人ならなんとかなる気がして、俄にわかに未いまだかつてないほどの気力がわき起こり、今こ宵よいならクラゲになれる気までしてきて、善は急げって言葉も浮かんで、僕は十時過ぎに家を飛び出した。



　水恐怖症を克服するため、夜遅くに家を出る。

　いやはや、我ながら思い切ったことをしてると思った。

　なかなかのハチャメチャな行動だ。

　でも、他人から「なにやってんの？」と言われることをしてるとき、なぜか楽しい気分になってくる。

　夜に家を抜け出してから……、

　なんだかすごい自由になれた気がして……、

　自分の中でテンションもだだ上がりで……、

　僕はなんら躊ちゆう躇ちよせず、永なが遠とお高校の外プールに忍び込んだ。

　真っ暗なシルエットの校舎。

　隅のほうが闇やみに消えるグラウンド。

　暗くら闇やみの奥行きを持ついくつもの窓。

　そんなのは怖くもなんともない。

　僕は常に水が怖い。

　プールの水面は頭上の空と同じ色をしてた。

　すでに水着を着込んでいたから、プールサイドで服を脱ぎ捨て、隅っこの棚に靴と一緒に置いた。

　別に泳ぐわけじゃない。

　準備運動なんて、大していらない。

　僕はクラゲだ。

　そう言い聞かせながら、ふと思い立った。

　このままではクラゲになりきれない。

　せっかく夜の学校にまで忍び込んだんだから……。

　僕は水着を脱ぎ捨て、それを衣服を置いた棚に放ほうり投げた。

　これで全身の皮膚はなににも守られず、水と接触する。

　こうでなくては水恐怖症は克服できない。

　僕は僕を人間たらしめていた水着を脱ぎ去ったことで、クラゲになる。

　僕はプールの縁ギリギリに座り、暗い水面に足先をつける。

　そして。

　露ろ天てん風ぶ呂ろにでも浸つかるように、プールにドボンと肩まで入る。

　ツルツルとした防水塗料の床を足裏に感じる。身体からだをギュッと抱き寄せ、少しでも皮膚が水に触れてしまう部分を減らそうとしてしまう、ちょっと弱い僕の心を許しつつ、夜空を眺めた。

　水恐怖症の克服に燃える僕を応援するかのように、やけに月明かりが輝く夜だった。

　水に慣れるため、水の中に居るわけだけど……なるべく水のことを考えないようにしようと心掛けた。

　なにか考え事をして、水の中に居るという事実を紛らわしたい。

　数学の方程式や歴史の年表のことを考えてみたが……、

　集中力が持たない。考え事に没頭できない。

　人生の深い謎なぞについて考えなくては、この状況下では集中力なんて維持できない。

　方程式や歴史が、我が人生の深い謎にはなりえなかった。

　……深い謎。

　僕はかねてより疑問を抱いていた、水着と下着の違いについて思いを巡らせた。

　女性達は下着姿を愛する者以外に見せることを拒む。

　それは当然のことであり、当然そうであるべきだと思う。

　だが問題は水着のほうにある。

　ちなみにこの場合の水着とはビキニである。

　肌の露出面積は下着と変わらない。なのに、衆人環視のなか、水着姿を晒さらすのは有りなのである。

　下着はＮＧ。

　水着はＯＫ。

　これは先人達によるマインドコントロールなのではないだろうか。

　下着姿は決して人前で晒すものではないというイメージを植えつけ、夏の海やプールにてビキニ姿でいるのは、さも普通のことだとイメージづけたのではないか。

　例えば、とある夏の日、駅前をビキニ姿で歩いている女性がいたら、大層卑ひ猥わいに見えることだろう。

　ただ単に、その場所にその衣装が合っていないというちぐはぐ感だけではなく、確実に卑ひ猥わいなのだ。それはなにも駅前という人通りが多い場所に、一人だけ露出面積の多い格好（ビキニ）でいるからというわけではない。

　例えば、森の中に、ビキニ姿の女性がいたらどうだろう。

　当然、森の中だから人ひと気けはない。

　でも、二人っきりの砂浜でビキニ姿でいる女性より、二人っきりの森の中でビキニ姿でいる女性のほうが確実に卑猥ではないだろうか。やはり、ビキニ姿というのは非常に過激な格好であるのは間違いない。それなのに、世の女性方は、水辺ではその過激な格好をしても、当たり前であると思いこまされているのだ。

　ニューヨーカーは、天気のいい日に大都会の公園で、男女ともに水着姿でフリスビーや日光浴に興じているという。ビキニ姿の女性が街中の公園で、フリスビーを投とう擲てきする。これを見て、どきりとしない日本男子はおるまい。もれなくラッキースケベイベントだと捉とらえることだろう。公園でビキニ……ニューヨーカーにとっては日常的な光景でも、日本人にとっては驚きの光景である。

　海でのビキニ姿は日常になっているだけで、本来ならやはり驚きの光景なはずだ。

　にしても、森の中でビキニ姿とはなんとも官能的な発想である。

　これは僕の隠れた性癖だったのだろうか？

　煩悩の塊かたまりである知人男子数十名に早急にアンケートを採り、森ビキニが理解されない場合は、特異な性癖に目覚めてしまったと自覚して生きていこう。

　などと高い集中力で考え事をしていると、

　――!?

　不意に、足音のようなものが聞こえてきた。

　今はおそらく午後十一時近く。

　……誰だれかきた？

　先生？

　用務員？

　こんな時間まで残ってるものなんだろうか？

　とりあえず、こちらの存在は気付かれないほうが得策だろう。

　なにせこちとら夜の学校のプールに忍び込んだ挙げ句、現在全裸だ。警察に突き出されても文句は言えない。

　夜空を見上げる僕は耳の裏まで水の中に入った体勢――耳の穴に水が入ってしまって気持ちが悪い――で、いっさいの音を立てないように努めた。

　やってきた誰かは一人のようだ。

　プールサイドで立ち止まった気配。

　僕はその人物がいるプールサイド側のプールの端っこに顔だけ出して潜っているわけなので、プールの縁が死角になって、気付かれていないようだ。

　真夜中のプールで水面から顔だけ出してる男を見つけたら、さぞや怖いだろうな。

　やってきた誰だれかが立ち去るのを待ち、僕はジーッとすることに徹した。

　微かに衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　……服を脱いでいるんだろうか？

　仮に先生や用務員がこの時間まで残っていて、見回りのようなことをしているのなら、服など脱がないだろう。

　それに見回りなら、懐中電灯の灯あかりがあってもよさそうなもんだが、依然あたりは暗くら闇やみに包まれている。

　………………もしかして？

　やってきた誰かも僕と同じく夜の学校のプールに忍び込んで、泳ごうとする輩やから（僕は泳げないが）なのか？

　それなら、僕の存在を明かしても……問題ない？

　いやいや、それはまずい！

　忘れてはいけない。

　こっちは全裸である。

　プールをお風ふ呂ろと間違えて、ビバノンノンしてましたとでも言おうか。

　……うん、いろいろ意味がわからん。

　言い訳すら浮かばないぞこれは。

　衣擦れの音が止み、素足でプールサイドをペタペタ歩く音がして、足音は確実にこっちに向かってくる。

　ひいい、手の打ちようがない！

　最後は潔く、お縄に頂ちよう戴だいされよう。

　すっかり観念したそのとき。

　遠くからもう一つの足音が近づいてくる。

　プールサイドの床にゴムを擦こするような乾いた音を立て、二つ目の足音は止まった。

　……。

　学校のプールに忍び込んだ仲間が合流したのか？

　いや、それならなんの会話も交わされず、物音一つないのは異様だ。

「………………」

「………………」

　暗闇の中、明らかに向かい合っている二人の気配を感じる。それにしても耳の穴に入った水のせいで、もわんもわんする。

「……誰だれ？」

　僕のそばにいる方が話しかけたようだ。それは女の子の声だった。

「…………お姉さん……ここで……ナニしてんの？」

　今度は少し離れたところから声がした。こちらも女の子の声。……あれ、聞いたことがあるような気が……。

　いやいやそんなことより、やってきたのは女の子二人。

　最悪の事態だ。

　これが男だったら、全裸で突如現れても、驚かすぐらいで済む話だと思うが、女の子の前に全裸で登場したら、どストレートの犯罪である。

　僕はなにがなんでも隠れきるしかない。

　ああ、本当にこの瞬間にクラゲになってしまいたい。

「………お嬢ちゃん……中学生？」

「…………お姉さん……中学生？」

　質問合戦の様相を呈してるな。

　お互い自分の素性は話したくないけど、相手のことは聞き出したいんだろう。

「あたしが中学生？　えー、あたしって、いくつに見える感じ？」

「……その質問ウザっ。……とりあえず平成生まれでしょ」

「答え雑っ。あたしは高校生なんだから、年上を敬ったカンジで話してくれる？」

「…………早く生まれただけのおばさんじゃん」

「コラ聞こえたよ！　最近の中学生感じ悪いねー」

「中学生じゃないもん。……うちは……小学生だから」

「なんで小学生が真夜中の高校のプールにいんの？」

「……なんで高校生がいるわけ？」

「ここあたしの通ってる学校なの。だから居て当然でしょ」

「あぁ、そっか」

「わかればよろしい」

「……ってそれおかしいじゃん！　母校だからって、夜中に真っ暗なプールに水着でいるとか変だし！」

「ちぇ、バレたか。小学生なら納得するかと思ったのに……」

「小学生舐めんなっ」

「で、小学生がなんでいるわけ？」

「……」

「どしたの？　……黙っちゃって」

「…………ここに誰だれか、来ませんでしたか？」

「おっと急に敬語。うーん、ここに誰かってのは、このプールにお嬢ちゃん以外にってコト？」

「そう言ったじゃん。……一回で意味わかんないんですかー？」

「感じ悪ぅ。誰も来てないよ。てゆーかそれ誰？」

「…………誰って……別に」

「その誰かを追っかけて、お嬢ちゃんはここまできたワケ？」

「…………うん。……忘れものしちゃったから取りに行ったら……こんな時間なのにさー、どっかに出掛けてくところで。……だから、ついてったら……学校で……多分このプールに向かった感じで。……見ちゃまずいのかもとか思ったけど、やっぱ気になっちゃって……」

「プールに来てみたら、あたしが居たってわけね。ふーん、その誰かってのは、近所に住むおばあちゃんかなにか？」

「はぁ？　うちのばあちゃん徘はい徊かい老人違うし」

「おばあちゃんじゃないのかぁ。じゃあ、女の子の友達とか？」

「……ううん。お隣のお兄ちゃんだけど」

「お兄ちゃん？　ってことは男よね？」



    

  
    
      



    

  
    
      「お兄ちゃんで女だったら意味分かんないし」

「あたしの友達に、にいちゃんっていう女の子がいるよ」

「……？」

「ううん、それはいいや。えっと、とにかくアナタは、男を追っかけてきたのね」

「……うん」

「ふぅーん」

「なんかそのふぅーん……ヤダ」

「ねえお嬢ちゃんちょっと聞いて。人生はね、夢を追いかけることもあるし、飼育部の脱走した犬を追いかけることもあったりするの」

「……それなんの話ですか？」

「でもね、男だけは追っかけちゃダメなの。男なんて人生に不要だから」

「…………お姉さん、もしかして誰だれかにフラれたんですか？　……あっ、ヤダヤダ怖い怖い」

「なんであとずさるの？」

「失恋のショックから……このプールで……入水自殺するとこだったんですよね？　うちが生前最後に会った人とかムリムリ怖い怖い」

「勝手な決めつけで人を化け物みたいな目で見るあなたが怖い。あたしは単にここ二日間くらい練習に出れてなくて、だから泳ぎたくって、プールに来たただの水泳部員だから。男に振られるとか、ありえないし」

　……二日間、練習に出ていない水泳部員。

　高校生の彼女は、三人いる水泳部員の日に唯いさんでももい子こさんでもない……八や重えさんだ。綾あや崎さき八重さんに違いない。

「…………失恋直後ってわけでもないのに。なんで男不要的なコト……ゆっちゃってるんですか？」

「むしろ聞くけど、男っていったいナニに必要なの？」

「…………うわっ、この人めんどくさいかも」

「ごめん。こんなコト小学生じゃわからないよね。ううん、忘れて」

「あ、今絶対小学生バカにしたぁ。……じゃあさー……ゆっちゃうけどさー。……男がいなかったら……子孫繁栄とか無理じゃん。……お姉さんのＤＮＡを後世に残せなくなるよっ」

「ふっ、小賢しいコト言っちゃって。……あたしの子孫とかどーでもいいの。ってか、あたしのＤＮＡはソロ活動を希望してるカンジだから」

「…………お姉さんってなんか痛々しいね。ちゃんと友達はいますかー？」

「コラー！　小学生のくせに哀れみのこもった目で人を見るな！」

「……お姉さんはさー……なんでそんなに男嫌いになっちゃったの？　……男に貢いだ挙げ句、結婚式当日に逃げられたりとか……したわけ？」

「それ女子高生のエピソードじゃないよね!?」

「…………どーしてＤＮＡがソロ活動希望？」

「別に、大したコトじゃないから」

「ふぅん、なら……聞かせてほしーな」

「いいけど。ううん、やっぱよくない。通りすがりの小学生に、あたしの過去の話する展開って、ナニソレ？」

「そお？　通りすがりの人に聞いてもらうぐらいがちょうどいい話ってあるじゃん。お姉さんの過去って…………そんなにヘビィー？」

「多分ライト。立ち話は疲れるし、ひとまず座ったら。このプールには、ゴザがあるんだよ。

　……。

　じゃあ、話すよ。つまんなかったら、ギブとか言ってよ」

「いいから早く」

「じゃあ、話すよ」

「早く早くっ」

「…………小学生のとき、あたしって太ってたんだよね。

　可愛かわいく言えばぽっちゃり系ってカンジ。そのまんまを言えば、ううん、それはいいや。

　あたしの名前って、漢数字の『八』に、重体とか重傷の『重』って字を合わせて、八や重えだから。そんな名前で太ってるから、よく『おもこ』とか言われてたんだぁ。

　太ってるあたしは全然男子に人気がなくて……。

　あれは小四のときの学年レクリエーションみたいな行事で、フォークダンスしたときだったかな。

　クラスに、色白で肥満体形の『ブタ大根』って呼ばれてる男子がいて、女子達はブタ大根とだけは手を繋つながないでフォークダンスするの。

　そしたらブタ大根泣いちゃって。

　男子達は女子達に言うの。可哀想かわいそうだから、手を繋げよ、って。

　ブタ大根は鼻水まで垂らして泣いてて、なにがなんでも触れたくない女子達はヤダヤダってあくまで抵抗してたら、一人の男子が言ったの。

　こっちだって、おもこと手を繋いでるんだから、我慢しろよ。

　いきなり火の粉が飛んできてびっくり。あたしはそのあと、何人もの男子に我慢してもらって、フォークダンスしたんだぁ。

　本当、最低のエピソードだね」

「……男子酷ひどっ。…………それで……男嫌いに？」

「ううん。男子は苦手だったけど普通だったかな。いや、やっぱちょっとだけ男嫌いだったかも。

　あれは小五のときかな、あたしはたまにダイエットしよーとか思い立つ子だったから、そのときも河川敷でウォーキングしてたの。

　で、びっくりなんだけど、たまたま川で溺おぼれている子を見つけちゃったわけ。

　溺れてる子を大慌てで川岸に運んで、そしたらその子全然息してなくて、あたしは人工呼吸をしたの。偶然、その前日に見たテレビで人工呼吸の方法知ってて、なんか目の前の男の子助けるのが運命って思っちゃってさ」

「…………その男の子、助かったんですか？」

「バッチリ。あたしの運なんか全部使い切ってもいいからこの男の子を助けて神様お願い！って祈りながら、必死に人工呼吸したから。

　でも、その子が息を吹き返したあと、男の子と口と口をつけちゃったコトを意識しちゃって、あたし逃げちゃったから、あの男の子がどこの誰だれかは未いまだにわからずじまいなんだけどね。同い年くらいで、坊ぼう主ず頭あたまだったってコトだけ覚えてる。

　そのあと、人工呼吸で運を本当に使い切っちゃったのか、ついてない目に遭った。

　河川敷で、クラスメートの男子がたまたま遊んでたらしくて、翌日の学校で、おもこが男子を押し倒してキスしまくってたって噂うわさが流れたの。あのときはショックで、あたし学校早退しちゃったなぁ」

「……そんなことあったら、男嫌いに……なっちゃいますね」

「うん。まあまあの男嫌いになってたね。今みたいに決定的じゃないけど。

　中学生になってね。なにげなくほんとになにげなく水泳部に入ったの。毎日毎日、どんどん早く泳げるようになるのが楽しかった。

　入部して三ヶ月、暑い夏がきた頃ころには、あたしは痩やせてフツーな体形の女子になってて、もう誰も、『おもこ』とは言わなくなってた。

　痩せてからのあたしは、小学生のときが嘘うそだったかのように、モテたの。

　自分で言うのはヤダけど、ほんとモテた。直接会ってコクられたり、電話でもあったし、便せん十枚の手紙ってのもあったなぁ。

　あたしのどこが好きなの？

　って聞くと、優しいところとか言ってくるんだよね。

　中一の道徳の授業で見た難病の少年のドキュメント映画を見て、涙を流しているあたしの心の優しさに惹かれたって言われたコトもある。実際、その映画を見て悲しい気持ちになったけど、あたしは泣いてなかった。

　ただ、目にゴミが入っちゃって擦こすってただけなの。

　あたしは、人前で泣いちゃダメだと思ってて……。

　小学生のとき、五年生だったかな。あれは学芸会だと思うけど、六年生の劇がとっても良くて、感動して泣いちゃったコトがあってさ。そのとき、あたしの隣にいた男子が、泣いたあたしの顔を見て……。

　デブが泣くなよ、汚ねえな。

　って言ったの。

　中学生のあたしが流す涙は、どっかの男子の心を掴つかんで……。

　小学生の太ったあたしが流す涙は、どっかの男子には汚いものに映る。

　あたしのコトを優しいって言うなら、小学生のときのあたしも変わんない、むしろ小学生のときのほうが優しかったかもしれない。

　小学生のあたしは、異性に全然相手にされないタイプの女の子なんだと思ってた。なのに体脂肪率が半分になって、あたしの世界は半分変わった。ううん、全部変わっちゃったカンジ。見た目が変わっただけで、運命の人ですみたいなトーンであたしのことを好きになってくる存在が不気味で気持ち悪くて……気付けば、あたしはたまらなく男子が嫌いになっちゃってた。

　男子が嫌いって態度を取ってたら、男子のほうも、あたしにコクったりしてこなくなった。

　多分変な女とか思われてるね。

　でもおかげで毎日過ごしやすい。

　小学生のときみたく、おもことか言われないし。

　中学生のときみたく、変に言い寄られたりしないしさ。

　……ごめん。長く喋しやべっちゃったね。

　ってか、あたしはなんで通りすがりの小学生にこんな話してんだろ。あたしの男嫌い話はこんなカンジでした」

「……ヤエさん。……ダメな男子っていっぱいいるケド、いい男子もいっぱいいるよきっと。いっぱいはいなくても……いるよきっと」

「アドバイスどうもね。いつか男嫌いを治したくなったら、その言葉思いだすよ。……で、あなたがここまで追いかけてきた人って。あなたの好きな人なの？」

「………………うん、まあ」

「へぇー、そうなんだー。なるほどねー」

「なにこの空気。……なんか、うちの好きな人の話をしなきゃいけない感じになってない!?」

「別に、そんなコトないと思うけどー」

「…………聞いてもらってもいいです……か？」

「通りすがりの男嫌いの女子高生に、のろける気？」

「通りすがりの男嫌いの女子高生に、のろけたい気分……かも。……だって、ヤエさんって、うちが好きな男の人のコトを……いい男とか……悪い男とか……特に批評しないよねきっと」

「あたしにしたら、男は全すべて『好きじゃない』の一言だから」

「…………うちとお兄ちゃんの関係についてだけど。……お兄ちゃんはお隣さんで……うちの家もお兄ちゃんの家も事情とか都合とかあって……夜に親がいなかったりするの。……だからさ、ほとんど毎日二人で夕食を食べる関係……なんだよね」

「どんなきっかけがあったら、隣のお兄さんを好きになんてなるわけ？」

「……きっかけかぁ。……うーん…………」

「そもそもそういうのってないカンジかな？　気付いたら好きになってたみたいな」

「…………ううん、ある。……きっと、あれだと思う。

　……半年ぐらい前にさ、うちが熱出しちゃった夜があったの。そのときもうちのお母さんは仕事に行ってて……お兄ちゃんがうちを看病してくれた。

　……うちは少し寝て、夜遅くに目覚めたとき……横にお兄ちゃんも寝てた。

　うちは全然わかってなかったんだけど……このときお兄ちゃんも実は熱を出してたみたいだった。

　氷こおり枕まくらとか全部うちが使っちゃってたからさ、お兄ちゃんは冷凍のうどんを額ひたいに乗せて寝てんの……。自分も熱あるのに、元気なふりしてうちの看病して、額に冷凍うどん乗っけて寝てるお兄ちゃん見てたら……なんだか、この人をうちが守ってあげなきゃって思えてきちゃって。……看病してもらって、守られたうちなんだけど……ね。

　そのあと、うちとお兄ちゃんの熱は一緒に下がっていって、おかゆ代わりにお兄ちゃんの額で解凍されたうどんを食べたの。

　おいしかったなぁ。

　そのうどんを食べ終わったときには、すっかりお兄ちゃんのことを好きになってた。お兄ちゃんのことをいつも守ってあげたいって……思っちゃうんだ」

「小学生の女の子が高校生の男の子を守ってあげたいかぁ。あたしにはわかんないけど、なんか、いい話だね。ねえ、そのお兄ちゃんのコトを、普段もお兄ちゃんって呼んでるわけ？　それってなんか本当の妹みたい」

「違うよ……お兄ちゃんって呼んでない。普段は……その……卵ラン兄にいって呼んでる」

　巨大な水の塊かたまりに包まれ続けた僕は、とうの昔に限界を超えていた。

　でも、女子高生が男嫌いの原因になった話をしている場面や、小学生の女の子が好きな男の話をしている場面に、全裸で登場してぶちこわすわけには、いかなかった。

　だから、僕は耐え続けていた。

　一切の水の音を立てぬように気を張りながら。

　もはや、夢の中にいるような心地に達していた。

　全すべての感覚が鈍くなってる。

　女の子二人の声は、もう随分遠くから聞こえてきていた。

　でも、遠くから聞こえていても、内容はわかった。

　そして、驚いていた。

　小学五年生の頃ころ。

　壁新聞のために取材に赴いた川で溺おぼれた僕を救ってくれたあの子が……綾あや崎さき八や重えさんだったなんて。

　それに、最上級の驚きはもう一つ。

　小学生の女の子……美唄なごみちゃんが僕のことを好きでいてくれたなんて……。

　美唄ちゃんの好きな人は僕……。

　心の中でそう声にするたび、身体からだのそこから温かい感情が湧わき上がってくるのを感じていたが……それに浸ってばかりもいられない現在の状況！

　鼻と口だけは水面になんとか出していたが、もう駄目だ。

　真夜中のプール。

　暗い水の中。

　水中に入ると二人の声はさらに遠く、輪郭の失った音の塊かたまりになって聞こえる。

　長い時間、巨大な水に包まれたときに起こる禁断症状、意識喪失はもう目の前。

　……………………………。

　…………………………。

　……………………。

　………………。

　…………。

　……。

「今……なんかプールでポチャンって……音しませんでした？」

「そう？　どれどれ。……え、プールに誰だれかいる!?　しかも男!?」

「ヤダヤダ怖いし！　いつからプールにいたの!?　まさか変質者ってやつ？」

「お嬢ちゃんケータイある？　ソッコー１１０番して」

「……あれ、その人、溺れてるっぽくないですか？」

「先に１１９番お願い」

「……あ、でも全く動いてない。……水死体？」

「１１７番！」

「なんで時報に電話？」

「死亡推定時刻をあたし達が正確にしなきゃいけないでしょ」

「ヤエさん落ち着いて！　うちらにできるコトは――って、今ブクブクって泡出てきた。この人生きてる!?」

「助けなきゃ！」

　――ざっばぁん。

「あなたも早くプールに来て！」

「うち水着じゃないケド……んなコトゆってる場合じゃない！」

　――ざっぱーん。

「あなたは右腕のほう持って！」

「はい。ってこの人素すっ裸ぱだか!?　キモいキモいまぢ変質者ムリ！」

「キモくてもやんの！　目を瞑つぶってでもやるよ！」

「ヤエさん男嫌いなのに……。うん、たとえ変態ヤローでも人命は全力で助けなきゃ」

「このプールで変態が死ぬとか絶対阻止よ！　水入れ替える費用は馬ば鹿かになんないから」

「……ですよね、プールの水のほうが変態の命より重いですよねー」

「プールサイドに上げるよ！　せーの！」



　……夢を見てるような意識の中。

　軽石のようなザラザラした感覚が背中に触れる。プールサイドの床って軽石のようだったなぁと思い出す。

　どこからか、二つの声がした。

「ヤエさん人工呼吸ですよね？」

「ええ。それにしても、海草みたいな髪が顔を覆ってる……まず髪をどかして……」

「……え!?　この人……卵ラン兄にいじゃん！」

「卵兄？　あなたが好きだった人のコト？」

「プールに全裸姿でいましたけど、想おもいは過去形になってないです！　それより急いで人工呼吸しなきゃ！　ってか、うちがします！」

「じゃあお願い。あたしが心臓マッサージやるから」

「……卵兄ぃ。………………しちゃうね」



　…………チュッ。



「チョット！　フレンチなキス一回して、ナニ硬直してんの？」

「……卵兄の口に……キスとか……恥ずかしすぎってゆーか」

「照れてる場合か！　ちゃんと口の中に息を入れろ！」

「そんな過激なコト小学生にさせる気！」

「もういい！　あたしがやる。どいて！」

「……あぁ。…………卵ラン兄にいの唇が……他の女の人にぃ」



　…………ゴホッゴホッ。



　喉のどで爆竹が爆ぜたみたいに激しく咳せき込こんで、僕の意識は明めい瞭りようになった。

　夜空に輝く月の輪郭がハッキリと見えてきて……目の前には、八や重えさんの顔があった。月明かりでもなんとか窺うかがえたその表情には、柔らかい安あん堵どが浮かんでいた。

　ああ、彼女が僕を助けてくれたんだ。小学生のときと同じように。

「…………あり――」

　がとう、と続けようとした矢先。

　八重さんは自分の唇をペタペタと触り、その顔は次第に無表情になっていって……。

　そして。

　八重さんは立ち上がると、あの小学生のときの河か川せん敷しきと同じように脱だつ兎とのごとく駆けだした。

「ま、待って！」

「卵兄っ、全裸だよっ」

　僕の下半身にはタオルが掛けられていた。これで女子高生を追いかけたら、ただの変質者だ。

　僕はタオルを下腹部に当て、自分の衣服が置いてあるプールサイドの棚に足早で向かった。

　だが、僕は立ち止まるしかなかった。

　前方には、美唄なごみちゃんが立ちはだかる。

　月の明るい輝きが美唄ちゃんの顔に微妙な陰影を作っていて、その表情はなにか焦ってるようだった。

「……………卵兄…………聞こえてた？」

「と、言いますと？」

「……うちがヤエさんと話してる内容……聞いちゃった……よね？」

　ごまかすこともできたかもしれないけど、あれは夢の中の出来事じゃなくて、夢の中にいるような意識で聞いた現実のことだとわかってるから。

　一糸まとわぬ姿では嘘うそはつけなかった。

「……うん」

　そのとき、僕は全身濡ぬれ鼠ねずみの美唄ちゃんのＴシャツがかなり透けていることに気付き、どきりとしたけど……。

　このとき僕を一番どきりとさせたのは、美唄なごみちゃんの表情だった。

　そこには、僕が今まで見たこともないくらい、恥ずかしそうな表情をした美唄ちゃんがいた。

「…………じゃあ、うちの好きな人が誰だれかって話も…………聞いちゃった？」

「冷凍うどんを額ひたいに乗っけた男のことかい？」

「…………いつか打ち明けようって思ってた。うちはまだ小学六年生で……卵ラン兄にいは高校一年生だから……今はまだ全然早くて。…………うちが十八歳になったときなら、二十二歳の卵兄に相手してもらえる……恋人の対象で見てもらえる……一緒にいても変じゃないって思うから……。それまで待っていようって思ってたのに」

　美唄ちゃんは、七年間も告白を待とうとしていたのか。

「……あーぁ、もうバレちゃったよ。…………ねえ卵兄？」

「なんだい？」

「面と向かって……改めて……ちゃんと……言います」

「うん」



「卵兄ぃ……のコト…………好き……………………………………………………なんです」



　少女の愛の告白には、時間を止める力があると聞いたことがある。

　このときもご多分に漏れず、時が止まった。

　………………………。

　……………………。

　………………。

　…………。

　……。

「…………うちってば、なんでこんなびしょ濡ぬれのカッコでゆっちゃってるんだろ」

　僕もなんでパンツすら履いてない状態で聞いてるんだろ。

「……な、美唄ちゃん」

「チョ、チョット待って、なにもゆわないで。ううん、やっぱ無言もヤダ。……うちのコト好き？とか聞くのって怖いよ。……………卵兄、あのさ」

「う、うん」

「うちに好かれるのって………………迷惑だったり……する？」

「そんなことは全然ないよ！」

　美唄ちゃんは、今こ宵よいの月に負けないくらい輝く笑顔を見せた。

「……それ聞けて安心した。……うち、これ以上、ここにいるの無理みたい。卵ラン兄にいの顔…………見れないし」

　僕は下腹部にタオルを両手で当てている間抜けな格好。顔ぐらいしか見るに堪たえるものはない状態ではある。

「ま、またね。…………明日になって……いきなりうちに対してそっけなくなったりしたら……泣いちゃうんだからね」

　そう言って、美唄なごみちゃんは去っていった。

　僕は一人、プールサイドに呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　美唄ちゃんの「好き」って声がリフレインされる。

　身体からだの芯しんから溢あふれてくるような、心地よい感情をただただ味わっていたい気分ではあったが……。

　ひとまず全裸はよろしくない。

　僕はプールサイドの棚に向かい、服を着た。

　するとそこに……、

「……」

　八や重えさんが戻ってきた。

　彼女が戻ってくるのは予感めいたものがあった。私服を置いて競泳水着のままではどこにも行けまい。

「……あたしに人工呼吸させた報いを受けてもらう」

　彼女は物騒なことを口にしているものの、その様子は俯うつむきがちで、攻撃的な雰囲気はまるでなかった。

　にしても、僕に対する八重さんのその日の第一声はいつも普通じゃないなぁ。

　――なんで、アンタは神かみじゃないよ――

　――なんで、アンタは疫病神なのよ！――

　そんな八重さんの声が蘇よみがえってくる。

「報いって、なにをする気ですかい？」

「人命救助とはいえ、男嫌いのあたしが男と唇を合わせちゃったのよ。……半殺しが妥当ね」

「そうですか、なら僕は全殺しの目に遭わなきゃいけないですね」

「……？」

　僕がなにを言ってるかわからないっていうように八重さんは小首を傾かしげた。

「八重さん、ありがとうございました」

「べ、別に、お礼はいいよ」

「ありがとうございました」

「二回言っても半殺しは確定だよ。って全殺しってナニ？」

「……八や重えさんに人工呼吸してもらって、助けてもらうの……二回目なんですよ」

「えっ？」

「すみません、その、小学生の僕を助けたせいで、学校で嫌な噂うわさを立てられてしまったみたいで。……いつか八重さんが言ってたように、僕は疫病神ですね」

「……神じん卵らん太た郎ろうが、…………あのときの……坊ぼう主ずの少年」

　どうしたんだろう。

　八重さんはなにやら深刻な雰囲気を漂わせて、黙り込んでしまう。

　……。

「…………あの」

　沈黙に耐えかねて、僕が声をかけると八重さんが、

「神卵太郎」

　と、強い調子で呼びかけてくる。

「なんざんしょ」

「……ずっと聞きたかったコトがあるんだけど」

　八重さんの表情は、なにかに怯おびえてるようで、弱々しい雰囲気になった。

「……小学生のときね」

「はい」

「……あたしに人工呼吸されたから、天パーになったの？」

「なんですか、その疑問？」

「小学生のとき、男子が言ってたの。おもこなんかに人工呼吸キスされた男子は身体からだに異変が起きちまうよって。だからその」

「僕が天パーになってしまったと？　いえいえ先天的なものです。僕の父も祖父も天パーですから」

「そ、そうだよね。あたしとキスしたからって、天パーになるわけないよね」

「八重さん、そんなこと気にしてたんですか」

「チョットだけね。男嫌いだけど、あたしのせいでどっかの男子が悲惨な目に遭ってるとか嫌だし」

「男子を悲惨な目に逢あわせるどころか、八重さんは男子を助けたんですよ。……それも二度も」

　八重さんは照れ臭そうに笑った。いつまででも眺めていたくなる幸せな笑顔だった。

「ああ、そういえば僕が坊主頭だった理由ですが。……小学生のときは、自分が天パーという事実を受け入れられなかったんです。物語の主人公に、天パー野郎なんぞいませんからね。なので坊主にしてました。でも野球少年でもないのに、坊主にしていることにむなしさを覚えてしまって……高校に入ってからはなんとか天パーを受け入れることに成功した次第でして」

　僕の坊ぼう主ず秘話は、八や重えさんには退屈だったのかもしれない。

　八重さんは準備運動を開始していて、遠くの夜空を眺めながら言った。

「神じん卵らん太た郎ろうって、よく溺おぼれるよね」

「はい。まことに不本意ながら」

　小学五年生のとき川で。

　つい先日永なが遠とおウォーターワールドで。

　そして、今日母校の外プールで。

「八重さん」

「なに」

「今日はこれから泳がれるんですか？」

「せっかく来たし。うん、そう思ってるけど」

「僕もお供していいですか？」

「アンタ、あたしが男嫌いだって知ってるよね」

「実は僕も最近女性恐怖症気味なところがありまして」

「それ知らないから。……どうしても一緒にいるっていうの？」

「心の準備ができるまでプールサイドに居ますが……」

「泳がないわけ？」

「僕は水恐怖症なんです」

「なにそれ。そんなんでよく水泳部に体験入部なんてしてるね」

「僕と八重さんが一緒にいれば…………僕は水恐怖症を克服できて、八重さんは男嫌いが治ると思うんですが……どう思いますか？」

「はぁ？　別にあたしは男嫌いのままで困らないんだけど」

「……八重さんが困らなくても、おそらく人類が困ります」

　八重さんみたいな愛らしい女性が男嫌いでいることで、多くの男子は無念の涙を流し、負のエネルギーを空気中に発散してしまいます。

　と、続けようとしたのだが……。

　ここ二日間、水泳部を休んでいた八重さんは泳ぎたくてムズムズしていたようで、僕のめんどくさい話はさておき、

　――ドボン！

　プールに飛び込んだ。

　月明かりがプールを熱もなく照らし、

　水面は真珠の粉でも蒔まいたようにキラキラと輝いていて、

　そのなかを八や重えさんは、すごくすごく綺き麗れいなフォームで優雅に泳いでいた。

　二日間、水泳部に体験入部してるけど、このプールで泳いでいる人を見るのは初めてだった。



    

  
    
      
　エピローグ





　新聞部の僕は、週に一度に新聞を発行している。

　部活動の紹介記事。

　我が校のニュース。

　我が町の一週間の各種イベント情報。

　星座占い。

　一週間の天気予報。

　そんなラインナップである。

　新聞の紙面は賑にぎやかに越したことない。

　マンガ研究部に四コママンガを書いてもらえないかと依頼したりもした。

　快諾してくれたマンガ研究部であったのだが……。自分達の作った四コママンガの出来に納得がいかず。

　書いては破り……。

　破っては捨て……。

　満足いく出来のマンガが書けないフラストレーションを大いに積もらせ、その負の思いを、部室のゴミ箱に積もりに積もらせた紙くずを用い、火遊びすることで発散し始めた。

　そのため、案あんの定じようと言うべきか、部室で小ぼ火や騒ぎを起こし、我が新聞部に記事のネタを提供してくれたわけだが、いやはや肝心要の四コママンガを掲載する予定は白紙となってしまった。

　てなわけで。

　次は、ライトノベル執筆部という、小説の執筆依頼をするには極めて打って付けの部に足を運んだ。

　新聞に、新聞連載小説が載っていたらいいもんだなぁと思ったのだ。

　で、今日という日は、来週の新聞に載せる原稿（三枚）の締め切り日である。

　水泳部体験入部三日目の放課後。

　プールに行く前に、僕はライトノベル執筆部に原稿をもらいにいった。

　もしゴミ箱に、紙くずが溜たまっていたら、それらは回収しておこう。二週連続小火騒ぎの記事は書きたくない。

　旧校舎の万年日当たりの悪い一室――文化祭でお化け屋敷の模擬店を開く場所としては最高――の前に着く。

　二度ほどノックをすると……。

　やけに青白い顔の男が出迎えてくれる。白塗りがもう少し足りないなぁ。いやいや、ここはお化け屋敷ではなく、ライトノベル執筆部だ。

「……やあ、神じん記者ではないか。待っていたよ」

　そう微笑ほほえむ男の人好きのする笑顔には見覚えがあった。先週ライトノベルの素晴らしさを僕に暴走特急のようなハイテンションで語ってきた部長ではないか。

　いったいこの一週間でなにがあったというのだ？

　ティーンエージャーの乙おと女めのように過度なダイエットでもしたか？

　大失恋でもしたのか？

　はたまた、悪霊にでも憑つかれたのか？

　別人のように生気が抜かれているではないか。

　部長の身を案じていると、部長は机の上から分厚い紙の束を抱え、なにも言わず僕にズシリと重いその紙の束を渡してくる。

　これはなんぞや？

　そういえば、慢性的な運動不足のライトノベル執筆部は、コピー用紙の束をダンベル代わりにして、ゴボウのように細い腕を鍛え、せめて腕相撲で女子に負けない男子を志しているという噂うわさを聞いたことがある。

　僕にダンベル運動、もといコピー用紙の上げ下げ運動を誘っているのだろうか？

　なんて訝いぶかしみつつ紙の束を何なに気げにパラパラ見ると、全すべての紙にぎっしりとなにかが書き込まれている。

　部長は、ゆるんだ蛇口から水がこぼれるように、ポツポツと言った。

「…………しょう……せつ……できた」

　なに？

　僕は紙の束に今一度しっかり目を通した。

　一ページ40字×40行。

　五十枚はあろうかという原稿を書き上げたというのか？

　まだ小説を依頼して一週間しか経っていないのに！

「…………そろそろ、ボクは、寝るよ」

　部長は僕に原稿を渡すことで最後の体力を使い切ったようだ。部室の骨こつ董とう品のようなソファに力なく倒れ込んだ。

　なんて見上げた男であろう。

「お疲れ様でした！」

　僕は部長に深々と頭を下げた。

　胸に原稿をしっかりと抱え、部室をあとにしようとすると……。

　ライトノベル執筆部のスランプ四天王と称される部員達が、入り口を塞ふさぐ形で立っていた。

　やけに恨めしそうな目で、僕を見てくる。

「なにか用かい？　ちなみに……原稿料なら部長にうまい棒で支払い済みです。いやーしかし、これだけの量の原稿を書いてくれたわけですから、今度ポッキーも届けましょう。好みの味は？」

　恰かつ幅ぷくのいい男が「食くい物なんてどうでもいい！」と、ひときわ説得力のないことを叫さけび、僕の持つ原稿の束を指差す。

「部長が不眠不休で書いたんだ！　ここで読んでってもらう。読み終わるまで一歩も出させねえ。感想を聞かせろ」

「……えっと、持ち帰って明日に感想を言うのでは駄目でしょうか？」

「そんなの駄目だ。いいか、小説を書く者にとって、感想ってのはえらく気になるんだ。原稿を持ち帰られたらよ。今読んでるのかな？　今どこらへん読んでるのかな？　と気になって気になって、部長は不眠症になっちまう」

「……あの、部長さん、熟睡してるようですが」

　僕はソファで泥のように眠る部長を見た。

「部長が起きたときに、いの一番で感想を言ってやってくれよ。読後感がすごくて、思わず放心しちまったあんたの顔を見せてやってくれよ」

「……ハードル上げますね」

　結局。

　スランプ四天王、断筆王子、遅筆女王が襲い掛かってきて、抵抗虚むなしく、僕はあっという間にイスに縛り上げられてしまった。

　こうして。

　僕は、原稿を読み終わるまで、ライトノベル執筆部に拘束されることとなった。



　原稿を読み始めて、すぐに「おやまあ」と驚いた。

　これは一応フィクションとなっているのだが、明らかに現実にいる人物をモデルにして書かれていたのだ。

　物語の舞台は、高校の水泳部だった。

　冒頭より三人の女子高生が出てくる。

　三人は、それぞれとても魅力的な容姿をしているが、異性に対して特異なスタンスを貫いている。

　その三人というのが、

　男嫌いの女の子・綾あやちゃん（綾あや崎さき八や重えさんがモチーフだろう）。

　男に無関心の女の子・シゲちゃん（茂しげ依より子こさんがモチーフだろう）。

　男は研究対象でしかない女の子・ハルちゃん（榛はる名な日唯さんがモチーフだろう）。

　ここまでは完全なドキュメントである。

　イスに縛り上げられた身である僕は、細かいことは気にせず――いや、大きな問題だよな――先を読むことにする。

　恋にてんで無縁な三人は、男不必要学園ライフを伸び伸びと楽しんでいる。

　毎日、プールでガールズトーク、ときにアホなゲームをしたりしていたが。

　やがて。

　三人は、新聞部の男子・神じん太た（僕がモチーフだよな？）と出会う。

　最初は、神太をからっきし相手にしない三人であったが、

　神太と接するうちに……、

　綾ちゃんは男嫌いが改善され、

　シゲちゃんは男に関心が持てるようになり、

　ハルちゃんは男を研究対象のように見なくなった。

　そして。

　物語は、ヒャッホイと言いたくなるような学園ラブコメの様相を色濃く呈してくる。

　綾ちゃんが、神太のことを好きになり、

　シゲちゃんも、神じん太たのことを好きになり、

　ハルちゃんまでもが、神太のことを好きになったのだ。

　冒頭では、男に恋する気配ゼロだった三人がほぼ同じタイミングで恋をしたのだ。

　しかも、同じ男の子に。

　水泳部の仲良し三人組は、お互いが同じ人を好きでいると知り、昼ドラ系修羅場恋愛劇へと発展していく。

「この泥棒猫！」「黙れ雌豚！」「女め狐ぎつねの分際で！」

　もはやギャグのような言葉をお互いに吐き捨て、それはそれは壮絶な神太争奪戦が繰り広げられる。

　だが、神太争奪戦の頃ころはまだ平和であった。

　ある日。

　神太は、学校一のお嬢様・小こ桜ざくら（小こ田た部べ桜さくら子こ嬢がモチーフだろう）に告白される。

　独自のエロ哲学を持つが、無駄に紳士的なところのある神太は小桜からの交際の申し出を謹んで断る。

　すると。

　小桜は豹ひよう変へんする。

　学校では、お淑やかで優しくて、誰だれからも好かれる小桜だったが……神太にフラれたショックから、頭がおかしくなり、神太をストーカーするようになる。

　小桜の愛情表現は常軌を逸していた。

　神太が友人との会話で「アレがほしいんだよね」と話せば、小桜は実家の潤沢な資金を使い「アレ」を購入し、神太にプレゼントするのは日常のこと。

　神太が黒目がちの子が好きだという噂うわさ――デマなのだが――を聞きつければ、特大の黒目のコンタクトレンズを特注で作り、白目の部分の全くない、漆黒に塗りつぶされた眼めで神太を待ち伏せし、「ワタシの顔、好きになってくれた？」と言い寄ったりした。

　新聞作りに燃えていた前向きな青年・神太は、そんな小桜につきまとわれ、精神的に極限まで追い詰められていく。

　神太のことを想おもう三人――綾あやちゃん・シゲちゃん・ハルちゃん――は、神太争奪戦なんぞをしている場合じゃないと気付く。

　神太を好きになってから、関係がギクシャクしていた三人であったが、神太を守るため、力を合わせなきゃいけないと思い立つ。

　綾ちゃん、シゲちゃん、ハルちゃんの三人は、自分達の愛する男を守るため、小桜の神太に対する愛情表現をやめさせようとする。

　しかし、異常性愛者と化した小桜は、三人の警告など聞かない。

　それどころか、三人が神太のことを強く想っているのを見抜き、三人に危害を加えようとする。

　物語は、サイコサスペンスの様相を呈し、ある日。

　綾あやちゃんとシゲちゃんとハルちゃんは、ドリームウォーターワールドという施設に、小こ桜ざくらから呼び出される。

　そこは小桜の父親が経営するレジャー施設であった。

　ドリームウォーターワールドの地下には、関係者もその存在を知らないホルマリン漬けのプールがあり、綾ちゃんとシゲちゃんとハルちゃんは地下へと連れて行かれる。そこで三人を待ち受けていたものは……。



　僕は五十枚の原稿を読み終わった。

　……こ、これ、完結してない。

　僕が原稿を読み終えたのを察し、四天王が僕をイスから解放する。足首には紐ひもの痕あとが残っている。ひどい目に遭った。

　僕は疑問を口にした。

「……あのぉ、これの続きは？」

　断筆王子が仁王立ちで言う。

「小説にヒキって大事だろ。まずそこまでを次号の新聞に載せてくれればいいよ。続きはそのまた次の号までに書くって、部長が言ってた」

　いやいや、これ全部掲載したら新聞何ページですか。もうなんかそれ小冊子だよ。

　それに、ページ数の問題だけじゃない。

「いやー、申し上げにくいですが」

「なんなの？」と、遅筆女王。

「…………この小説は新聞に載せられません」

　僕がそう言うと部員達は気け色しきばみ。部室の温度が五度は上がった。

　四天王の一人が「なんでだよ！」と声を荒げる。

「部長渾こん身しんの小説だぞ。ドリームウォーターワールドの地下にホルマリン漬けのプールがあるってのがまずかったのか？　荒こう唐とう無む稽けいか？」

　うん、いろいろまずい点はあると思うけど……それよりなにより。

「誰だれをモデルにして書いたかわかりやす過ぎるよ。途中までほぼノンフィクションだったし。水泳部の女の子達と桜さくら子こ嬢から苦情がくる。いやそれどころか、この小説を新聞に載せたら桜子幕府の大奥と家臣から命を狙ねらわれる。新聞部の僕だけじゃなく、小説を書いた部長も、それにライトノベル執筆部も無事では済まないよ」

　桜子幕府の大奥と家臣を敵に回しては、永なが遠とお高校では生きてはいけない。そのことはライトノベル執筆部の面々もわかっているようだ。

　……。

　一同、黙り込んでしまう。

　そのとき、死体のように眠っていた部長が、ソファから転げ落ちた。寝相が悪かったと思われる。

　部長は床を這はうように手をつき、顔を上げた。

「神じん記者よ、小説掲載の夢は仕方ない、諦あきらめよう」

　驚きだ。部長はこっちの話を聞いていたようだ。寝ていたわけでないなら、なぜソファから転げ落ちたのだと疑問があるが、部長は僕をジッと見据え、続けた。

「ただ、今回小説を書いてみて、思ったことがある」

「……なんですか？」

「神記者よ。そなたはいったいどんな青春を送っているんだ？　本当はそなたのノンフィクション小説を書きたい。……頼む、聞かせてくれ」

　まさかの僕への取材依頼。

　僕の青春なんて、わざわざ活字にするほどのものでは全然ない。

　面白い要素などまるでない。

　八割、水恐怖症と向き合ってるような日々だ。

　だから、僕は言い放った。

「いえ、お断りさせていただきます。……では、僕は用があるのでこれで」

「待てぃ。そなたはこれからどこに行くんだ？」

「水泳部に体験入部しなきゃいけないんです。今日は日唯さんにもい子こさん、八や重えさんのお三方が揃そろってるだけじゃなく……野の々の宮みや先生もいるし、桜さくら子こ嬢も体験入部しているわけで。……しかも、美唄なごみちゃんも来るとか言ってたので、早く行かなくては」

「そ、それだ！　その話を聞かせてくれ！　そのノンフィクションを書かせてくれ！　あと美唄ちゃんって誰だれなんだ！」

　絶叫する部長を置き去りにして、僕はライトノベル執筆部をあとにした。

　只ただ今いま、午後五時前。

　まだ水泳部はバリバリ練習している頃ころだろう。

　さあ、今日はどんな体験入部になるんだろうか。

　僕としては、まず第一に溺おぼれないように気をつけよう。

　一昨日は水着に着替えているところに、榛はる名な日唯さんが来た。

　昨日は水着に着替えているところに、茂しげ依より子こさんが来た。

　今日は水着に着替えるとき、気をつけるとしよう。

　綾あや崎さき八重さんに着替えを見られるようなことがあれば、あの男嫌いの彼女は、僕になにをしてくるかわかったもんじゃないから。



    

  









    
      
あとがき



　読者の皆様こんにちは、比ひ嘉が智とも康やすです。

「泳ぎません。」２巻が出ました！

　やったー！

　ここで読者の皆様にご報告が……。

「泳ぎません。」は２巻で完結でございます。

「泳ぎません。」を最後までお読み下さった読者の皆様、ありがとうございました！



　キャラクター達に命を与えてくれたはましま薫しげ夫お先生ありがとうございました！　魅力的な水着姿の女の子の絵をいっぱい描いていただきました。原稿執筆中、はましま先生の描いたイラストが届くたび、嬉うれしい気持ちになりました。すごく励ましてもらいました。イラストが送られてくるたびに、ライトノベル作家の喜びを味わいました。小説にイラストがあるって本当に素晴らしいことですね。



　担当編集の児こ玉だま様、大変お世話になりました。感謝しています。

　編集部の皆様。

　装丁の担当様。

　流通・書店の皆様。

　本にかかわってくれた多くの皆様、ありがとうございました。

　読者の皆様、この世に、たくさーんあるライトノベルの中から、比嘉智康の小説を読んでいただいて嬉しいです！

　またお会いできるのを本当に本当に楽しみにしてますよ！

二○一一年八月　比嘉智康



    

  
    
      　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。北海道札幌市在住。

　　比嘉智康はおかげさまで

　　デビューして四年が経ちました！

　　ライトノベル作家の日々は、

　　いいときも、しんどいときもあったけど、

　　悪いときはなかったです。

　　書くぞ。書けねえ……。

　　書くぞ。書けねえよ……。

　　ただただ、その繰り返しの四年間だったなぁ



　イラスト

　はましま薫夫（はましま・しげお）

　　埼玉県所沢市在住。

　　フリーのイラストレーター、グラフィッカー。

　　ときどきグラフィックデザインや漫画を描いたりしている何でも屋。

　　猫２匹と引きこもる毎日です。



　　公式ＨＰ「S_H」

　　http://kokusangyuhorumon.blog111.fc2.com/



    

  
    
      泳ぎません。２
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